
《
論

説
》

日
米
為
替
レ
ジ
ー
ム
か
ら

日
米
構
造
協
議
ま
で
の
政
治
経
済
過
程
の
研
究
＊

―
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
三
〇
年
：「
失
わ
れ
た
時
を
求
め
て
」
―

古

田

雅

雄

目
次

は
じ
め
に

第
一
章

通
貨
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
学

一

三
つ
の
概
念
と
レ
ジ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト

二

為
替
レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
経
済
理
論

三

国
際
通
貨
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
「
調
整
」
と
「
協
調
」、
そ
し
て
政
治
的
戦
略
の
熟
慮

四

為
替
レ
ー
ト
政
策

第
二
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
日
米
通
貨
政
策

一
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
の
国
際
政
治
経
済
状
況

二
『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』

三
『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
と
「
日
米
円
・
ド
ル
委
員
会
」

四

為
替
相
場
の
安
定
化
に
向
け
て

第
三
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
交
渉
過
程

一

日
米
交
渉
の
前
哨
戦
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二

日
本
側
の
事
情

三
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
そ
の
実
施

四

誤
算

第
四
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
日
本

一

米
国
の
意
図
と
日
本
政
府
の
対
応

二

円
高
苦
境
下
の
日
本

三
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
始
ま
り
と
そ
の
後
の
「
予
め
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
続
き

第
五
章

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
の
整
理

一

ポ
イ
ン
ト
一

二

ポ
イ
ン
ト
二

三

ポ
イ
ン
ト
三

四
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

第
六
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
諸
評
価

一

三
〇
年
後
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
検
証

二

日
本
側
か
ら
の
検
証

三
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
へ
の
歴
史
的
評
価

四

バ
ブ
ル
経
済
の
原
因
と
日
本
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

五

構
造
的
要
因

第
七
章

一
九
九
〇
年
代
の
日
米
関
係

一
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
米
国
政
府
の
政
策
の
力
点
の
継
続
と
変
化

二

問
題
は
未
解
決
の
ま
ま

三

米
国
の
経
済
安
全
保
障
の
取
り
組
み

四

米
国
の
管
理
貿
易
論

五

冷
戦
後
の
日
米
政
治
経
済
関
係
に
お
け
る
「
管
理
貿
易
」
論

第
八
章

安
全
保
障
の
重
層
性

第30巻――2



一

一
九
八
〇
年
代
か
ら
の
日
本
の
防
衛
政
策
の
変
化

二

総
合
的
安
全
保
障
の
視
点

三

軍
事
的
安
全
保
障
か
ら
の
視
座

最
終
章

む
す
び
に
か
え
て

一

経
済
安
全
保
障
の
視
座

二

現
代
国
家
の
重
商
主
義
化

三

国
際
政
治
経
済
過
程
か
ら
み
た
日
本
の
国
家
モ
デ
ル

注参
考
文
献

は
じ
め
に

二
〇
一
七
年
二
月
一
〇
日
、
日
本
の
安
倍
首
相
と
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
初
め
て
日
米
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
は
、

か
ね
て
か
ら
対
日
貿
易
赤
字
、
為
替
レ
ー
ト
な
ど
日
米
経
済
関
係
で
不
満
を
述
べ
て
い
た
。
今
回
の
経
済
・
通
商
の
日
米
共
同
声
明
の

中
に
は
、
相
互
補
完
的
な
財
政
、
金
融
、
構
造
政
策
と
い
う
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
、
自
由
で
公
正
な

貿
易
ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
日
米
間
や
地
域
の
経
済
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
日
米
の
相
互
補
完
的
な
財
政
、
金
融
、
構

造
改
革
政
策
で
は
、「
日
本
の
金
融
緩
和
は
為
替
誘
導
で
は
な
い
」
こ
と
が
暗
に
述
べ
ら
れ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
発
言
は
「
プ
ラ

ザ
合
意
」
と
そ
の
後
の
教
訓
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
当
時
と
比
べ
て
、
米
国
の
対
日
貿
易
赤
字
が
減
少
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
米
経
済
関
係
史
は
、
貿
易
摩
擦
の
歴
史
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
は
最
初
、
繊
維
、
次
に
鉄

鋼
、
自
動
車
、
半
導
体
と
い
う
順
番
で
対
米
輸
出
を
自
主
規
制
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
は「
プ
ラ
ザ
合
意（Plaza

A
ccord

）」

3――日米為替レジームから日米構造協議までの政治経済過程の研究



で
は
、
為
替
を
大
幅
に
円
高
に
調
整
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
米
構
造
協
議
（StructualIm

pedim
ents

Initiative
SI：I

）
で
は
相
互
の
制
度
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
日
米
包
括
協
議
で
は
「
日
本
に
よ
る
黒
字
減
ら
し
の
数
値
目
標
」
が

俎
上
に
の
ぼ
っ
た
。
そ
の
後
も
年
次
改
革
要
望
書
（T

he
U
S-Japan

Regulatory
Reform

and
Com

petition
Policy

Initiative

）、

日
米
経
済
調
和
対
話
（U

S-Japan
Econom

ic
H
arm
onization

Initiative

）
が
続
き
、
そ
し
て
現
在
、
日
米
の
経
済
対
立
・
競
争
で

は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
激
し
い
政
治
的
な
攻
防
は
見
ら
れ
な
い
。

為
替
レ
ー
ト
は
該
当
通
貨
の
価
値
（price

）
を
表
わ
し
、
他
の
通
貨
と
の
価
値
を
比
較
評
価
す
る
指
標
と
な
る
。
為
替
相
場
は
経
済

分
野
だ
け
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
す
る
。
為
替
市
場
は
、
一
国
の
輸
出
入
に
お
い
て
、
外
国
通
貨
と
の
交
換
レ
ー
ト
（exchange

rate

）
を
設
定
し
、
国
内
外
で
生
産
さ
れ
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
・
供
給
に
影
響
す
る
。
為
替
レ
ー
ト
の
動
き
は
様
々
な
国
々
で

生
産
さ
れ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
に
影
響
し
、
そ
の
こ
と
で
貿
易
フ
ロ
ー
の
パ
タ
ー
ン
に
も
影
響
す
る

K
uper

and
K
uper,1996:

［

275

］。
実
際
の
為
替
レ
ー
ト
の
設
定
は
、
名
目
上
か
、
ま
た
は
実
質
上
か
、
に
応
じ
て
そ
の
動
き
を
調
整
す
る
。
為
替
レ
ー
ト
の
決
定
に
つ

い
て
の
理
論
と
経
験
的
証
拠
の
関
係
は
は
っ
き
り
述
べ
ら
れ
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
で
の
動
き
は
国
家
間
の
財
政
上
の
資
源
に
と
っ
て
の

供
給
や
需
要
を
反
映
す
る
。
平
価
切
下
げ
は
国
内
財
政
上
の
資
産
の
過
剰
な
供
給
の
徴
候
と
み
な
さ
れ
る
。
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
は
、

国
家
間
の
継
続
的
な
通
貨
政
策
を
必
要
と
す
る

Broz,Frieden,2006;Bernhard,Broz

［

and
Clark,2003

］。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
政
治
的

な
思
惑
が
働
く
こ
と
が
あ
る
。

た
だ
、
現
在
の
日
本
の
国
際
的
な
政
治
経
済
的
な
立
場
を
考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
注
目
し

て
お
く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
と
り
わ
け
日
本
経
済
に
と
っ
て
、
一
九
四
九
年
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
の
固
定
相

場
制
、
一
九
七
一
年
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
、
一
九
七
三
年
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
合
意
と
そ
の
瓦
解
、
と
同
じ
ぐ
ら
い
重
要
で
あ

第30巻――4



る

cf.Ito,2016

［

］。
な
ぜ
な
ら
、
通
貨
再
編
は
、
一
九
八
五
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
結
果
以
降
、
円
高
基
調
の
開
始

Pem
pel,1998:

［

11,177

］、
投
資
と
貿
易
が
活
発
化
し

Pem
pel,2005:21

［

］、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
的
結
び
つ
き
と
相
互
交
流
を
促
進
し

M
achintyre

and

［

N
aughton,2005:77,81;T

achiki,2005:159

］、
そ
の
後
の
日
本
国
内
の
物
心
両
面
で
の
変
化
（m

aterialand
psychological

consequence

）、
例
え
ば
、
資
産
バ
ブ
ル
経
済
（assetbubble
econom

y

）、
一
九
九
七
年
の
経
済
危
機
の
発
生

Pem
pel,1998:200;

［

W
eiss,1999:155;Evans,2005:198

］、
そ
れ
に
日
米
経
済
関
係
の
変
遷
、
日
本
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
の
新
た
な
展
開

W
eiss,

［

1999:177;T
achiki,2005:169

］、
そ
し
て
日
本
と
世
界
と
の
結
び
つ
き
を
さ
ら
に
緊
密
に
す
る
な
ど
は
、
そ
の
後
の
「
失
わ
れ
た
二
〇

年
」、
さ
ら
に
今
の
日
本
の
姿
を
形
成
す
る
契
機
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

政
府
は
為
替
レ
ー
ト
の
レ
ベ
ル
と
安
定
に
注
意
し
決
定
す
る
。
そ
の
決
定
は
輸
入
の
国
内
価
格
に
影
響
す
る
。
国
内
価
格
を
ど
の
よ

う
に
決
定
す
る
か
で
、
イ
ン
フ
レ
率
に
影
響
を
も
た
ら
す
。
為
替
レ
ー
ト
は
、
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
実
際
の
所
得
と
賃
金
の

レ
ベ
ル
に
も
影
響
す
る
。
国
内
生
産
商
品
の
国
際
競
争
上
の
立
場
が
影
響
す
る
範
囲
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
動
き
は
生
産
と
雇
用
に
と
っ

て
意
味
が
あ
る
。
政
府
は
、
そ
の
不
利
益
と
な
る
経
済
的
効
果
と
国
家
の
威
信
の
低
下
の
た
め
に
、
通
貨
の
切
上
げ
に
は
抵
抗
を
示
す

か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
経
済
上
の
効
果
を
も
く
ろ
ん
で
平
価
切
下
げ
の
可
能
性
も
あ
る
。

経
済
理
論
に
よ
れ
ば
、
為
替
相
場
を
決
定
す
る
の
は
、
各
国
の
経
済
構
造
や
貿
易
収
支
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の

円
と
ド
ル
の
相
場
は
理
論
通
り
に
機
能
す
る
わ
け
で
は
な
い
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
円
・
ド
ル
相
場
が
経
済
理
論
ど
お
り
で
な
く
、

各
国
担
当
者
の
政
治
的
な
思
惑
を
反
映
す
る
こ
と
（
ま
た
は
そ
の
逆
）
を
証
明
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

本
論
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
日
米
経
済
関
係
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
過
程
を
再
現
、
再
考
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
す
る
。
そ

の
作
業
を
通
じ
て
マ
ク
ロ
的
な
比
較
日
米
関
係
史
論
の
一
断
面
を
描
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
現
在
の
日
本

の
内
外
の
政
治
経
済
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

5――日米為替レジームから日米構造協議までの政治経済過程の研究



以
下
、
本
論
を
七
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
察
し
た
い
。
第
一
は
、
政
治
経
済
学
の
立
場
か
ら
為
替
レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
国
際
レ
ジ
ー
ム

論
を
第
一
章
に
お
い
て
提
示
す
る
。
第
二
は
、
そ
の
理
論
を
念
頭
に
お
い
て
、
事
例
研
究
と
し
て
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
に
お
い

て
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
日
米
通
貨
交
渉
過
程
を
検
証
す
る
。
そ
の
帰
結
は
、
日
本
社
会
に
現
在
に
至
る
ま
で
影
響
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
三
は
、
第
五
章
に
お
い
て
、
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
政
策
統
合
、
理
論
と
経
験
、
政
策
決
定
と
そ

の
反
映
）
か
ら
整
理
し
て
お
く
。
第
四
は
、
第
六
章
に
お
い
て
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
評
価
に
つ
い
て
日
米
間
の
差
を
探
る
。
第

五
は
、
第
七
章
に
お
い
て
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
日
米
経
済
関
係
を
考
え
る
。
第
六
は
、
第
八
章
に
お
い
て
、
広
義
の
観
点
か
ら
、

経
済
を
含
め
た
、
総
合
的
な
安
全
保
障
体
制
か
ら
考
え
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
第
七
は
、
最
終
章
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
が

浸
透
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
重
商
主
義
化
す
る
国
家
の
変
容
を
考
察
す
る
。
以
上
の
観
点
か
ら
、
日
本
が
経
済
大
国
化
す

る
中
で
、
日
米
通
貨
交
渉
か
ら
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
事
情
の
変
化
と
、
そ
の
変
化
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

私
た
ち
は
「
羅
生
門
効
果
（Rashom

on
effect

）」
と
い
う
用
語
を
知
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
同
じ
現
象
を
考
察
す
る
立

場
に
応
じ
て
異
な
る
解
釈
を
生
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在
の
経
済
摩
擦
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
経
済
相
互
依
存
の
時
代
に
あ
っ
て

も
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
衝
突
で
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
主
権
国
家
同
士
の
政
治
的
な
相
克
現
象
で
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
さ
に
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
至
る
経
緯
、
そ
の
意
図
、
各
国
担
当
の
認
識
の
ち
が
い
が
「
合
意
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ズ
レ
を
生
じ
さ

せ
、
そ
し
て
「
合
意
」
後
の
対
応
が
日
米
間
と
関
連
国
で
異
な
る
解
釈
が
引
き
起
こ
さ
れ
た

Ito,2016:73

［

］。

第
一
章

通
貨
政
策
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
学

一

三
つ
の
概
念
と
レ
ジ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
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私
た
ち
は
、
通
貨
政
策
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
に
お
け
る
政
治
経
済
事
情
を
考
え
る
際
に
は
、
三
つ
の
概
念
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
概
念
は
「
レ
ジ
ー
ム
（regim

e

）」、「
調
整
（coordination

）」、「
協
調
（cooperation

）」
で
あ
る
。

国
際
的
な
レ
ジ
ー
ム
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
、
部
分
的
に
は
条
約
を
含
む
、
ル
ー
ル
の
セ
ッ
ト
と
し
て
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
レ
ジ
ー
ム

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
関
係
国
の
利
害
の
対
立
を
回
避
す
る
「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
」
を
設
定
す
る
。
そ
れ
は
国
際
的
な
取

り
決
め
、
す
な
わ
ち
政
府
間
で
遵
守
す
べ
き
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
的
な
公
共
財
（com

m
on
goods

）
と
な
り
う
る
。

レ
ジ
ー
ム
は
、
原
理
、
規
範
、
ル
ー
ル
、
政
策
決
定
を
国
際
関
係
の
特
定
分
野
に
適
用
で
き
る
概
念
で
あ
る

K
eohane,2001:720

［

］。

私
た
ち
は
、
そ
の
事
例
と
し
て
、
一
九
四
四
年
に
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
会
議
で
設
立
さ
れ
た
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
一
九
七
〇

年
代
に
設
立
さ
れ
た
民
間
航
空
輸
送
、
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
規
制
、
ル
ー
ル
、
そ
し
て
組
織
、
国
際
環
境
規
制
の
セ
ッ
ト
、

核
兵
器
拡
散
の
監
視
・
管
理
な
ど
に
考
察
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
間
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
レ
ジ
ー
ム
は
、
国
際
政
治
の
争
点

（
例
、
安
全
保
障
、
経
済
、
環
境
な
ど
）
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
概
念
で
も
あ
る
。
国
際
レ
ジ
ー
ム
は
、
そ
れ
へ
の
参
加
国
間
の
共
通

利
益
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
枠
組
内
の
範
囲
で
参
加
国
は
行
動
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
範
囲
内
の
シ
ス
テ
ム
化
し
た

「
調
整
」
と
「
協
調
」
を
遵
守
す
る
制
度
が
国
際
政
治
の
利
益
と
権
威
の
パ
タ
ー
ン
化
を
了
解
し
、
そ
こ
か
ら
の
レ
ジ
ー
ム
が
企
画
し

た
（
つ
ま
り
、
参
加
国
が
同
意
し
た
）
利
益
の
分
配
を
生
じ
さ
せ
る
。

国
際
レ
ジ
ー
ム
は
国
際
的
な
価
値
配
分
の
ひ
と
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
国
間
に
便
益
と
費
用
を
配
分
、
あ
る
い
は
再

配
分
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
レ
ジ
ー
ム
は
政
治
的
な
現
象
と
み
な
せ
る
。
各
国
政
府
は
、
レ
ジ
ー
ム
に
関
係
す
る
場
合
、
国
益
を
か
け
て

関
与
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
多
国
間
の
利
益
（
と
忘
れ
が
ち
だ
が
責
務
）
を
前
提
と
す
る
が
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
基
準
や

ル
ー
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
か
が
レ
ジ
ー
ム
の
存
続
に
繋
が
っ
て
く
る
［
山
本
、
一
九
八
九
：

一
七
五－

一
七
九
］。
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レ
ジ
ー
ム
は
、
一
九
四
五
年
以
来
、
各
国
政
府
が
、
国
際
的
な
活
動
の
た
め
に
、
多
角
的
な
「
調
整
」
や
「
協
調
」
に
お
い
て
、
急

速
に
、
そ
し
て
頻
繁
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ほ
と
ん
ど
の
レ
ジ
ー
ム
は
、
特
定
の
サ
ー
ビ
ス
、
参
加
国
（
と
関
係
す
る
非
参
加
国
）
へ

の
監
視
や
ル
ー
ル
へ
の
服
従
と
遵
守
、
交
渉
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
な
ど
で
は
、
国
際
組
織
の
ひ
と
つ
を
少
な
く
と
も
含
ん

で
い
る
。
レ
ジ
ー
ム
は
、
国
際
関
係
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
、
国
家
間
の
垂
直
的
と
い
う
よ
り
、
水
平
的
な
「
調
整
」
を
通
じ
て
組

織
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
参
加
国
の
「
自
助
」
機
能
は
残
さ
れ
る
。
レ
ジ
ー
ム
は
国
益
を
達
成
す
る
参
加
国
の
政
府
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
。
レ
ジ
ー
ム
を
担
う
国
際
組
織
は
、
国
家
と
同
様
な
統
治
機
構
と
し
て
行
動
し
な
い
。
レ
ジ
ー
ム
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
と
き
、

レ
ジ
ー
ム
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
議
論
が
あ
る
。

第
一
に
、
レ
ジ
ー
ム
は
、
単
一
の
支
配
的
な
国
家
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
。

第
二
に
、
レ
ジ
ー
ム
の
ル
ー
ル
は
、
そ
の
影
響
力
と
は
別
に
特
定
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
か
ど
う
か
。

国
際
レ
ジ
ー
ム
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
米
国
の
優
越
的
な
立
場
や
、
相
互
依
存
の
増
大
に
よ
っ
て
特

徴
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
、
現
実
の
米
国
支
配
と
各
国
間
の
相
互
依
存
と
の
関
係
を
分
け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
複
雑
で

多
極
化
し
た
世
界
に
お
け
る
協
力
は
レ
ジ
ー
ム
と
い
う
枠
組
み
を
必
要
と
す
る
。

国
際
レ
ジ
ー
ム
に
あ
る
制
度
は
、
国
家
の
パ
ワ
ー
に
作
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
ル
ー
ル
や
規
範
に
影
響
さ

れ
る
。
そ
れ
は
、
国
際
社
会
で
の
主
権
国
家
間
の
同
意
さ
れ
た
原
理
を
相
互
に
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
時
代
と
と
も
に

ル
ー
ル
が
定
着
し
て
も
、
そ
れ
と
は
無
関
係
に
国
家
間
の
パ
ワ
ー
は
相
対
的
に
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ワ
ー
の
予
期
さ
れ
る
結

果
は
、
レ
ジ
ー
ム
の
枠
組
内
で
初
期
に
観
察
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
相
違
が
議
論
の
的
に
な
る
。
そ
の

ル
ー
ル
が
国
家
の
力
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
一
貫
性
を
喪
失
す
る
と
き
、
参
加
国
は
レ
ジ
ー
ム
を
迂
回
し
よ
う
と
す
る
し
、
そ
れ
ま
で

の
様
々
な
蓄
積
（funding

）
し
て
き
た
成
果
を
無
意
味
な
も
の
と
す
る
場
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
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国
際
レ
ジ
ー
ム
の
特
性
（attribute

）
は
、
分
析
す
る
際
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
国
際
レ
ジ
ー
ム
の
分
析
に
は
、
次
の
項
目
の
検
討

を
要
す
る

Y
oung,1989:29-30

［

］。

第
一
は
、
制
度
的
性
格
（institutionalcharacter

）
で
あ
る
。
何
が
レ
ジ
ー
ム
の
主
要
な
権
利
、
ル
ー
ル
、
選
択
で
あ
る
の
か
。

そ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
集
合
的
な
結
果
（collective

outcom
e

）
へ
の
精
力
（stream

）
を
生
み
出
す
ア
ク
タ
ー
の
行
動
を
構
造
化
す

る
の
か
。

第
二
は
、
管
轄
領
域
（jurisdictionalboundary

）
で
あ
る
。
何
が
機
能
範
囲
（functionalscope

）、
地
域
領
域
（arealdom

ain

）、

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の
条
件
で
、
レ
ジ
ー
ム
の
適
用
範
囲
（coverage

）
で
あ
る
の
か
。
つ
ま
り
、
管
轄
を
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
る
か
、

で
あ
る
。

第
三
は
、
活
動
条
件
（conditions
for
operation

）
で
あ
る
。
ど
の
条
件
が
レ
ジ
ー
ム
の
機
能
に
必
要
と
さ
れ
る
の
か
。
ど
の
よ

う
な
条
件
の
下
で
、
レ
ジ
ー
ム
の
活
動
が
と
り
わ
け
望
ま
れ
る
結
果
（
例
、
経
済
的
効
率
性
、
配
分
の
公
平
さ
、
生
態
的
均
衡
な
ど
）

を
生
み
出
す
の
か
。

第
四
は
、
活
動
の
帰
結
（consequence

ofoperation

）
で
あ
る
。
レ
ジ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
結
果
を
生
み
出
す
の
を
期
待

で
き
る
か
。
何
が
こ
の
結
果
を
評
価
す
る
、
適
切
な
規
準
で
あ
る
の
か
。

第
五
は
、
レ
ジ
ー
ム
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
レ
ジ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
レ
ジ
ー
ム
が
予
測
で
き
る
変
化
を
経
験
す

る
の
か
。
そ
こ
に
は
、
レ
ジ
ー
ム
は
変
換
ル
ー
ル
（transform

ation
rule

）
を
含
ん
で
い
る
の
か
。

第
一
か
ら
第
五
ま
で
の
各
特
徴
を
本
論
の
主
旨
に
応
じ
て
、（
第
五
章
で
整
理
す
る
際
で
の
）
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
整
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

ポ
イ
ン
ト
一
は
、
特
徴
の
第
一
、
第
二
の
為
替
を
め
ぐ
る
政
策
を
統
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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ポ
イ
ン
ト
二
は
、
特
徴
の
第
三
、
第
四
の
理
論
と
経
験
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ポ
イ
ン
ト
三
は
、
特
徴
五
の
レ
ジ
ー
ム
の
政
策
決
定
を
反
映
す
る
こ
と
で
あ
る
。

国
際
レ
ジ
ー
ム
に
関
す
る
制
度
を
考
え
る
と
、
必
然
的
に
国
際
的
争
点
を
解
決
す
る
有
効
性
（efficacy

）
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は

国
際
社
会
で
の
共
通
財
に
関
係
す
る
。
メ
ン
バ
ー
が
集
合
的
運
命
に
影
響
さ
れ
る
有
効
性
の
意
味
（sense

）
が
あ
る
国
際
関
係
に
は
、

破
壊
的
な
出
来
事
に
効
果
的
な
障
壁
の
樹
立
に
は
、
例
え
ば
国
際
環
境
に
あ
る
目
的
や
争
点
を
め
ぐ
っ
て
秩
序
を
維
持
す
る
と
き
は
、

制
度
や
ル
ー
ル
は
各
ア
ク
タ
ー
の
行
動
に
は
行
動
規
準
と
な
る

Y
oung,1989:235

［

］。

通
貨
政
策
の
政
治
経
済
的
分
析
は
、
三
つ
の
視
点
に
焦
点
を
当
て
る
。
第
一
は
、
国
家
間
的
（inter-national

）
な
視
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
性
格
に
関
係
す
る
。
第
二
は
、
国
内
に
お
い
て
の
焦
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
為
替
相
場
に
対
す
る
、
統
治

上
の
特
定
政
策
と
関
係
す
る
。
国
内
政
策
は
、
と
り
わ
け
大
国
の
場
合
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
。
同
様
に
、

国
際
的
な
通
貨
レ
ジ
ー
ム
は
各
国
内
の
通
貨
政
策
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
れ
に
第
三
に
、
関
係
国
内
の
政
治
経
済
状
況
が
国
際
経
済

環
境
に
大
き
く
影
響
す
る
。

二

為
替
レ
ー
ト
政
策
の
国
際
政
治
経
済
論

各
国
間
の
通
貨
制
度
は
二
つ
の
相
場
制
の
う
ち
の
ひ
と
つ
を
採
用
す
る
。
ひ
と
つ
は
固
定
相
場
制
（fixed

exchange
rate

system

）

で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
変
動
相
場
制
（floating

exchange
rate

system

）
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
す
で
に
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
会
議

以
後
、
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
各
国
に
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
を
促
し
て
き
た
。

固
定
相
場
制
で
は
、
あ
る
通
貨
レ
ー
ト
は
金
や
銀
の
よ
う
な
金
融
商
品
を
根
拠
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
米
（
国
）
ド
ル
の
よ
う
な
特

定
通
貨
に
連
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。
変
動
相
場
制
で
は
、
あ
る
通
貨
の
価
値
は
自
由
に
変
化
す
る
。
国
の
通
貨
価
値
は
、
市
場
の
条
件
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と
国
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
で
変
更
さ
れ
る
。
現
在
ま
で
、
世
界
は
三
つ
の
国
際
的
な
通
貨
秩
序
の
時
代
を
経
験
し
て
き
た
。

第
一
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
約
五
〇
年
間
、
そ
し
て
一
九
二
〇
年
代
に
修
正
さ
れ
た
形
で
、
世
界
の
大
部
分
の
国
は
古
典
的
な

金
本
位
制
に
基
づ
い
た
固
定
レ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
時
代
で
あ
っ
た
。
各
国
政
府
は
金
本
位
制
の
も
と
表
示
レ
ー
ト
で
金
と
通
貨
を
交

換
し
て
い
た
。

第
二
は
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
前
半
ま
で
の
時
代
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
資
本
主
義
諸
国
は
、
ブ
レ

ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
経
済
秩
序
に
基
づ
い
て
通
貨
制
度
を
組
織
し
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
修
正
さ
れ
た
固
定
レ
ー
ト
・
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
も
と
、
各
国
通
貨
は
米
ド
ル
に
連
動
し
て
固
定
的
に
連
結
さ
れ
、
さ
ら
に
米
ド
ル
は
金
に

裏
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
各
国
政
府
は
為
替
レ
ー
ト
を
変
更
で
き
た
。
こ
の
「
調
整
ペ
グ
（adjustable

peg

）
シ
ス
テ
ム
」

の
も
と
、
通
貨
は
古
典
的
な
金
本
位
制
の
よ
う
に
は
し
っ
か
り
と
は
連
結
で
き
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
為
替
レ
ー
ト
は
市
場
操
作
に

よ
っ
て
安
定
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
三
は
、
一
九
七
三
年
以
来
、
大
国
の
変
動
相
場
制
の
時
代
に
突
入
す
る
。
他
方
、
中
小
国
は
主
要
通
貨
の
ひ
と
つ
に
自
国
通
貨
を

固
定
す
る
か
、
政
府
管
理
の
法
令
に
基
づ
き
変
動
レ
ー
ト
を
採
用
す
る
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。
こ
れ
に
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
通
貨
変
動
を
容
易
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
な
く
し
て
き
た
。

通
貨
レ
ジ
ー
ム
は
、
一
九
七
三
年
以
降
、
地
域
的
な
色
彩
を
も
つ
と
同
時
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
感
が
あ
る
、
と
理
解
さ

れ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
地
域
の
国
々
に
連
結
し
た
レ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
て
き
た
。
あ
る
国
々
は
大
国
の
通
貨
を
自
国
通
貨
に

連
動
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
ア
フ
リ
カ
金
融
共
同
体
（A

frican
FinancialCom

m
unity

）
に
加
盟
す
る
一
四
の
国
々
は
フ
ラ
ン
ス
の

フ
ラ
ン
（
現
ユ
ー
ロ
）
と
連
動
し
た
。
南
米
と
カ
リ
ブ
海
の
い
く
つ
か
の
国
々
は
米
ド
ル
に
自
国
の
為
替
レ
ー
ト
を
固
定
す
る
。
欧
州

の
通
貨
統
合
は
限
定
的
、
地
域
的
な
合
意
で
旧
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
連
結
し
、
そ
の
後
、
結
果
的
に
単
一
通
貨
と
共
通
中
央
銀
行
を
も

11――日米為替レジームから日米構造協議までの政治経済過程の研究



つ
ま
で
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
一
種
の
国
際
通
貨
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
。

一
国
経
済
の
国
内
均
衡
と
対
外
均
衡
の
矛
盾
は
、
為
替
レ
ー
ト
が
変
動
す
る
こ
と
に
よ
り
解
消
す
る
。
対
外
的
衝
撃
は
国
際
収
支
が

赤
字
や
黒
字
に
な
る
と
き
、
為
替
レ
ー
ト
が
自
由
に
変
動
す
れ
ば
、
そ
れ
を
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
国
内
の
需
要
と
資
源
配
分
が
輸
出
を
増

や
し
、
輸
入
を
減
ら
す
よ
う
な
方
向
へ
変
動
す
る
、
と
変
動
相
場
制
を
支
持
す
る
側
か
ら
見
解
が
あ
る
。
変
動
制
は
、
国
際
取
引
に
よ

る
不
確
実
性
を
生
む
と
か
、
為
替
市
場
の
安
定
性
に
疑
問
が
あ
る
と
す
る
批
判
が
あ
る
。
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
各
国
は
為
替
相

場
の
乱
高
下
の
防
止
を
図
る
必
要
と
い
う
認
識
を
も
つ
。
一
九
七
五
年
以
降
、
管
理
フ
ロ
ー
ト
体
制
が
世
界
不
況
を
う
ま
く
乗
り
切
っ

た
。
各
国
が
妥
協
の
産
物
と
は
い
え
、
現
実
的
な
管
理
フ
ロ
ー
ト
体
制
を
選
択
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。
旧
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
、
ポ
ン
ド
、

円
の
よ
う
な
通
貨
は
、
ド
ル
に
代
わ
る
基
軸
通
貨
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
基
軸
通
貨
は
、「
強
い
通

貨
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
不
安
要
因
を
吸
収
で
き
る
救
済
手
段
を
備
え
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
［
石
山
・
日
下
部
、
一
九
七
八
：
一
三

五
、
一
五
四
］。

国
際
通
貨
レ
ジ
ー
ム
は
、
参
加
国
に
よ
る
政
策
を
一
応
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
、
参
加
国
間
の

「
調
整
」
と
「
協
調
」
に
お
い
て
、
様
々
な
問
題
を
処
理
す
べ
き
指
針
を
打
ち
出
す
こ
と
で
あ
る
。「
調
整
」
の
適
用
に
は
、
各
国
政

府
間
の
具
体
的
な
行
動
で
の
相
互
協
力
を
必
要
と
す
る
。
例
え
ば
、
自
国
通
貨
を
金
か
米
ド
ル
に
連
結
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
と
も

な
っ
た
均
衡
措
置
を
必
要
と
す
る
。
あ
る
参
加
国
は
有
力
国
の
通
貨
を
選
ぶ
と
し
て
も
、
ど
の
国
の
政
府
も
自
国
だ
け
が
金
を
交
換
す

る
国
に
な
り
た
く
な
い
。
ま
た
、
自
ら
が
通
貨
の
変
動
を
経
験
す
る
、
唯
一
の
国
に
も
な
る
こ
と
も
望
ま
な
い
。
そ
こ
に
は
「
調
整
」

に
協
力
す
る
「
協
調
」
精
神
が
、
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
効
果
が
発
揮
さ
れ
な
い
。

国
家
間
の
「
協
調
」
は
、
レ
ジ
ー
ム
内
の
加
盟
国
内
の
政
策
の
「
調
整
」
に
他
国
が
関
与
す
る
こ
と
に
も
な
り
う
る
。
通
貨
市
場
で

の
共
同
介
入
の
よ
う
な
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
レ
ジ
ー
ム
内
の
国
々
が
「
協
調
」
し
て
対
処
す
る
姿
勢
を
み
せ
な
け
れ
ば
成
果
は
望
め
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な
い
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
・
ゲ
ー
ム
の
場
合
に
な
り
う
る
。
各
国
は
、
自
己
の
立
場
を
よ
り
よ
く
す
る
前
提
で
、
共

同
行
動
に
起
ち
上
げ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
行
動
は
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
形
成
す
る
相
手
国
の
出
方
を
窺
い
な
が
ら
、
政
策
決

定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。「
調
整
」
と
「
協
調
」
と
い
う
二
つ
の
問
題
は
相
互
に
関
連
す
る
。
レ
ジ
ー
ム
を
維
持
す
る
に
は
、
実
際
に

ひ
と
つ
の
解
決
が
通
常
、
他
の
解
決
を
前
提
と
す
る
。

三

国
際
通
貨
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
「
調
整
」
と
「
協
調
」、
そ
し
て
政
治
的
戦
略
の
熟
慮

国
際
的
ま
た
は
地
域
的
な
固
定
レ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
は
、
例
え
ば
金
本
位
制
や
欧
州
通
貨
同
盟
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
よ
う
に
、
国
家
の
選

択
が
調
整
さ
れ
る
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
固
定
相
場
制
は
金
に
基
づ
く
か
、
あ
る
い
は
米
ド
ル
や
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
に
基

づ
く
か
、
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
国
が
多
く
な
れ
ば
、
同
一
の
選
択
に
よ
る
関
係
国
の
利
益
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
厳
格
に
考
え
ず
に
、

あ
る
国
が
固
定
的
な
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
通
貨
が
安
定
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ
る
な
ら
ば
、
別
の
国
が
通
貨
の
変
動
要
因
を
削
減
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
レ
ジ
ー
ム
参
加
国
が
、
同
一
歩
調
を
採
用
す
る
か
ぎ
り
お
い
て
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

レ
ジ
ー
ム
に
参
加
す
る
国
が
多
く
な
れ
ば
、
固
定
レ
ー
ト
は
成
功
す
る
。
こ
れ
は
一
九
一
四
年
以
前
の
金
本
位
制
の
場
合
が
そ
う
で

あ
っ
た
。
英
国
金
本
位
制
に
よ
る
一
九
世
紀
の
国
際
経
済
秩
序
に
依
存
し
て
い
た
。
多
く
の
国
が
参
加
す
る
と
き
、
固
定
相
場
制
の
性

格
は
「
効
果
的
な
サ
ー
ク
ル
（virtuous

circle

）」
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
レ
ジ
ー
ム
が
危
機
に
接
す
る
と
、
共
倒
れ
を

招
き
か
ね
な
く
な
り
、
そ
れ
は
「
危
険
な
サ
ー
ク
ル
（vicious

circle

）」
と
も
な
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
金
本
位
制
の
崩
壊
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
同
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
英
国
の
撤
退
は
事
実
上
、
二
、
三
年
以
内
で
世
界
の
大
部
分
の
国
が
金
本
位
制
か
ら
の
離
脱
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

固
定
相
場
制
か
ら
「
調
整
」
を
考
え
る
と
、
類
似
し
た
問
題
は
変
動
相
場
制
で
も
生
じ
る
。
変
動
相
場
制
は
決
済
や
交
換
で
の
共
通
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標
準
に
あ
る
た
め
、（
す
べ
て
で
な
い
と
し
て
も
）
参
加
国
は
そ
の
こ
と
か
ら
利
益
を
得
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
標
準
は
政
府
に

外
国
通
貨
と
の
交
換
へ
の
割
り
当
て
や
制
限
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
程
度
、
共
通
す
る
基
準
で
行
動
で
き
る
点
で
は
、

参
加
国
に
は
利
益
を
も
た
ら
す
貿
易
や
投
資
を
促
進
す
る
。

国
際
金
融
関
係
は
「
協
調
」
を
不
可
欠
と
す
る
。
固
定
相
場
制
は
、
政
府
に
自
国
利
益
の
た
め
に
、
事
実
上
の
通
貨
切
下
げ
の
よ
う

な
「
ご
ま
か
し
（cheat

）」
と
い
う
誘
因
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
通
貨
レ
ジ
ー
ム
に
は
関
係
国
間
の
「
協
調
」
は
次
の
三
つ
の
「
法

則
」
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。

第
一
に
、
切
下
げ
ら
れ
た
通
貨
の
変
動
性
は
、
確
実
に
国
家
間
の
貿
易
・
投
資
を
増
減
さ
せ
る
。

第
二
に
、
固
定
レ
ー
ト
は
、
国
際
金
融
の
安
定
が
国
内
金
融
を
強
化
す
る
た
め
、
国
内
経
済
条
件
を
安
定
さ
せ
る
傾
向
が
あ
る
。

第
三
に
、
予
想
で
き
る
通
貨
価
値
は
、
貿
易
や
投
資
で
の
紛
争
を
減
ら
せ
る
。

通
貨
の
急
速
な
変
化
は
、
し
ば
し
ば
重
大
な
激
変
（surge

）、
保
護
主
義
の
圧
力
、
通
商
上
の
露
骨
な
敵
対
関
係
を
導
く
こ
と
が
あ

る
。
参
加
国
の
共
通
利
益
（jointgain

）
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
あ
る
国
家
が
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
固
定
相
場
制
は
、
交
換
レ
ー
ト
に
関
し
て
、
あ
る
国
家
と
別
の
国
家
が
関
与
す
る
調
整
政
策
（adjustpolicy

）
を
要
す
る
。
政

府
は
、
過
度
に
高
く
評
価
さ
れ
る
自
国
通
貨
を
回
避
し
た
い
た
め
に
、
高
公
定
歩
合
を
採
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

に
よ
る
国
内
の
経
済
的
、
政
治
的
影
響
に
対
処
す
る
調
整
コ
ス
ト
（adjustcost

）
に
関
し
て
経
済
安
全
保
障
観
の
ち
が
い
か
ら
当
該

国
間
で
の
紛
争
や
対
立
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
本
論
で
採
り
上
げ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
よ
う
な
通
貨
レ
ジ
ー
ム
で
生
じ
る

よ
う
に
、
あ
る
国
家
が
レ
ジ
ー
ム
の
ア
ン
カ
ー
役
を
引
き
受
け
る
と
、
ア
ン
カ
ー
の
金
融
政
策
を
他
国
に
同
調
さ
せ
る
結
果
と
な
る
場

合
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
関
係
各
国
の
政
府
は
、
政
治
的
な
圧
力
を
か
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
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体
制
の
も
と
で
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
そ
の
崩
壊
ま
で
、
欧
州
各
国
政
府
は
米
国
の
イ
ン
フ
レ
を
抑
制
す
る
緊
縮
政
策
の
履
行
を

求
め
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
な
国
は
、
調
整
コ
ス
ト
に
同
意
す
れ
ば
、
通
貨
レ
ジ
ー
ム
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら

で
あ
っ
た
。

政
府
間
協
調
は
、
通
貨
レ
ジ
ー
ム
を
持
続
さ
せ
る
に
は
重
要
で
あ
る
。
協
調
的
動
機
が
不
在
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
失
敗
に
帰
す
る
。

レ
ジ
ー
ム
内
の
「
調
整
」
と
「
協
調
」
は
、
国
際
的
要
因
に
関
わ
ら
ず
、
あ
る
国
家
と
別
の
国
家
の
通
貨
政
策
に
依
存
す
る
。

さ
ら
に
、
あ
る
ア
ク
タ
ー
は
、
あ
る
国
際
レ
ジ
ー
ム
に
参
加
し
、
そ
こ
で
「
調
整
」
や
「
協
調
」
を
協
議
し
実
行
す
る
際
に
、
も
う

ひ
と
つ
考
え
る
べ
き
は
、
あ
る
争
点
に
関
わ
る
政
治
的
戦
略
（politicalstrategy

）
の
構
想
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
治
戦
略
は
、
そ
の
発
端
を
考
え
る
際
、
戦
略
形
成
（strategy-m

aking

）
に
始
ま
る
の
で
な
く
、
集
合
的
ア
ク
タ
ー
の
行
為
能
力

の
構
造
化
で
も
っ
て
出
発
す
る
。
戦
略
形
成
は
、
①
戦
略
能
力
、
②
戦
略
形
成
、
③
戦
略
指
導
の
三
つ
の
基
本
要
素
か
ら
成
立
す
る
。

戦
略
能
力
は
集
合
的
な
ア
ク
タ
ー
の
構
成
や
専
門
知
識
を
進
展
さ
せ
る
。
戦
略
形
成
は
問
題
に
対
し
て
の
認
知
的
な
「
挑
戦
」
で
も
あ

る
。
戦
略
的
指
導
は
広
範
な
視
点
か
ら
俯
瞰
で
き
、
全
体
を
指
図
で
き
る
能
力
で
あ
る
。

戦
略
的
中
核
部
分
の
構
築
は
、
戦
略
能
力
の
中
心
的
な
部
分
で
あ
り
、
そ
の
作
業
の
前
提
で
あ
る
。
そ
の
活
動
で
は
、
そ
れ
に
関
わ

る
政
策
形
成
者
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
中
心
的
な
役
割
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
、
そ
し
て
担
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
略
能
力
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題
と
し
て
、
優
先
的
に
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
戦
略
能
力
的
な
指
導
集
団
ア
ク
タ
ー
に
行
き
つ
く
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
中
で
も
、
全
体
を
統
括
す
る
リ
ー
ダ
ー
は
、
潜
在
的
に
集
団
的
ア
ク
タ
ー
と
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
実
行
で
き
る
。
い
わ
ば
、

す
べ
て
の
戦
略
は
、
集
団
的
ア
ク
タ
ー
が
思
考
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
集
団
的
次
元
の
弱
点
は
、

強
く
個
人
化
し
た
政
治
的
役
割
の
行
為
者
に
よ
っ
て
作
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
集
団
的
ア
ク
タ
ー
間
の
結
束
を
弱
体
化
す
る

Raschke

［

・

T
ils,2007:531-532

］。
戦
略
が
不
可
欠
で
あ
る
と
言
え
ば
、
当
然
で
あ
る
と
は
い
え
、
し
か
し
そ
れ
は
周
到
な
準
備
を
必
要
と
す
る
こ
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と
は
意
外
と
等
閑
視
し
や
す
い
。

四

為
替
レ
ー
ト
政
策

国
内
の
政
治
的
要
因
は
、
レ
ジ
ー
ム
内
で
の
「
調
整
」
と
「
協
調
」
に
関
連
し
て
国
際
的
な
圧
力
を
引
き
起
こ
す
一
方
で
、
他
方
で

為
替
レ
ー
ト
政
策
は
国
内
事
情
に
左
右
さ
れ
る
。
国
家
間
の
「
調
整
」
や
「
協
調
」
は
一
国
内
に
お
い
て
は
賛
同
を
得
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。
為
替
レ
ー
ト
政
策
は
、
選
挙
、
世
論
、
政
変
な
ど
の
政
治
的
な
影
響
を
受
け
や
す
い
。
政
権
に
あ
る
政
治
家
や
金
融
当
局
者

は
、
レ
ジ
ー
ム
の
存
続
よ
り
自
国
内
の
事
情
（
例
、
選
挙
、
内
閣
支
持
率
、
政
権
の
安
定
・
不
安
定
な
ど
）
の
理
由
で
為
替
レ
ー
ト
を

操
作
す
る
場
合
が
あ
る
。
為
替
の
レ
ー
ト
に
基
づ
い
た
配
分
的
政
治
（distributionalpolitics

）
と
国
内
事
情
が
為
替
レ
ー
ト
を
規
定

す
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
国
の
政
策
形
成
者
は
次
の
二
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
、
政
策
形
成
者
は
、
国
内
外
の
シ
グ
ナ
ル
（
例
、
参
加
国
の
貿
易
、
経
済
成
長
、
世
論
の
動
向
な
ど
）
を
意
識
し
な
が
ら
、

通
貨
レ
ジ
ー
ム
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
を
決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
レ
ジ
ー
ム
へ
の
参
加
決
定
は
、
厳
格
な
固
定
レ
ー
ト
か

ら
完
全
な
変
動
レ
ー
ト
ま
で
連
続
線
上
の
ど
こ
か
の
地
点
に
自
国
の
レ
ー
ト
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
政
策
形
成
者
は
、
自
国
の
通
貨
が
外
国
の
為
替
市
場
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
、
為
替
レ
ー
ト
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

レ
ジ
ー
ム
へ
の
参
加
と
通
貨
水
準
へ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
は
、
レ
ジ
ー
ム
内
の
事
情
と
関
わ
る
の
で
、
一
応
両
者
を
区
別
し
て
取
り

扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
通
貨
レ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
自
国
通
貨
の
価
値
は
、
あ
る
国
の
下
落
し
た
通
貨
か
ら
、
よ
り
良
好

な
あ
る
国
の
通
貨
ま
で
の
連
続
線
上
の
ど
こ
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
各
国
の
政
策
担
当
者
は
、
予
め
自
国
の
戦
略
を
準
備

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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レ
ジ
ー
ム
へ
の
参
加
決
定
は
、
参
加
国
の
「
同
意
」
す
べ
き
目
標
で
の
取
引
（trade-off

）
を
含
め
ら
れ
る
。
そ
の
目
標
に
あ
る
利

益
と
費
用
は
国
内
に
も
た
ら
さ
れ
る
。
国
内
の
金
融
事
情
の
安
定
を
優
先
す
れ
ば
、
固
定
相
場
制
（
ま
た
は
変
動
の
少
な
い
レ
ー
ト
の

維
持
）
に
は
、
二
つ
の
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
、
為
替
レ
ー
ト
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
で
、
長
期
間
の
安
定
は
貿
易
・
投
資
を
促
進
す
る
。

第
二
に
、
固
定
レ
ー
ト
は
国
内
金
融
を
安
定
さ
せ
る
。
そ
の
通
貨
（
ま
た
は
金
）
に
自
国
通
貨
の
価
値
を
固
定
す
る
の
で
、
低
イ
ン

フ
レ
政
策
が
採
用
さ
れ
る
。

あ
る
レ
ジ
ー
ム
の
選
択
す
る
（
か
、
否
か
の
）
決
定
は
、
便
益
と
費
用
を
根
拠
に
決
定
さ
れ
る
。
貿
易
や
投
資
に
関
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
動
す
る
銀
行
、
投
資
家
、
輸
出
入
業
者
な
ど
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
が
貿
易
と
投
資
を
促
進
す
る
た
め
と
考
え
、
固
定
レ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
を
選
択
し
た
い
。
対
照
的
に
、
経
済
活
動
が
国
内
経
済
に
制
約
さ
れ
る
場
合
、
政
府
は
国
内
の
経
済
条
件
を
安
定
さ
せ

る
選
択
を
取
り
た
が
る
。

あ
る
政
府
は
レ
ジ
ー
ム
の
性
格
に
関
し
て
為
替
レ
ー
ト
政
策
を
通
じ
て
影
響
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
は
通
貨
価
値
を
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
決
定
は
「
競
争
と
購
買
力
（com

petitiveness
and
purchasing

pow
er

）」
と
の
交
換
を
意
味
す
る
。

現
実
の
為
替
レ
ー
ト
は
、
自
国
と
外
国
の
各
市
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
商
品
価
格
に
影
響
す
る
。
そ
し
て
、
通
貨
を
取
得
す
る

人
々
の
購
買
力
に
も
影
響
す
る
。
実
際
の
評
価
は
外
国
の
（
よ
り
一
般
的
に
は
取
引
で
き
る
）
商
品
価
格
を
下
げ
る
こ
と
で
、
自
国
の

購
買
力
を
増
や
す
こ
と
に
も
な
る
。
し
か
し
、
外
国
産
の
商
品
価
格
よ
り
も
自
国
の
そ
れ
を
変
動
す
る
こ
と
で
、
自
国
内
の
取
引
で
き

る
競
争
者
間
の
競
争
力
を
増
減
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

為
替
レ
ー
ト
の
適
正
化
に
関
す
る
明
解
な
経
済
的
な
指
針
は
存
在
し
な
い
。
切
下
げ
ら
れ
た
通
貨
は
、
輸
入
品
か
ら
国
産
品
へ
と
移

行
す
る
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
し
、
輸
出
と
消
費
を
促
進
さ
せ
る
。
し
か
し
、
切
下
げ
は
矛
盾
し
た
影
響
を
も
た
ら
す
。
輸
出
産
業
は
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通
貨
下
落
か
ら
不
振
と
な
る
場
合
も
あ
る
し
、
国
内
志
向
の
産
業
が
通
貨
の
評
価
か
ら
利
益
を
得
る
場
合
に
も
な
り
う
る
。

製
造
業
者
は
柔
軟
な
レ
ジ
ー
ム
と
切
下
げ
ら
れ
た
通
貨
を
支
持
す
る
。
他
方
、
複
雑
で
特
殊
な
取
引
を
す
る
生
産
者
は
、
通
貨
変
動

に
た
い
へ
ん
神
経
質
に
な
る
。
そ
の
状
況
下
に
あ
る
生
産
者
は
為
替
レ
ー
ト
に
敏
感
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
者
は
固
定
的
な
為
替

レ
ー
ト
を
選
択
し
た
が
る
。
あ
る
い
は
、
国
内
産
業
（
あ
る
い
は
国
民
）
は
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
利
用
し
て
外
国
市
場
へ
自
国
製

品
を
売
り
込
も
う
と
す
る
場
合
も
出
て
く
る
。

為
替
レ
ー
ト
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
が
政
策
の
結
果
を
説
明
し
、
そ
の
際
、
特
に
重
要
な
政
治
制
度
を
形
成
す
る
。
政
治
制
度
は
、
為

替
レ
ー
ト
政
策
を
含
め
て
、
経
済
政
策
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
。
為
替
レ
ー
ト
政
策
は
、
選
挙
制
度
、
選
挙
時
機
、
そ
れ
に
議
会
の

審
議
に
影
響
さ
れ
る
。
こ
れ
は
あ
る
制
度
の
為
替
レ
ー
ト
が
購
買
力
、
成
長
率
、
価
格
レ
ベ
ル
な
ど
に
影
響
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、

こ
れ
ら
の
制
度
は
選
挙
結
果
に
影
響
す
る
し
、
さ
ら
に
政
権
や
政
策
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
。
例
え
ば
、
政
府
は
選
挙
前
に
通
貨
価
値

を
維
持
す
る
か
、
選
挙
後
ま
で
切
り
下
げ
の
回
避
、
先
送
り
を
選
び
た
い
。
も
っ
と
も
、
切
下
げ
の
遅
れ
は
問
題
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ

る
。
国
民
購
買
力
に
お
い
て
、
切
下
げ
が
引
き
起
こ
す
政
治
的
な
不
人
気
が
あ
れ
ば
、
政
府
は
、
他
の
方
法
よ
り
も
も
っ
と
厳
し
い
危

機
を
生
じ
る
こ
と
で
さ
え
、
切
下
げ
へ
の
強
い
誘
因
に
駆
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
四
年
に
か
け
て
の
メ
キ
シ
コ
の
場
合
、
そ
し
て
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
の
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
中
央
銀
行
が
政
治
的
圧
力
か
ら
十
分
な
中
立
的
立
場
を
確
保
で
き
る
国
で
は
、
と
り
わ
け
問
題

に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
政
府
は
為
替
レ
ー
ト
で
の
変
更
の
遅
れ
に
よ
る
高
い
「
ツ
ケ
」
も
国
内
で
十
分
対
応
す
る
時
間
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

通
貨
の
切
上
げ
か
切
下
げ
か
を
執
行
す
る
か
ど
う
か
、
国
内
政
策
の
条
件
を
決
定
づ
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
で
、
レ
ジ
ー
ム
は

参
加
国
の
為
替
レ
ー
ト
政
策
に
ル
ー
ル
と
制
裁
を
設
定
す
る
し
、
競
争
目
的
の
た
め
に
切
下
げ
が
国
内
政
策
を
条
件
づ
け
る
。
そ
の
ほ
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か
、
レ
ジ
ー
ム
の
ル
ー
ル
や
監
視
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
為
替
レ
ー
ト
を
操
作
す
る
国
内
の
内
閣
、
中
央
銀
行
、
経
済
閣
僚
・
官
庁
、
政
治

家
、
政
党
、
財
政
金
融
当
局
な
ど
に
、
管
轄
範
囲
に
制
約
を
課
す
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
通
貨
政
策
と
貿
易
政
策
は
為
替
レ
ー
ト
政

策
に
お
い
て
代
替
物
と
な
る
。
一
〇
％
の
平
価
切
下
げ
は
一
〇
％
の
輸
入
関
税
プ
ラ
ス
一
〇
％
の
輸
出
補
助
金
と
同
じ
で
あ
る
。
政
府

は
、
輸
出
補
助
金
を
出
す
か
、
貿
易
上
の
障
壁
を
設
定
す
る
か
、
ま
た
は
自
国
通
貨
の
切
下
げ
か
を
選
択
す
る
。
為
替
レ
ー
ト
政
策
は

資
本
の
流
れ
、
金
融
規
制
、
そ
し
て
多
く
の
他
分
野
の
政
策
に
関
連
し
、
そ
れ
が
良
く
も
悪
く
も
政
治
的
効
果
を
も
た
ら
す
。

第
二
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
日
米
の
通
貨
政
策
過
程

一
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
の
国
際
政
治
経
済
状
況

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
の
為
替
相
場
（
各
国
通
貨
の
交
換
比
率
の
相
場
）
は
、
一
九
四
四
年
の
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
に

よ
っ
て
、
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
す
る
固
定
相
場
制
と
な
っ
た
。
日
本
は
、
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
の
固
定
相
場
制
の
も
と
、
繊
維
、
鉄
鋼
、

電
機
、
自
動
車
、
そ
し
て
半
導
体
、
そ
の
時
代
の
基
幹
産
業
を
育
成
し
、
円
安
の
も
と
で
高
度
経
済
成
長
を
享
受
し
て
き
た
。
一
方
で

一
九
六
〇
年
代
を
通
じ
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
戦
費
の
増
大
な
ど
の
た
め
、
米
国
経
済
の
行
き
詰
ま
り
が
明
ら
か
と
な
り
、
他
方
で
西
欧

諸
国
と
日
本
の
経
済
が
躍
進
し
た
た
め
、
米
国
の
国
際
収
支
が
悪
化
し
た
。
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
一
九

七
一
年
に
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
は
ド
ル
と
金
の
交
換
を
一
方
的
に
停
止
し
た
。

一
九
七
一
年
一
二
月
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
は
ド
ル
の
切
下
げ
幅
を
決
定
し
、
一
ド
ル
＝
三
〇
八
円
と
円
を
切
上
げ
た
。
し
か
し
そ

の
後
ド
ル
へ
の
信
頼
は
低
下
し
、
一
九
七
三
年
に
は
変
動
相
場
制
に
移
行
し
た
。
日
本
経
済
は
、
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
で
低
成
長

段
階
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
高
技
術
、
低
賃
金
、
そ
し
て
円
安
に
よ
っ
て
輸
出
を
増
加
さ
せ
た
。
米
国
経
済
は
、
西
欧
諸
国
、
日
本
と

の
三
極
構
造
の
中
で
の
主
導
権
を
失
い
、
輸
出
が
低
迷
し
、
ド
ル
高
基
調
が
続
い
て
い
た
。
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米
国
は
、
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
で
、
ド
ル
を
大
幅
に
切
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
一
九
八
二
年
に

は
、
一
ド
ル
＝
二
八
〇
円
近
く
ま
で
戻
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
米
国
の
金
融
政
策
が
影
響
し
た
。
当
時
の
米
国
の
ボ
ル
カ
ー
連
邦
準
備

制
度
理
事
会
（
F
R
B
）
議
長
が
採
用
し
た
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
の
高
金
利
政
策
が
世
界
の
資
金
を
米
国
市
場
に
引
き
寄
せ
、
そ
し

て
為
替
市
場
で
の
ド
ル
高
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
［
倉
都
、
二
〇
一
四
］。

一
九
八
一
年
、
Ｒ
・
レ
ー
ガ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
歳
出
の
大
幅
な
抑
制
と
減
税
を
骨
子
と
す
る
米
国
経
済

再
建
計
画
（「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」）
を
実
施
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
レ
ー
ガ
ン
の
両
政
府
は
、
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト

（N
ew
Right

）
の
優
位
な
時
代
を
反
映
し
て
い
た
。
両
政
府
は
財
政
縮
小
、
金
融
・
労
働
市
場
の
規
制
緩
和
、
そ
し
て
戦
後
の
ケ
イ

（
̍
）

ン
ズ
主
義
的
政
策
の
否
定
を
通
じ
て
包
括
的
な
「
小
さ
な
政
府
」
に
着
手
し
た

K
ing
and
W
ood,1999:371

［

］。

し
か
し
、
減
税
に
よ
る
税
収
の
伸
び
悩
み
と
歳
出
の
増
大
は
期
待
し
た
ほ
ど
税
収
が
伸
び
ず
、
軍
事
費
が
増
強
さ
れ
る
と
同
時
に
非

国
防
支
出
の
削
減
に
失
敗
し
、
そ
し
て
一
九
八
三
年
以
降
、
毎
年
約
二
〇
〇
〇
億
ド
ル
の
財
政
赤
字
を
も
た
ら
し
、
同
時
に
貿
易
赤
字

が
加
わ
り
、「
双
子
の
赤
字
」
に
悩
む
こ
と
に
な
る
。
米
国
で
は
、
国
内
需
要
に
供
給
が
充
足
さ
れ
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
た
め
の
高
金

利
政
策
を
維
持
し
た
た
め
海
外
資
金
の
流
入
を
招
き
、
そ
の
結
果
ド
ル
高
に
誘
導
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。［
西
村
、
一
九
九
九
：
二
八－

二
九
］。

当
時
の
第
一
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
ド
ル
高
を
歓
迎
し
た
。
し
か
し
、
実
体
経
済
で
は
、
輸
出
の
減
少
と
輸
入
の
増
加
を
通
じ
て
貿
易

収
支
の
赤
字
拡
大
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
積
極
財
政
や
軍
事
費
増
大
な
ど
の
財
政
赤
字
の

ツ
ケ
を
背
負
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
規
模
な
減
税
に
よ
る
景
気
回
復
は
効
果
が
な
く
、
結
果
的
に
は
さ
ら
な
る
赤
字
拡
大
を
招
く

こ
と
に
な
っ
た
。

米
国
の
財
政
赤
字
は
一
九
八
〇
年
に
七
〇
〇
億
ド
ル
と
G
D
P
中
一
％
程
度
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
四
年
に
財
政
赤
字
は
二
〇
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〇
〇
億
ド
ル
と
五
％
超
と
拡
大
し
た
。
貿
易
収
支
の
赤
字
は
一
九
七
七
年
に
三
〇
〇
億
ド
ル

を
超
え
、
一
九
八
四
年
に
は
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
突
破
し
た
。
経
常
収
支
は
一
九
八
二
年
に

五
五
億
ド
ル
の
赤
字
に
転
じ
、
一
九
八
五
年
に
は
一
二
〇
〇
億
ド
ル
に
ま
で
拡
大
し
た
。
こ

れ
は
G
D
P
比
マ
イ
ナ
ス
二
・
八
％
に
相
当
す
る
。
一
九
八
六
年
に
米
国
は
債
務
国
に
転
落

し
た
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
米
国
と
英
国
は
産
業
空
洞
化
の
危
機
状

況
に
陥
っ
た
。
と
り
わ
け
、
製
造
業
の
国
際
競
争
力
が
著
し
く
低
下
し
、
同
時
に
製
造
業
の

海
外
移
転
が
相
次
い
だ
。
国
内
で
は
、
製
造
業
部
門
か
ら
失
業
者
の
増
加
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
た
。
米
国
の
貿
易
収
支
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
赤
字
基
調
に
転
じ
た
後
、
一
九
八
二

年
以
降
、
内
外
の
市
場
で
米
国
製
品
の
競
争
力
が
停
止
し
、
輸
入
依
存
体
質
が
定
着
し
、
貿

易
赤
字
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
世
界
の
工
業
製
品
輸
出
額
に
占
め
る
米
国
の
シ
ェ
ア
は
、
一

九
八
二
年
一
七
・
二
％
か
ら
一
九
八
七
年
一
三
・
四
％
に
落
ち
込
ん
だ
。

米
国
産
業
界
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
ド
ル
高
の
た
め
、
製
造
業
が
海
外
に
進
出
す
る

一
方
、
国
内
で
は
外
国
製
の
部
品
や
機
械
設
備
な
ど
輸
入
生
産
財
へ
の
切
り
替
え
が
進
む
。
そ

れ
に
反
し
て
外
国
製
の
消
費
財
が
大
量
に
米
国
内
市
場
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

製
造
業
の
衰
退
は
雇
用
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
製
造
業
の
雇
用
者
数
は
、
一
九
七

〇
年
か
ら
一
九
八
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
九
一
万
七
〇
〇
〇
人
増
加
し
た
の
に
対
し
て
、

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
間
で
は
一
二
一
万
一
〇
〇
〇
人
も
減
少
し
た
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失業率成長率国
1990-931980-891973-791960-731990-931980-891973-791960-73時期
8.49.54.21.9-0.32.21.52.6英国
6.67.67.05.0-0.81.51.42.6米国
10.69.14.62.0-0.21.62.34.3フランス
7.86.73.40.82.11.72.53.7西ドイツ
2.32.41.81.32.23.42.58.3日本

表１：「プラザ合意」参加国の成長率・失業率（1960~1993）

出典、Kitschelt,Lange,Marks,andStephens,1999:436から作成



［
大
場
、
一
九
九
五
：
五
四
］。

一
九
八
〇
年
代
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
経
済
再
建
を
試
み
た
が
、
結
果
的
に
は
経
常
収
支
も
財
政
赤
字
と
な
る
「
双
子
の
赤
字
」
が
構

造
化
し
て
お
り
、
国
内
で
は
（
特
に
議
会
か
ら
の
）
保
護
主
義
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
原
因
は
米
国
経
済
の
競
争
力
の
低
下
で

あ
っ
た
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
そ
の
改
善
よ
り
も
経
常
黒
字
国
で
あ
る
日
本
や
西
ド
イ
ツ
を
批
判
し
赤
字
の
矛
先
を
国
外
に
向
け
た
。

つ
ま
り
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
失
敗
の
結
果
、
米
国
政
府
は
財
政
と
貿
易
の
不
均
衡
対
策
を
円
や
マ
ル
ク
と
の
為
替
レ
ー
ト
の
調
整

で
改
善
し
よ
う
と
し
た
。
米
国
政
府
は
、
不
当
な
円
安
で
米
国
と
の
貿
易
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
日
本
を
問
題
視
し
、
自
国
内
の
批
判
を

回
避
し
よ
う
と
し
た
。
先
取
り
し
て
述
べ
れ
ば
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
純
粋
な
経
済
交
渉
で
は
な
く
、
国
内
外
で
自
国
経
済
を
め
ぐ
る

政
治
交
渉
の
場
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
経
済
の
勢
い
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

二
『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』

米
国
の
当
時
の
経
済
姿
勢
を
み
る
場
合
、
好
対
照
の
報
告
書
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ

は
『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
当
時
、
米
国
の
政
治
と
経
済
の
苦
境
へ
の
対
応
策
で
あ
っ
た
。

一
九
八
五
年
、
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
社
の
J
・
A
・
ヤ
ン
グ
社
長
を
委
員
長
と
す
る
「
産
業
競
争
力
に
関
す
る
大
統
領
諮
問

委
員
会
」
は
『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』
を
提
出
し
た
。
米
国
の
製
造
業
の
衰
退
に
つ
い
て
、
米
国
の
産
業
界
は
、
①
米
国
が
国
外
の
市

場
で
競
争
力
を
失
っ
た
の
は
海
外
の
新
興
工
業
国
の
台
頭
、
②
投
資
不
足
に
よ
り
国
内
生
産
性
が
低
下
を
原
因
と
す
る
と
認
識
し
た
。

同
『
報
告
書
』
は
、「
米
国
の
国
際
競
争
力
は
今
や
前
例
の
な
い
海
外
か
ら
の
挑
戦
に
直
面
し
て
い
る
。
世
界
に
お
け
る
わ
が
国
の
指

導
力
は
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
、
国
民
の
熱
望
す
る
生
活
水
準
や
機
会
の
提
供
も
危
う
く
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
こ
う
し
た
危
機
は

「
米
国
民
の
総
決
起
を
促
す
大
き
な
脅
威
」
と
位
置
づ
け
た
［
大
場
、
一
九
九
五
：
五
六－

五
七
］。
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同
『
報
告
書
』
は
、
米
製
造
業
が
内
外
の
「
新
し
い
現
実
」
に
直
面
し
、
生
産
性
向
上
の
た
め
に
取
る
べ
き
方
策
を
提
言
し
た
。
そ

し
て
、「
米
国
が
世
界
市
場
に
お
け
る
競
争
力
さ
え
持
っ
て
い
る
な
ら
、
主
要
な
国
家
目
標
の
多
く
は
十
分
に
達
成
で
き
る
。
世
界
の

指
導
者
と
し
て
の
米
国
の
地
位
、
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
、
国
家
の
安
全
、
国
内
諸
計
画
に
対
す
る
政
府
の
資
金
調
達
な
ど
、
す
べ

て
の
目
標
が
国
の
内
外
に
お
け
る
米
国
産
業
界
の
競
争
力
に
左
右
さ
れ
る
」
と
し
て
、
国
際
競
争
力
に
全
力
を
傾
注
す
る
よ
う
に
主
張

し
た
。
次
の
よ
う
に
現
状
を
評
価
し
て
い
た
。

①
米
国
の
産
業
は
過
去
四
〇
年
の
内
外
の
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
生
産
性
が
低
下
し
て
、
斬
新
で
品
質
の
良
い
製
品
を
生
産
で
き
な

く
な
っ
た
。

②
生
産
性
の
低
下
は
、
資
本
コ
ス
ト
の
高
さ
や
貯
蓄
率
の
低
さ
と
い
っ
た
問
題
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
の
勤
労
意
欲
、
企
業
組
織
の

仕
組
み
、
教
育
の
あ
り
方
な
ど
根
源
的
な
問
題
に
根
ざ
し
て
い
る
。

③
新
た
な
経
済
環
境
に
適
応
し
て
厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜
い
て
い
る
企
業
が
あ
っ
て
も
、
他
の
企
業
は
過
去
の
慣
行
と
理
念
に
と
ら

わ
れ
、
そ
の
経
営
方
式
を
改
善
し
な
い
、
と
米
国
の
経
済
上
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
、
具
体
的
な
対
応
策
と
し
て
、
技
術
革
新
、
資
本
コ
ス
ト
の
削
減
、
労
働
市
場
の
流
動
化
、
貿
易
の
重
視
と
い
う
四
点
を
主

眼
に
競
争
力
の
強
化
を
求
め
る
。
技
術
革
新
は
新
た
な
工
業
部
門
の
成
長
を
促
す
。
資
本
の
供
給
を
増
や
し
て
最
も
生
産
的
な
目
的
に

活
用
す
る
体
制
を
整
え
、
労
働
者
の
教
育
と
労
働
市
場
の
流
動
化
を
通
じ
て
生
産
性
の
高
い
部
門
に
労
働
力
を
振
り
向
け
、
さ
ら
に
強

力
な
輸
出
政
策
に
よ
っ
て
米
国
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
。

そ
の
う
え
で
、
産
業
界
は
競
争
力
強
化
の
主
体
と
な
っ
て
、
商
品
開
発
、
技
術
開
発
、
従
業
員
の
育
成
、
投
資
の
拡
充
と
取
り
組
む
。

政
府
は
、
イ
ン
フ
レ
な
き
安
定
成
長
を
目
指
す
財
政
金
融
政
策
を
進
め
る
一
方
で
、
競
争
力
の
強
化
に
向
け
て
産
業
界
、
労
働
界
、
政

界
、
学
界
の
合
意
を
生
み
出
す
よ
う
な
方
策
を
講
ず
る
。
全
国
民
が
競
争
力
強
化
の
意
義
を
認
識
し
、
必
要
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
目
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標
に
挑
戦
す
る
。
こ
れ
が
政
府
、
企
業
、
国
民
の
役
割
で
あ
る
。

『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
当
時
の
米
国
製
造
業
を
中
心
と
し
た
経
済
構
造
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
実
現
に
は
、
時
間

を
要
す
る
の
で
、
即
効
性
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
提
言
内
容
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
「
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」

の
思
想
に
部
分
的
に
投
影
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
即
効
性
を
考
え
る
と
、
次
の
報
告
書
に
も
と
づ
い
た
政
策
提
言
が

実
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
米
国
に
よ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
至
る
戦
略
起
源
と
な
る
。

三
『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
と
「
日
米
円
・
ド
ル
委
員
会
」
の
設
置

一
九
八
三
年
九
月
末
に
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
・
ト
ラ
ク
タ
ー
社
の
L
・
モ
ー
ガ
ン
会
長
は
、
D
・
マ
ー
チ
ン
と
E
・
ソ
ロ
モ
ン
の
報
告
書

『
ド
ル
と
円
の
不
整
合
・
問
題
の
所
在
と
そ
の
解
決
』
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
、
財
務
省
、
経
済
諮
問
委
員
会
な
ど
に
持
ち
込
ん
だ
［
フ

ラ
ン
ケ
ル
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、
一
九
八
五
］。
こ
の
『
報
告
書
』、
つ
ま
り
『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
円
と
ド
ル
の
レ
ー
ト
の
不
均
衡

を
、
円
の
対
ド
ル
・
レ
ー
ト
の
下
落
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
日
本
と
の
価
格
競
争
は
不
可
能
に
な
っ
た
、
と
指
摘
し
た
。
円
の
対
ド
ル
・

レ
ー
ト
の
低
さ
は
、
日
本
の
事
実
上
の
平
価
切
下
げ
に
よ
る
対
米
輸
出
攻
勢
を
可
能
に
す
る
も
の
」
を
主
旨
と
し
て
い
た
。

モ
ー
ガ
ン
は
、
政
策
決
定
者
に
円
と
ド
ル
の
関
係
を
「
善
意
の
無
視
（benign

neglect

）」
か
ら
「
積
極
的
な
為
替
レ
ー
ト
政
策
」

へ
の
変
更
を
要
請
し
た
。
彼
は
、
当
時
の
財
務
長
官
の
D
・
T
・
リ
ー
ガ
ン
に
そ
の
「
責
任
遂
行
」
を
訴
え
た
。
モ
ー
ガ
ン
の
主
張
は
、

大
統
領
選
挙
の
年
に
、
日
本
製
品
輸
入
に
対
す
る
圧
力
も
あ
っ
て
、
同
意
し
や
す
い
提
言
で
も
あ
っ
た
［
フ
ラ
ン
ケ
ル
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、

一
九
八
五
：
一
三
］。

一
九
八
三
年
一
一
月
に
リ
ー
ガ
ン
と
竹
下
蔵
相
は
、
円
・
ド
ル
委
員
会
作
業
部
会
（
円
・
ド
ル
委
員
会
）
の
設
置
に
合
意
し
た
。
同

委
員
会
は
、
一
九
八
四
年
五
月
に
、
日
本
へ
の
対
策
を
報
告
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
資
本
の
流
出
入
に
対
す
る
規
制
を
自
由
化
す
る
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こ
と
、
②
円
の
国
際
化
を
進
め
る
こ
と
、
③
日
本
で
営
業
を
希
望
す
る
米
国
銀
行
や
そ
の
他
金
融
機
関
の
取
り
扱
い
を
改
善
す
る
こ
と
、

④
金
利
の
決
定
を
政
府
で
な
く
、
市
場
に
任
せ
る
な
ど
、
日
本
の
国
内
金
融
資
本
市
場
を
規
制
す
る
こ
と
、
を
骨
子
と
し
た
［
フ
ラ
ン

ケ
ル
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、
一
九
八
五
：
一
四
－
一
六
］。

そ
の
視
点
は
、「
米
国
の
製
造
業
が
努
力
し
て
も
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
の
た
め
に
報
わ
れ
な
い
。
為
替
レ
ー
ト
の
動
き
が
米
国
企

業
に
打
撃
を
与
え
た
」
の
で
あ
る
。
そ
の
基
本
認
識
に
は
、
日
本
政
府
の
円
や
経
済
政
策
に
あ
る
の
で
な
く
、
ド
ル
価
格
の
急
上
昇
と
、

そ
の
ド
ル
高
の
原
因
と
し
て
米
国
政
府
の
経
済
政
策
に
あ
っ
た
［
フ
ラ
ン
ケ
ル
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、
一
九
八
五
：
三
三
］。
そ
れ
は
、
日
本
政

府
の
財
政
拡
大
策
が
国
内
貯
蓄
と
経
常
収
支
の
黒
字
を
激
減
で
き
る
、
と
予
測
す
る
。
こ
の
実
現
に
は
、
日
本
政
府
が
実
質
金
利
を
上

昇
さ
せ
て
、
資
本
流
出
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
政
策
結
果
と
し
て
の
円
高
と
貿
易
黒
字
が
縮
小
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

（
̎
）

円
に
対
す
る
ド
ル
・
レ
ー
ト
の
下
落
と
そ
の
結
果
生
じ
た
貿
易
不
均
衡
問
題
を
解
決
す
る
カ
ギ
は
、
米
国
の
財
政
赤
字
を
削
減
す
る
行

動
を
取
る
こ
と
に
あ
っ
た
［
フ
ラ
ン
ケ
ル
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、
一
九
八
五
：
一
二
〇
］。

四

為
替
相
場
の
安
定
化
に
向
け
て

日
本
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
に
、
国
際
収
支
不
均
衡
の
是
正
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
増
大
す
る
対
日
貿
易
黒
字
を
背
景
に
、
米

国
議
会
で
は
保
護
主
義
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
前
半
時
点
で
の
日
本
の
緊
縮
的
な
財
政
政
策
、
金
融
政
策
に
対
し
て

国
際
的
な
批
判
が
あ
っ
た
。
特
に
、
日
本
の
緊
縮
的
財
政
政
策
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
で
あ
っ
た
［
古
城
、

二
〇
〇
二
：
三
五
七
］。
す
な
わ
ち
、
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
で
は
、
円
と
ド
ル
と
の
為
替
レ
ー
ト
が
調
整
不
良
に
陥
っ
て
い
る
と
解
釈

さ
れ
た
。
米
国
の
貿
易
赤
字
は
、
一
九
八
〇
年
以
来
、
毎
年
増
大
し
続
け
て
、
一
九
八
四
年
に
は
一
〇
八
三
億
ド
ル
に
達
し
て
い
た
。

米
国
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
カ
ナ
ダ
、
E
C
諸
国
、
O
P
E
C
諸
国
と
も
、
二
国
間
収
支
の
赤
字
を
計
上
し
た
。
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米
国
の
製
造
業
製
品
の
貿
易
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
に
は
貿
易
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
に
は
九
六
五
億
ド
ル
の

赤
字
と
な
り
、
一
九
八
四
年
の
貿
易
赤
字
の
八
九
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
製
造
業
に
関
す
る
対
日
貿
易
は
、
一
九
八
〇
年
に
は
二
四

七
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
に
は
四
九
八
億
ド
ル
へ
と
赤
字
が
倍
増
し
た
。
米
国
で
貿
易
赤
字
全
体
に
占
め
る
割
合
が
減
少

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
と
し
て
製
造
業
の
貿
易
赤
字
が
対
日
貿
易
問
題
と
さ
れ
た
。

通
貨
当
局
が
為
替
相
場
の
安
定
の
た
め
に
、
主
要
な
政
策
手
段
が
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
外
国
為
替
市
場
へ
の
介
入
で
あ
る
。
こ
れ

は
短
期
的
な
安
定
策
と
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
経
済
政
策
の
協
調
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
に
金
融
政
策
な
ど
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
協
調

で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
政
策
手
段
は
、
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
。

短
期
的
な
安
定
策
は
、
市
場
介
入
の
有
効
性
に
は
、
い
ろ
い
ろ
議
論
が
あ
る
。
通
貨
当
局
の
立
場
は
、
次
の
四
点
に
集
約
で
き
る
。

第
一
に
、
介
入
は
市
場
の
無
秩
序
な
状
況
に
対
処
し
、
短
期
的
な
為
替
の
乱
高
下
を
抑
え
る
う
え
で
は
有
効
で
あ
る
。
第
二
に
、
介
入

は
、
と
き
に
為
替
市
場
に
通
貨
当
局
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
介
入
は
通
常
、
他
の
政
策
を
補
完
し
、
支
援

す
る
と
き
に
限
っ
て
有
効
で
あ
る
。
第
四
に
、
各
国
は
、
協
調
介
入
が
有
用
と
す
る
合
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
介
入
を
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。

市
場
介
入
と
政
策
協
調
へ
の
焦
点
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
先
立
つ
各
国
蔵
相
代
理
会
議
に
お
い
て
、
為
替
相
場
の
安
定
を
目
的
と

す
る
政
策
協
調
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
つ
な
が
る
。

一
九
七
八
年
ボ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ヴ
・
セ
オ
リ
ー
（
機
関
車
論
）」
が
議
論
さ
れ
た
。
日
本
や
西
ド
イ
ツ
な
ど
経

済
状
態
の
良
い
国
が
「
機
関
車
役
」
に
な
っ
て
、
他
の
国
々
を
引
っ
張
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
国
際
協
調
は
、
一
部
の
国
に
過
大
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
米
国
政
権
内
に
は
、
国
際
政
治
や
外
交
に
お
け
る
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
す
る

た
め
に
、
黒
字
国
の
日
本
に
努
力
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
後
年
の
湾
岸
戦
争
の
と
き
の
よ
う
に
、
米
国
が
軍
事
力
を
提
供
し
、
日
本
は
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資
金
を
負
担
す
る
形
が
こ
れ
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
考
え
に
は
当
該
国
内
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で
あ
る
と
は

か
ぎ
ら
な
い
。
こ
れ
は
、「
協
調
」
の
結
果
と
い
う
よ
り
も
、
提
案
国
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
よ
り
も
、
被
提
案
国
の
不
利
益
を
強
要

さ
せ
る
。

第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
ベ
ー
カ
ー
財
務
長
官
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
向
け
て
、
政
策
協
調
と
整
合
性
あ
る
為
替
介
入
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
た
。
米
国
は
、
次
第
に
政
策
協
調
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
ま
だ
介
入
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年

代
前
半
、
つ
ま
り
第
一
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
の
リ
ー
ガ
ン
財
務
長
官
と
ス
プ
リ
ン
ケ
ル
財
務
次
官
は
、
介
入
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、

第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
発
足
時
の
一
九
八
五
年
初
め
に
ベ
ー
カ
ー
財
務
長
官
、
ダ
ー
マ
ン
副
長
官
、
マ
ン
フ
ォ
ー
ド
次
官
に
交
代
し
て

か
ら
、
市
場
介
入
が
政
策
協
調
と
並
ぶ
政
策
手
段
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
戦
略
に
む
け
て
、
米
国
の
取
り
組
み
方
の
変

化
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
お
け
る
政
策
協
調
の
役
割
分
担
は
、
日
本
の
内
需
拡
大
、
米
国
の
財
政
赤
字
削
減
が
柱
で
あ
っ
た
。
ベ
ー
カ
ー

は
二
年
間
、
日
本
に
景
気
刺
激
策
に
期
待
し
た
が
、
成
果
が
上
が
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
に
内
需
刺
激
策
を
積
極
的
に
要
請
す
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
っ
た
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
七
六
］。

（
̏
）

一
九
八
一
年
、
第
一
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
そ
れ
ま
で
の
米
国
経
済
政
策
を
転
換
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
自
由
主
義
的
な
市
場
経
済
の

原
則
を
信
奉
し
、
サ
プ
ラ
イ
ド
経
済
学
と
マ
ネ
タ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
く
マ
ク
ロ
経
済
政
策
上
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
ス
タ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
の
低
迷
に
苦
し
む
米
国
経
済
を
再
生
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
政
策
は
高
金
利
と
ド
ル
高
を
生
み
、
巨
額
の
財
政

赤
字
と
経
常
収
支
赤
字
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
八
四
年
末
ま
で
に
、
全
米
製
造
業
者
協
会
、
全
米
商
業
会
議
所
、
農
業
団
体
な
ど
か
ら
、

ド
ル
高
是
正
を
求
め
る
圧
力
が
高
ま
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
内
で
も
そ
の
圧
力
に
呼
応
す
る
閣
僚
も
出
始
め
た
。
例
え
ば
、
シ
ュ
ル
ツ
国

務
長
官
は
、
日
本
の
公
共
投
資
や
住
宅
投
資
拡
大
と
も
に
、
米
国
の
財
政
赤
字
削
減
を
強
調
し
た
。
経
済
界
で
は
、
日
本
企
業
と
競
争
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に
晒
さ
れ
る
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
社
の
モ
ー
ガ
ン
会
長
や
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
社
の
ア
イ
ア
コ
ッ
カ
会
長
の
ド
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
注
目
を
浴

び
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
六
〇－

一
六
二
］。
米
国
議
会
に
高
ま
る
保
護
主
義
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
貿
易
政
策
へ
批
判
的
で
あ
り
、

一
九
八
六
年
の
中
間
選
挙
対
策
と
し
て
も
、
貿
易
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
ド
ル
高
是
正
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、「
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
」
政
策
が
不
本
意
な
形
で
失
敗
に
な
っ
た
た
め
、
不
均
衡
問
題
を
対
円
や
対
マ
ル
ク
な

ど
の
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
を
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
内
問
題
を
対
外
批
判
に
す
り
替
え
と
も
言
え
る
措
置
と
し
て
、

貿
易
不
均
衡
が
目
立
つ
日
本
が
標
的
に
な
っ
た
。
そ
の
議
論
は
、
当
初
の
「
日
本
か
ら
の
輸
出
を
い
か
に
制
限
す
る
か
」
か
ら
、
次
第

に
「
日
本
に
よ
る
米
国
か
ら
の
輸
入
を
増
や
す
」
こ
と
に
移
行
し
た
。

一
九
八
四
年
六
月
に
は
、
日
本
の
為
替
取
引
（currency

trading

）
に
投
機
す
る
通
貨
の
転
換
（currency

conversion

）
の
制

約
が
解
除
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
米
国
の
財
政
赤
字
（budgetdeficit

）
に
財
政
的
支
援
（funding

）
の
形
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
一
部
、
米
軍
の
増
強
が
一
因
と
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
資
本
の
流
出
（outflow

）
が
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
前

半
に
お
い
て
、
金
利
（interestrate

）
で
の
差
の
よ
う
な
要
因
の
結
果
と
し
て
推
進
さ
れ
て
き
た
。
当
然
、
米
国
か
ら
の
市
場
開
放

の
圧
力
は
、
外
部
資
金
（externalfund

）
を
求
め
る
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
欲
求
（needs

）
と
結
び
つ
い
て
い
た

H
ook,Gilson,H

ughes,

［

D
obson,2012:119

］。第
三
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
交
渉
過
程

一

日
米
交
渉
の
前
哨
戦

一
九
八
〇
年
代
、
米
国
の
圧
力
の
も
と
、
様
々
な
措
置
が
日
本
の
金
融
緩
和
（financialderegulation

）
の
た
め
に
履
行
さ
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
初
頭
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
日
本
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を
要
求
し
た
。
そ
の
中
で
米
国
の
成
功
例
は
、
日
本
の
金
融
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市
場
を
開
放
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
円
・
ド
ル
協
定
（Y

en-D
ollar

A
greem

ent

）
は
、
外
国
企
業
の
東
京
証
券
取
引
所

（stock
exchange

）
へ
の
加
盟
を
認
め
た
。
対
照
的
に
一
九
七
九
年
一
二
月
日
本
の
外
国
為
替
法
（Foreign

Exchange
Law

）
の

改
定
後
、
日
本
の
資
本
が
海
外
へ
の
移
動
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
二
年
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
、
就
任
後
か
ら
、
日
本
に
為
替
相
場
を
調
整
す
る
た
め
に
東
京
市
場
を
も
っ
と
開
放
す
べ
き
、

と
発
言
し
て
い
た
。
米
国
は
赤
字
経
済
が
重
要
な
内
政
問
題
化
し
て
い
た
と
き
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
為
替
相
場
で
の
「
円
買
い
」
が

起
き
て
日
米
間
の
貿
易
収
支
が
改
善
す
れ
ば
、
ド
ル
と
円
の
交
換
レ
ー
ト
の
大
幅
な
調
整
が
で
き
る
、
と
こ
の
段
階
ま
で
は
信
じ
て
い

た
。一

九
八
三
年
、『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
は
、
円
ド
ル
相
場
の
不
均
衡
（m

isalignm
ent

）
に
よ
り
、
米
国
産
業
界
の
競
争
条
件

を
悪
化
さ
せ
る
と
指
摘
し
た
。
第
一
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
ス
プ
リ
ン
ケ
ル
財
務
次
官
は
円
安
是
正
の
た
め
、
円
の
国
際
化
を
米
国
政
府

に
要
求
し
た
。
米
国
政
府
は
、
円
の
国
際
化
が
進
め
ば
、
日
本
か
ら
の
資
本
流
出
で
短
期
的
に
は
、
円
安
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

日
本
の
金
融
資
本
市
場
が
活
性
化
す
れ
ば
、
円
資
産
の
魅
力
が
増
し
、
円
高
に
な
る
、
と
予
測
し
た
。

日
本
は
、
こ
れ
に
対
し
て
「
ド
ル
高
は
米
国
の
金
利
高
を
主
原
因
」
と
主
張
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
こ
の
主
張
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
中
曽
根
首
相
は
円
と
ド
ル
を
協
議
す
る
日
米
委
員
会
を
設
け
た
［
久
保
田
、

二
〇
一
三
］。
一
九
八
三
年
一
一
月
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
中
曽
根
首
相
の
日
米
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
、「
日
米
間

の
貿
易
不
均
衡
の
問
題
や
、
米
国
議
会
の
保
護
主
義
の
動
き
を
懸
念
し
て
い
た
。
日
本
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
問
題
、
市
場
開
放
問
題
、

円
と
ド
ル
の
問
題
、
そ
し
て
円
の
国
際
化
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
日
米
間
で
緊
密
に
協
議
、
協
力
し
て
い
き
た
い
」、
と
語
っ
た
。
円

は
国
際
化
を
本
格
化
し
た
。

日
米
円
・
ド
ル
委
員
会
は
、
日
本
に
金
融
・
資
本
市
場
の
自
由
化
、
外
国
金
融
機
関
の
日
本
参
入
障
壁
の
撤
廃
、
円
の
市
場
の
発
展
、
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直
接
投
資
に
関
わ
る
規
制
や
障
害
の
廃
絶
な
ど
を
答
申
し
た
。
日
本
は
金
融
規
制
を
徐
々
に
緩
和
す
る
意
図
が
あ
っ
た
が
、
反
対
に
米

国
は
、
国
内
向
け
の
た
め
に
、
早
急
の
緩
和
を
要
求
し
た
。

も
っ
と
も
、
日
本
市
場
の
開
放
が
為
替
市
場
に
お
け
る
円
高
要
因
に
な
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
資
本
市
場
は

円
建
て
で
取
引
が
増
加
し
、
海
外
か
ら
の
東
京
市
場
で
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
拡
大
す
る
と
の
思
惑
に
反
し
、「
円
買
い
・
ド
ル
売
り
」
の

取
引
に
直
結
す
る
場
合
は
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
投
資
家
や
金
融
機
関
は
米
国
へ
の
投

資
（
資
本
流
出
）
を
増
や
し
、
さ
ら
な
る
円
売
り
・
ド
ル
買
い
が
生
じ
た
。

日
米
委
員
会
は
、
結
果
と
し
て
「
市
場
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
拡
大
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
［
倉
都
、
二
〇
一
四
：
五
五
、
五
七
、
五
九
］。
為

替
相
場
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
ド
ル
と
円
の
交
換
レ
ー
ト
の
調
整
は
、
為
替
相
場
に

直
接
操
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
決
意
し
た
。
日
米
両
政
府
は
、
ド
ル
切
下
げ
の
合
意
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
G
5
（
米
国
、

日
本
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
）
の
協
調
的
な
為
替
介
入
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
実
施
に
は
「
プ
ラ
ザ
合

意
」
協
定
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
協
定
は
、
米
国
財
務
省
が
日
本
の
金
融
市
場
を
自
由
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
円
へ
の
需
要
が
増
加
し
、
円
高
が
導
か
れ
、
貿

易
赤
字
が
減
少
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
こ
れ
は
『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
ど
お
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
円
・
ド
ル
協
定
締
結
後

も
、
円
安
・
ド
ル
高
は
続
い
た
。
同
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
日
本
は
、
ド
ル
高
の
主
因
を
米
国
政
府
の
高
金
利
政
策
に
あ
り
、
米
国

の
高
金
利
は
財
政
赤
字
・
高
金
利
・
ド
ル
高
の
関
連
性
を
否
定
し
た
。
両
国
の
見
解
は
対
立
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
［
古
城
、
二
〇
〇
二
：

三
五
九
］。

米
国
政
府
は
、
金
融
自
由
化
を
一
気
に
進
め
る
こ
と
で
早
期
の
解
決
を
目
指
し
、
具
体
的
な
要
求
項
目
を
提
示
し
、
そ
の
実
行
計
画

の
策
定
を
迫
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
こ
の
考
え
に
は
同
調
し
な
い
が
、
金
融
自
由
化
と
資
本
規
制
撤
廃
は
い
ず
れ
必
要
と
な
る
と
、
そ
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の
検
討
に
は
同
意
し
た
。
（
̐
）

二

日
本
側
の
事
情

中
曽
根
は
、
首
相
就
任
時
に
、「
開
か
れ
た
日
本
」
と
し
て
農
産
物
自
由
化
、
防
衛
分
担
費
、
O
D
A
援
助
拡
大
を
大
国
の
責
任
を

自
覚
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
中
曽
根
は
、
鈴
木
内
閣
時
代
に
悪
化
し
た
日
米
関
係
を
、
安
保
、
経
済
、
政
治
の
面
で
正
常
化
し
よ
う

と
し
た
［
染
谷
、
二
〇
〇
五
：
第
四
章
］。

一
九
八
五
年
六
月
、
ベ
ー
カ
ー
財
務
長
官
か
ら
竹
下
蔵
相
に
、
マ
ル
フ
ォ
ー
ド
財
務
副
長
官
か
ら
大
場
智
満
財
務
官
に
協
議
の
申
し

入
れ
が
あ
っ
た
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
七
三
］。
日
本
に
と
っ
て
、
円
高
回
避
が
為
替
政
策
の
中
心
命
題
で
あ
っ
た
の
で
、
円
高
に
協
力

す
る
こ
と
は
、
政
治
的
な
賭
け
で
で
あ
っ
た
［
船
橋
、
一
九
九
三
：
第
四
章
］。
と
こ
ろ
が
、
中
曽
根
は
、
日
本
の
経
済
変
動
や
国
際
的
地

位
の
変
化
に
見
合
っ
た
構
造
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
円
高
や
む
な
し
、
と
考
え
た
。
そ
の
構
想
は
、
改
革
を
中
長
期
的
に
進
め
、
市

場
を
対
外
的
に
開
放
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
政
策
ブ
レ
ー
ン
は
、
元
大
蔵
官
僚
で
あ
る
中
川
幸
次
（
元
日
銀
理
事
）
と
細
見
卓

（
元
財
務
官
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
中
曽
根
に
は
通
貨
問
題
交
渉
を
竹
下
に
任
せ
た
が
、
円
高
措
置
を
政
治
的
に
利
用
し
よ
う
と
し
た

［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
七
〇
］。
中
曽
根
は
、
通
貨
調
整
協
議
前
、
一
九
八
五
年
六
月
に
、
大
場
に
日
本
の
対
外
的
不
均
衡
問
題
の
た
め

の
対
策
を
命
じ
た
。
当
時
の
大
蔵
省
は
、
そ
の
対
策
が
非
現
実
的
で
あ
る
、
と
具
体
的
に
は
行
動
し
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
中
曽

根
は
、
当
時
の
大
蔵
省
の
緊
縮
財
政
政
策
を
理
解
で
き
て
も
、
そ
れ
で
も
経
済
的
理
由
だ
け
で
な
く
、
米
国
と
の
日
米
安
保
体
制
は
日

本
に
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
通
貨
問
題
に
前
向
き
に
対
処
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
七
〇－

一
七

一
］。竹

下
は
、
国
際
通
貨
制
度
に
つ
い
て
持
論
は
な
い
が
、
通
貨
外
交
に
は
自
己
の
政
治
的
野
心
に
関
心
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
図
は
、
ポ
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ス
ト
中
曽
根
を
狙
う
政
治
家
と
し
て
、
プ
ラ
ザ
会
議
の
代
表
と
し
て
、
国
際
的
な
知
名
度
の
向
上
を
図
る
に
は
絶
好
の
場
で
あ
っ
た
。

竹
下
は
、
市
場
へ
の
協
調
介
入
に
よ
り
円
・
ド
ル
相
場
の
調
整
を
一
気
に
実
現
す
る
野
心
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
竹
下
は
、
蔵
相
と
し

て
大
蔵
官
僚
の
「
財
政
再
建
」
路
線
を
擁
護
す
る
姿
勢
を
示
し
つ
つ
も
、
総
理
・
総
裁
後
継
争
い
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
そ
の
立

場
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
七
一
］。

大
蔵
省
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
、
そ
の
財
政
政
策
は
「
財
政
再
建
」
を
至
上
命
題
と
す
る
「
均
衡
財
政
」
を
基
本
原
則
と
し
た
。

だ
か
ら
、
大
蔵
省
の
企
図
は
、
第
一
に
円
・
ド
ル
為
替
調
整
、
第
二
に
利
下
げ
と
す
べ
き
で
あ
り
、
財
政
出
動
の
回
避
に
あ
っ
た
［
船

橋
、
一
九
九
三
：
七
六
］。
大
蔵
省
は
、
米
国
の
要
求
す
る
景
気
拡
大
策
に
は
警
戒
し
て
い
た
。
そ
の
意
識
は
戦
後
経
済
の
脆
弱
な
体
質

（
と
い
う
ト
ラ
ウ
マ
）
に
根
ざ
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
過
小
評
価
さ
れ
た
円
と
、
外
需
主
導
の
成
長
政
策
の
追
求
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
介
入
政
策
に
よ
る
円
・
ド
ル
相
場
の
調
整
と
金
利
引
き
下
げ
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
七
三
］。

日
本
銀
行
は
、
中
央
銀
行
の
独
立
性
・
中
立
性
を
尊
重
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
政
府
、
特
に
大
蔵
省
が
日
銀
の
金
融
政
策
に
影

響
力
を
行
使
し
た
。
日
銀
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
前
後
、
政
策
協
調
の
名
の
も
と
に
金
融
政
策
へ
の
圧
力
を
受
け
た
［
加
野
、
二
〇
〇

六
：
一
七
四
］。
そ
れ
に
対
し
て
、
産
業
界
は
為
替
相
場
の
安
定
を
望
ん
だ
。
一
九
八
五
年
九
月
一
一
日
、
藤
尾
自
民
党
政
調
会
長
が
円

安
是
正
の
た
め
、
通
貨
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て
発
言
し
た
際
、
経
済
界
は
、
そ
の
後
の
展
開
を
予
想
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
別
に
し

て
、「
思
い
切
っ
た
策
が
必
要
」
と
応
じ
た
。
こ
の
ま
ま
日
米
貿
易
の
不
均
衡
が
続
け
ば
、「
日
米
貿
易
戦
争
」
に
な
る
危
機
を
感
じ
、

不
均
衡
是
正
に
は
円
高
を
不
可
避
と
す
る
認
識
が
一
般
的
に
浸
透
し
て
い
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
七
三
］。

一
九
八
五
年
九
月
二
一
日
、
日
本
、
米
国
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
国
の
先
進
五
カ
国
（
Ｇ
５
）
の
大
蔵
（
現
財
務
）
大
臣
と

中
央
銀
行
総
裁
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
に
集
ま
り
、
戦
後
の
世
界
経
済
を
支
え
て
き
た
米
国
ド
ル
の
切
下
げ
を
決
定
し

た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
出
発
点
で
あ
る

Pem
pel,2004:21

［

］。
当
時
、
日
米
の
貿
易
不
均
衡
（
日
本
の
貿
易
黒
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字
、
米
国
の
赤
字
）
は
頂
点
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
日
本
車
の
対
米
輸
出
は
、
一
九
六
五
年
に
は
三
万
台
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
五
年

に
は
三
〇
〇
万
台
を
超
え
て
い
た
。
日
本
製
品
は
繊
維
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
鉄
鋼
、
機
械
、
自
動
車
な
ど
順
次
、
米
国
市
場
を
席
巻
し

て
い
た
。
一
九
八
五
年
日
本
の
貿
易
黒
字
は
世
界
最
大
の
五
六
〇
億
ド
ル
、
そ
の
う
ち
八
〇
％
が
米
国
向
け
で
あ
っ
た
。
日
米
通
商
摩

擦
の
解
決
策
に
は
円
と
ド
ル
の
調
整
で
不
均
衡
を
減
ら
す
し
か
な
い
、
と
日
米
首
脳
は
考
え
た
［
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
、
一
九
九
六
a
］。

米
国
政
府
は
、
戦
後
最
悪
の
日
米
経
済
摩
擦
に
際
し
、
日
本
政
府
に
改
善
を
求
め
た
。
中
曽
根
は
国
民
に
外
国
製
品
を
購
入
す
る
よ

う
に
訴
え
た
。
日
米
経
済
摩
擦
の
解
決
策
は
な
く
、
対
米
貿
易
黒
字
は
減
少
し
な
か
っ
た
。
中
曽
根
の
政
策
ブ
レ
ー
ン
の
ひ
と
り
で
あ

る
細
見
は
、「
即
効
性
あ
る
対
処
は
円
高
放
置
し
か
な
い
」、
と
提
案
し
た
。
円
高
放
置
は
円
と
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
を
円
高
・
ド
ル
安

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
か
ら
の
輸
出
価
格
は
上
昇
し
輸
入
価
格
は
低
下
し
、
貿
易
摩
擦
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ

の
措
置
は
輸
出
産
業
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
中
曽
根
は
、
国
内
に
あ
る
円
高
の
抵
抗
を
抑
え
て
、
円
の
適
正
な
評
価
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

中
曽
根
は
、
大
場
に
円
高
の
た
め
の
日
米
協
議
の
対
処
を
命
じ
た
。
中
曽
根
は
、
一
九
八
二
年
頃
か
ら
、
対
米
経
済
摩
擦
解
消
に
は
、

円
高
・
ド
ル
安
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
考
え
て
い
た
［
N
H
K
取
材
班
、
一
九
九
六
a
：
二
四－

二
七
］。
し
か
し
、
大
場
は
円
高
に

す
る
に
は
日
米
双
方
が
と
も
に
為
替
市
場
で
円
を
売
り
、
ド
ル
を
買
う
市
場
介
入
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
た
。
け
れ
ど
、
米
国
は
市

場
介
入
を
拒
否
し
続
け
て
い
た
が
、
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
入
る
頃
か
ら
方
針
を
転
換
す
る
。
一
九
八
五
年
六
月
一
九
日
米
国
財
務

省
の
通
貨
外
交
担
当
の
マ
ル
フ
ォ
ー
ド
が
大
場
を
訪
ね
、
貿
易
不
均
衡
を
直
す
交
渉
の
開
始
を
要
請
し
た
。
そ
の
後
、
ベ
ー
カ
ー
が
竹

下
を
訪
問
し
、
竹
下
は
ベ
ー
カ
ー
に
ド
ル
安
を
提
案
し
、
ベ
ー
カ
ー
は
、
米
国
議
会
の
保
護
主
義
的
な
矛
先
を
回
避
す
る
た
め
、
円
高

を
放
置
す
る
為
替
政
策
の
認
識
に
立
っ
て
ド
ル
安
を
決
断
し
た
。
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三
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
そ
の
実
施

一
九
八
五
年
七
月
二
三
日
、
パ
リ
で
日
米
間
の
協
議
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
マ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
協
議
を
日
米
両
国
だ
け
で
な
く

西
ド
イ
ツ
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
む
先
進
五
カ
国
蔵
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議
（
Ｇ
５
）
に
拡
大
す
る
提
案
を
し
た
。
米
国
側
は
、

先
進
五
カ
国
が
市
場
を
大
き
く
動
か
す
意
思
が
あ
る
こ
と
、
し
か
も
「
調
整
と
協
調
」
は
市
場
を
動
か
せ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る

し
、
そ
の
こ
と
で
ド
ル
安
を
五
％
か
ら
七
％
ま
で
動
か
せ
る
と
考
え
た
。
（
̑
）

一
九
八
五
年
九
月
二
二
日
に
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
共
同
声
明
は
、「
主
要
な
非
ド
ル
通
貨
が
対
ド
ル
で
秩
序
を
も
っ
て
一
段
と
上
昇
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
よ
り
緊
密
に
協
調
す
る
準
備
が
あ
る
」
と
宣
言
し
た
。
こ
の
宣
言
は
、「
ド
ル
高
是
正
の
調
整

を
実
施
す
る
た
め
に
、
各
国
に
よ
る
協
調
介
入
を
行
う
」
声
明
で
も
あ
っ
た
。

日
米
両
国
は
、
市
場
介
入
と
い
う
協
調
と
政
策
調
整
を
強
調
し
た
が
、「
政
策
調
整
」
と
「
政
策
協
調
」
で
の
力
点
の
置
き
方
で
は
、

両
政
府
は
最
初
か
ら
理
解
の
仕
方
を
異
に
し
て
い
た
。
こ
の
理
解
の
不
一
致
は
、
そ
の
後
の
事
態
で
の
推
移
に
影
響
す
る
。

プ
ラ
ザ
・
ホ
テ
ル
で
の
会
議
は
、
ド
ル
を
ど
の
程
度
ま
で
引
き
下
げ
、
他
の
通
貨
を
ど
の
程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
か
を
焦
点
と
し
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
声
明
文
中
に
あ
る
「
ド
ル
以
外
の
主
要
通
貨
の
ド
ル
に
対
す
る
あ
る
程
度
の
い
っ
そ
う
の
秩
序
」
を
核
心
部
分

と
す
る
。
九
月
二
二
日
に
通
貨
外
交
が
は
じ
め
て
世
界
に
公
表
さ
れ
た
。
ま
ず
、
米
国
の
市
場
介
入
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
ド
ル
切
下
げ

幅
は
一
〇
％
か
ら
一
二
％
ま
で
と
し
、
一
ド
ル
は
二
一
八
円
か
ら
二
一
四
円
ま
で
と
な
っ
た
。

当
時
の
日
本
政
府
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
ド
ル
に
対
し
て
一
〇
％
の
円
高
に
す
る
こ
と
は
相
当
な
覚
悟
を
要
し
た
。
し
か
し
、
竹
下

は
円
を
他
通
貨
よ
り
大
き
く
切
り
上
げ
て
も
よ
い
と
発
言
し
た
。
竹
下
は
二
〇
％
の
切
り
上
げ
ま
で
も
容
認
す
る
、
つ
ま
り
、
そ
の
時

点
で
は
、
日
本
政
府
は
一
ド
ル
＝
二
〇
〇
円
ま
で
の
円
高
・
ド
ル
安
で
会
議
を
リ
ー
ド
し
た
。
米
国
の
F
R
B
議
長
の
ボ
ル
カ
ー
は

「
竹
下
蔵
相
は
、
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
よ
り
は
る
か
に
前
向
き
で
あ
っ
て
、
彼
の
態
度
が
会
議
の
成
功
に
重
要
な
働
き
を
し
た
」
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と
評
価
し
た
［
ボ
ル
カ
―
、
行
天
、
一
九
九
二
参
照
］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
声
明
文
に
は
、「
ド
ル
以
外
の
主
要
通
貨
の
ド
ル
に
対
す
る
、
あ
る
程
度
の
い
っ
そ
う
の
秩
序
あ
る
上
昇
が
望
ま
れ

る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
た
め
必
要
か
つ
有
益
で
あ
れ
ば
、
各
国
は
よ
り
緊
密
な
協
調
を
行
う
用
意
が
あ
る
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
す
る
日
本
の
積
極
的
姿
勢
が
見
ら
れ
た
［
高
橋
、
一
九
九
五
：
一
三
］。

そ
の
後
、
日
本
政
府
は
積
極
的
な
介
入
姿
勢
を
示
し
た
。
介
入
計
画
は
、
翌
日
の
九
月
二
三
日
か
ら
六
週
間
、
見
込
ま
れ
る
介
入
総

額
一
八
〇
億
ド
ル
（
約
四
兆
三
〇
〇
〇
億
円
）
の
う
ち
日
米
両
国
が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
％
ず
つ
の
分
担
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
方
針
は

「
ド
ル
以
外
の
主
な
通
貨
の
切
り
上
げ
、
ド
ル
安
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
方
針
を
日
米
為
替
レ
ジ
ー
ム
の
基
調
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
っ
た
。

四

誤

算

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
発
足
後
、
一
九
八
五
年
九
月
二
三
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
為
替
市
場
で
は
、
一
ド
ル
が
二
三

九
円
か
ら
二
三
四
円
と
五
円
の
円
高
で
始
ま
っ
た
。
シ
ド
ニ
ー
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
そ
し
て
欧
州
為
替
市
場
へ
の
政
府
の
介
入

が
開
始
し
た
。
円
は
一
ド
ル
＝
二
三
三
円
か
ら
二
三
〇
円
と
上
昇
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
一
ド
ル
＝
二
三
一
円
か
ら
始
ま
り
、
米

国
政
府
は
二
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
ド
ル
売
り
を
実
施
し
、
一
ド
ル
は
二
二
九
円
か
ら
二
二
五
円
ま
で
に
達
し
た
。
当
初
、
日
米
両
政

府
は
一
〇
％
か
ら
一
五
％
ま
で
ド
ル
を
弱
く
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
た
。

九
月
二
四
日
、
東
京
で
は
、
一
ド
ル
が
二
二
九
円
で
始
ま
り
、
日
銀
の
介
入
で
二
二
八
円
ま
で
ド
ル
が
下
が
っ
た
が
、
二
三
二
円
ま

で
ド
ル
高
に
も
な
っ
た
。
こ
の
原
因
は
、
日
本
の
企
業
が
支
払
い
決
済
用
に
ド
ル
を
購
入
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
に
は
、
一

ド
ル
が
二
二
五
円
程
度
に
な
る
と
予
想
し
た
が
、
ド
ル
安
に
な
ら
ず
当
初
の
目
論
見
が
外
れ
た
。
日
本
の
市
場
介
入
額
は
最
初
の
一
日
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だ
け
で
一
二
億
ド
ル
（
約
二
五
〇
〇
億
円
）
で
あ
っ
た
が
、
ド
ル
高
で
そ
の
日
は
終
了
し
た
。
日
本
政
府
と
日
本
銀
行
は
、
円
高
を
導

入
す
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
「
口
先
介
入
（talk-dow

n

）」
を
繰
り
返
し
た
。
一
一
月
に
は
円
高
の
流
れ
は
定
着
し
、
一
ド
ル
が
二
〇

〇
円
台
に
達
し
た
。
一
九
八
五
年
末
円
高
は
止
ま
り
、
日
米
双
方
が
期
待
し
た
円
高
・
ド
ル
安
は
こ
の
時
点
で
は
成
功
し
て
い
た
。
西

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
英
国
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
、
一
カ
月
で
介
入
を
中
止
し
た
。
そ
の
後
、
日
米
間
で
ド
ル
安
・
円
高
政

策
が
続
行
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
八
六
年
に
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
次
々
と
誤
算
を
き
た
し
た
。
竹
下
は
、
一
ド
ル
が
一
九
〇
円
台
で
あ
る
円
高
を
容

認
す
る
、
と
発
言
し
た
。
一
ド
ル
は
二
〇
〇
円
を
突
破
し
、
急
激
な
円
高
が
開
始
し
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
政
治
的
に
作
ら
れ
た
円

高
・
ド
ル
安
の
流
れ
を
創
り
出
す
「
政
治
調
整
」
で
あ
る
た
め
為
替
市
場
の
性
格
を
大
き
く
変
え
、
市
場
は
政
府
高
官
の
発
言
に
過
敏

に
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
円
高
は
始
ま
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
半
年
後
、
一
九
八
六
年
三
月

一
七
日
、
円
は
ド
ル
に
対
し
て
戦
後
最
高
値
の
一
七
四
・
七
五
円
に
達
し
た
。
次
第
に
円
高
に
よ
る
競
争
力
の
低
下
か
ら
輸
出
中
心
の

産
業
は
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
円
高
不
況
を
経
験
す
る
。
鉄
鋼
、
造
船
な
ど
の
重
工
業
は
大
幅
な
合
理
化
を
実
行
し
、

中
小
企
業
は
円
高
で
収
益
を
激
減
さ
せ
た
。

一
九
八
五
年
一
〇
月
二
二
日
、
日
銀
の
澄
田
総
裁
は
、
円
高
・
ド
ル
安
が
望
ま
し
い
と
肯
定
し
た
が
、
こ
の
傾
向
の
定
着
の
た
め
に

は
、
米
国
の
財
政
赤
字
の
抜
本
的
な
対
策
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
、
円
高
に
な
る
に
つ
れ
て
、
一
転
し
て
、
日
本
国
内
の
世
論
は
、

円
高
政
策
に
批
判
的
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
中
曽
根
政
権
は
そ
の
批
判
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
政
権
与
党
の
自
由
民
主

党
内
か
ら
も
不
満
が
現
れ
始
め
た
。
そ
の
代
表
的
な
急
先
鋒
は
、
宮
沢
自
民
党
総
務
会
会
長
で
あ
っ
た
。
宮
沢
は
、
政
府
が
円
高
政
策

（
̒
）

を
採
用
す
る
な
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
予
算
上
の
措
置
を
講
じ
る
べ
き
だ
、
と
批
判
し
た
。
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第
四
章
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
日
本

一

米
国
の
意
図
と
日
本
政
府
の
対
応

中
曽
根
は
、
円
高
促
進
か
ら
正
反
対
の
円
高
阻
止
を
決
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
米
国
政
府
に
そ
の
た
め
の
協
力
を
要
請
し
た
。
こ

の
と
き
、
米
国
政
府
は
日
本
の
要
請
と
は
反
対
の
行
動
に
出
た
。
一
九
八
六
年
四
月
一
一
日
、『
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
誌
は
、
ベ
ー
カ
ー
と
会
談
し
た
N
・
ロ
ー
ソ
ン
英
国
蔵
相
の
発
言
を
掲
載
し
た
。
ロ
ー
ソ
ン
は
、「
日
本
以
外
の
国
は
い
っ
そ

う
の
円
高
を
求
め
て
い
る
。
ベ
ー
カ
ー
長
官
も
同
じ
考
え
だ
」、
と
発
言
し
た
。
さ
ら
に
一
〇
日
後
、
レ
ー
ガ
ン
は
、「
ド
ル
を
も
っ
と

下
げ
る
べ
き
で
あ
る
」、
と
追
い
打
ち
を
か
け
る
発
言
を
し
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
日
本
と
協
調
し
て
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
初
の
両
国
が
「
合
意
」
し
た
意
図
に
反

し
て
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
発
言
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
は
、
市
場
へ
の
共
同
介
入
と
い
う
「
調
整
」
の
ほ
か
に

も
う
ひ
と
つ
の
「
合
意
」
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
米
国
が
重
視
し
た
「
政
策
協
調
」
で
あ
る
。
米
国
は
、
日
本
の
対
米
輸
出
を
減
ら
す
た

め
に
、
日
本
が
景
気
を
拡
大
し
内
需
を
増
や
す
努
力
を
求
め
た
。
日
本
は
民
間
活
力
の
導
入
や
金
利
の
引
き
下
げ
（
金
融
政
策
の
弾
力

的
運
用
）
を
掲
げ
て
い
た
。
日
本
か
ら
の
対
米
貿
易
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
八
カ
月
す
ぎ
て
も
、
減
少
し
な
か
っ
た
。
米
国
政
府

は
日
本
の
内
需
拡
大
政
策
が
不
十
分
だ
と
判
断
し
た
。
日
本
が
景
気
を
拡
大
し
消
費
を
増
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
米
国
政
府
は
円

高
・
ド
ル
安
傾
向
を
放
置
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。

米
国
政
府
は
、
円
高
放
置
を
日
本
と
の
交
渉
手
段
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
米
共
同
歩
調
は
瓦
解
し
か
け
た
。
日
本

政
府
が
単
独
で
円
高
を
阻
止
で
き
る
の
は
、
為
替
市
場
へ
の
介
入
だ
け
で
あ
っ
た
。
中
曽
根
は
大
蔵
省
に
市
場
介
入
を
指
図
す
る
が
、

日
本
だ
け
の
単
独
介
入
で
は
効
果
は
な
か
っ
た
。
日
本
政
府
は
米
国
と
の
「
調
整
」
な
し
に
、
円
高
を
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

37――日米為替レジームから日米構造協議までの政治経済過程の研究



円
と
ド
ル
の
交
換
レ
ー
ト
は
一
九
八
五
年
半
ば
に
一
ド
ル
＝
二
四
四
円
で
あ
っ
た
が
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
契
機
に
、
一
九
八
五
年

末
に
は
二
〇
〇
円
に
、
さ
ら
に
一
九
八
六
年
八
月
に
は
一
五
三
円
ま
で
上
昇
し
短
期
間
で
六
〇
％
の
円
高
と
な
っ
た
。
日
本
の
輸
出
型

産
業
は
、
ド
ル
建
て
輸
出
比
率
を
採
用
し
た
た
め
に
、
国
内
景
気
は
急
速
に
悪
化
し
て
い
っ
た
。
金
融
は
円
高
不
況
へ
の
対
処
と
し
て

緩
和
さ
れ
、
そ
し
て
公
定
歩
合
は
一
九
八
六
年
だ
け
で
四
回
（
合
計
二
・
〇
％
）
引
き
下
げ
ら
れ
た
［
西
村
、
一
九
九
九
：
三
〇
］。
円

高
の
影
響
は
、
輸
出
企
業
の
業
績
を
低
下
さ
せ
た
。
金
融
政
策
は
、
景
気
対
策
を
考
え
れ
ば
、
金
利
を
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
四
月
一
三
日
、
中
曽
根
は
首
脳
会
議
で
、
竹
下
は
Ｇ
５
で
、
円
高
を
抑
制
す
る
た
め
の
協
力
を
レ
ー
ガ
ン
、
ベ
ー
カ
ー

に
求
め
た
。
し
か
し
、
日
本
側
の
要
請
は
、
米
国
の
議
会
内
の
保
護
主
義
的
な
傾
向
に
あ
っ
て
、
対
外
不
均
衡
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い

以
上
、
為
替
政
策
を
変
更
で
き
な
い
と
拒
絶
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

自
民
党
の
宮
沢
は
、「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」
に
関
す
る
閣
僚
会
議
席
上
で
、
中
曽
根
に
対
し
て
急
速
な
円
高
を
も
た
ら
し
た
「
プ
ラ
ザ

合
意
」
と
そ
れ
へ
の
政
府
対
応
の
不
足
を
批
判
し
た
。
円
高
・
ド
ル
安
で
も
対
外
不
均
衡
は
む
し
ろ
悪
化
し
、
輸
出
産
業
、
特
に
中
小

企
業
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
ず
、
そ
れ
に
と
も
な
い
政
権
・
与
党
内
の
抗
争
を
激
化
さ
せ
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
八
二
］。

一
九
八
六
年
七
月
、
自
民
党
は
衆
参
同
日
選
挙
に
勝
利
し
た
。
第
三
次
中
曽
根
内
閣
で
は
、
円
高
対
策
の
た
め
に
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」

を
批
判
し
た
宮
沢
が
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
。
中
曽
根
首
相
は
宮
沢
を
蔵
相
に
指
名
す
る
こ
と
で
円
高
と
宮
沢
か
ら
の
批
判
を
封
じ
込

め
、
そ
し
て
宮
沢
の
主
張
す
る
積
極
財
政
で
政
策
の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
た
［
塩
田
、
一
九
九
四
：
三
六
二－

三
六
九
］。

宮
沢
は
円
高
阻
止
の
た
め
に
九
月
ベ
ー
カ
ー
と
会
見
し
た
。
次
期
首
相
を
狙
う
宮
沢
は
、
自
己
の
政
治
意
図
も
か
け
て
、
ラ
イ
バ
ル

の
竹
下
の
円
高
の
行
き
過
ぎ
に
批
判
的
で
あ
り
、
財
政
を
出
動
し
て
で
も
景
気
刺
激
を
行
う
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。
ベ
ー
カ
ー
は
、

議
会
の
保
護
主
義
法
案
の
審
議
に
対
抗
す
る
に
は
、
先
進
国
の
内
需
拡
大
を
必
要
と
す
る
が
、「
協
調
介
入
」
を
そ
の
と
き
に
は
約
束

し
な
か
っ
た
。

第30巻――38



ベ
ー
カ
ー
は
、
補
正
予
算
を
組
み
、
内
需
拡
大
し
、
金
利
を
下
げ
、
景
気
対
策
を
行
う
べ
き
だ
、
と
逆
提
案
を
し
た
。
窮
地
に
陥
っ

た
宮
沢
は
、
赤
字
国
債
を
発
行
し
て
で
も
、
米
国
の
要
求
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
末
か
ら
、
中
曽
根
は
円
高
阻
止
に
は
財
政
出
動
し
か
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
政
権
の
使
命
と
し
て
掲
げ
た
「
増
税
な

き
財
政
再
建
」
の
方
針
と
の
調
整
を
ど
う
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。
当
然
、
大
蔵
官
僚
は
大
規
模
な
補
正
予
算
に
反
対
し
た
。
宮
沢

は
円
高
圧
力
と
内
需
拡
大
の
要
請
の
矢
面
に
た
っ
た
。

当
時
、
日
本
は
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
田
中
内
閣
時
代
の
列
島
改
造
計
画
に
よ
る
、
巨
額
の
赤
字
国
債
を
抱
え
て
い
た
。
一
九
八

〇
年
代
に
中
曽
根
内
閣
は
こ
の
処
理
を
政
権
課
題
と
し
て
い
た
。
結
局
、
一
九
八
六
年
九
月
に
は
「
総
合
経
済
対
策
」
と
い
う
財
政
対

策
が
立
て
ら
れ
た
。
内
需
拡
大
の
財
政
政
策
は
三
兆
六
〇
〇
〇
億
円
規
模
の
景
気
対
策
が
組
ま
れ
た
。
そ
の
う
ち
公
共
事
業
予
算
は
五

四
〇
〇
億
円
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
一
般
公
共
事
業
費
と
災
害
復
旧
費
で
あ
っ
た
。
金
額
の
多
い
災
害
復
旧
費
は
翌
年
度
の
前
倒
し
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
内
実
は
景
気
対
策
の
一
三
〇
〇
億
円
で
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
赤
字
国
債
を
避
け
た
い
大
蔵
省
の
苦
肉

の
策
で
あ
っ
た
。

一
九
八
六
年
一
〇
月
、
三
重
野
日
銀
副
総
裁
は
、
株
、
土
地
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
、
絵
画
ま
で
値
上
げ
し
て
い
る
の
で
、
公
定
歩
合
を

低
下
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
国
会
で
発
言
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
米
国
の
要
求
に
応
え
る
た
め
「
プ
ラ
ザ
合
意
」

以
降
、
三
％
と
い
う
当
時
、
史
上
最
低
の
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
た
。
預
金
金
利
が
低
下
し
た
た
め
、
資
金
が
有
利
な
投
資

先
を
求
め
出
し
て
い
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、
東
京
の
土
地
は
三
〇
％
以
上
値
上
が
り
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の
影
は
忍
び
寄
っ
て
い

た
。米

国
は
日
本
の
内
需
拡
大
策
を
高
く
評
価
し
、
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
を
図
る
日
米
間
の
「
調
整
」
と
「
協
調
」
を
発
表
し
た
。
一
九

八
六
年
一
〇
月
三
一
日
、
日
米
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た
。
大
蔵
省
と
米
国
財
務
省
は
、
為
替
相
場
の
不
安
定
が
経
済
成
長
を
脅
か
す
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と
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
円
・
ド
ル
相
場
の
調
整
が
基
礎
的
条
件
と
合
致
す
る
こ
と
を
共
同
発
表
し
た
。
こ
の
発
表
を
機
に
一
ド
ル

＝
一
六
〇
円
台
ま
で
戻
っ
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
三
兆
六
〇
〇
〇
億
円
の
景
気
対
策
は
日
米
協
調
歩
調
を
危
う
く
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

米
国
政
府
は
、
グ
ラ
ム
・
ラ
ド
マ
ン
・
ホ
リ
ン
グ
ス
法
（Gram

m
-Rudm

an-H
ollings

A
ct

）
に
そ
っ
て
、
財
政
赤
字
の
削
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
経
済
成
長
を
促
進
す
る
税
制
改
革
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二

円
高
苦
境
下
の
日
本

一
九
八
七
年
一
月
八
日
、
米
国
議
会
で
ベ
ー
カ
ー
は
、
ド
ル
安
が
妥
当
と
日
米
共
同
発
表
を
覆
す
発
言
を
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
米
国

は
日
本
の
景
気
対
策
が
「
見
せ
か
け
」
だ
け
と
見
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
日
米
協
調
は
再
度
崩
れ
、
円
は
上
昇
す
る
。
日
本
は
九
〇
億

ド
ル
（
約
一
兆
四
〇
〇
〇
億
円
）
の
介
入
を
実
施
す
る
が
、
一
月
一
〇
日
、
円
は
一
ド
ル
＝
一
五
〇
円
を
突
破
し
た
。
ベ
ー
カ
ー
は
日

本
に
圧
力
を
加
え
る
行
動
に
転
じ
た
。

一
九
八
七
年
一
月
二
一
日
、
宮
沢
は
ベ
ー
カ
ー
に
前
年
一
〇
月
の
日
米
共
同
発
表
の
履
行
を
要
請
し
た
が
、
ベ
ー
カ
ー
は
、
為
替
相

場
を
「
調
整
」
す
る
こ
と
で
の
通
貨
レ
ー
ト
の
安
定
と
引
き
換
え
に
、
日
本
側
の
内
需
拡
大
を
再
度
迫
っ
た
。
日
本
政
府
は
新
た
な
財

政
政
策
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
米
国
政
府
は
即
座
の
日
本
側
の
行
動
を
要
求
し
た
が
、
日
本
政
府
は
そ
の
準
備
時
間

を
必
要
と
し
た
。
そ
の
時
、
日
本
で
は
即
対
応
で
き
る
の
は
日
本
銀
行
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
公
定
歩
合
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
で

あ
る
。
そ
れ
は
二
・
五
％
と
な
っ
た
。
日
銀
は
、
バ
ブ
ル
経
済
を
危
惧
し
た
が
、
円
高
阻
止
を
ま
ず
優
先
さ
せ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
、
政
策
協
調
の
強
化
と
市
場
介
入
を
決
め
た
の
は
、
一
九
八
七
年
二
月
二
二
日
の
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
（Louvre

A
ccord

）」
で
あ
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
ド
ル
高
・
円
安
の
是
正
が
、
一
転
し
て
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
で
は
円
高
・
ド
ル
安
の
是
正
に

変
わ
っ
た
。
一
ド
ル
＝
二
〇
〇
円
台
を
割
り
込
ん
だ
円
相
場
は
、
そ
の
後
も
上
昇
し
、
一
九
八
七
年
に
は
一
ド
ル
＝
一
五
〇
円
を
切
り
、
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「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
の
時
期
は
、
日
本
で
は
円
高
不
況
が
深
刻
化
し
て
の
で
、
今
度
は
円
高
是
正
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
［
大
場
、

一
九
九
五
：
一
八
〇
］。

「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
（targetzone

）」
や
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
（reference

range

）」
に
近

い
為
替
相
場
の
ス
キ
ー
ム
を
創
出
し
た
。「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
は
、
為
替
相
場
を
目
標
圏
内
に
収
め
る
た
め
、
各
国
の
経
済
政

策
に
厳
し
い
節
度
を
求
め
、
と
き
に
は
強
力
な
市
場
介
入
を
実
施
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
レ
ン
ジ
」
は
、
世
界

経
済
の
安
定
成
長
や
不
均
衡
是
正
を
実
現
す
る
た
め
、
各
国
が
整
合
性
の
あ
る
政
策
を
と
り
、
そ
の
結
果
、
為
替
相
場
の
安
定
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
は
よ
り
直
接
的
、
能
動
的
な
対
策
で
あ
る
。
日
本
は
、
黒
字
国
で
あ
る
た
め
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は

「
内
需
拡
大
は
対
外
黒
字
を
縮
小
す
る
よ
う
な
財
政
金
融
政
策
を
続
け
る
」
合
意
で
あ
っ
た
。
米
国
は
、「
財
政
赤
字
を
一
九
八
七
年

会
計
年
度
に
見
込
ま
れ
る
対
G
N
P
比
三
・
九
％
か
ら
、
一
九
八
八
年
会
計
年
度
に
お
い
て
二
・
三
％
に
削
減
す
る
と
の
観
点
か
ら
政

策
を
遂
行
す
る
。
金
融
政
策
を
イ
ン
フ
レ
を
と
も
な
わ
ず
に
整
合
的
に
な
さ
れ
る
」
と
い
う
約
束
を
す
る
。
西
ド
イ
ツ
は
金
融
政
策
に

つ
い
て
「
物
価
の
安
定
と
持
続
的
経
済
成
長
の
条
件
を
改
善
す
る
」
こ
と
で
合
意
し
た
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
八
一
］。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
一
年
も
経
た
ず
に
、
こ
の
政
策
協
調
が
破
綻
す
る
。
一
九
八
七
年
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
、
西

ド
イ
ツ
連
邦
銀
行
が
政
策
協
調
を
重
視
す
る
な
ら
、
短
期
金
利
の
高
め
誘
導
を
行
い
、
こ
れ
に
日
銀
も
追
随
し
た
。
黒
字
国
の
日
本
と

西
ド
イ
ツ
は
短
期
低
金
利
を
維
持
す
べ
き
と
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
、
米
国
の
財
政
赤
字
削
減
が
不
十
分
で
あ
る
観
測

が
市
場
に
広
ま
っ
た
。
主
要
参
加
国
の
政
策
協
調
が
破
綻
し
た
。
こ
の
こ
と
が
一
〇
月
一
九
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
の
株
価
大
暴
落

と
、
そ
れ
に
続
く
ド
ル
安
を
引
き
起
こ
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
」
で
あ
る
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
八
二－

一
八
三
］。

株
価
の
回
復
も
為
替
相
場
の
安
定
も
期
待
で
き
な
い
認
識
は
、
通
貨
当
局
に
も
市
場
関
係
者
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
西
ド
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イ
ツ
連
銀
と
日
銀
は
短
期
金
利
を
引
き
上
げ
た
。
米
国
で
は
、
財
政
赤
字
削
減
は
、
政
府
と
議
会
と
の
交
渉
で
は
一
二
月
ま
で
要
し
た
。

一
九
八
七
年
一
二
月
下
旬
、
G
７
（
G
5
に
イ
タ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
）
が
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。「
こ
れ
以
上
の
ド
ル
の
下
落
、
あ

る
い
は
調
整
過
程
を
阻
害
す
る
ド
ル
の
上
昇
は
逆
効
果
で
あ
る
」。
こ
れ
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
合
意
」
で
あ
る
。

日
本
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
、
米
国
に
財
政
赤
字
削
減
を
求
め
た
。
す
な
わ
ち
、
長
期
高
金
利
は
、
米
国
の
財
政
赤
字
が
大
き
い

た
め
で
あ
り
、
当
時
の
F
R
B
は
、
財
政
赤
字
の
金
融
政
策
に
ハ
ー
ド
・
マ
ネ
タ
リ
ー
・
ポ
リ
シ
ー
（
引
き
締
め
的
な
金
融
政
策
）、

つ
ま
り
短
期
金
利
を
高
め
に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し
な
い
と
、
イ
ン
フ
レ
が
加
速
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
［
大
場
、

一
九
九
五
：
一
八
六
］。
そ
れ
は
米
国
に
と
っ
て
は
認
め
ら
れ
る
が
、
政
策
協
調
の
信
頼
を
崩
す
こ
と
に
な
っ
た
。

米
国
は
世
界
最
強
の
軍
事
力
と
世
界
最
大
の
債
務
国
と
相
反
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
巨
額
の
財
政
赤
字
を
出
す
米
国
が
軍
事
大

国
の
座
を
維
持
で
き
る
は
、
ド
ル
が
基
軸
通
貨
だ
か
ら
で
あ
る
。
ド
ル
は
も
っ
と
も
使
い
や
す
い
通
貨
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
世

界
の
ド
ル
依
存
体
制
は
揺
る
が
な
か
っ
た
。

一
九
八
七
年
二
月
、
米
国
の
貿
易
赤
字
が
過
去
最
高
一
四
〇
〇
億
ド
ル
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
日
米
が
「
調
整
」
し
て
市
場
介
入
す

る
が
、
円
高
は
一
ド
ル
＝
一
四
〇
円
台
を
突
破
す
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、
東
京
市
場
の
取
扱
量
は
急
速
に
拡
大
し
、
介
入
し
て

も
収
ま
る
よ
う
な
規
模
で
は
な
く
な
っ
た
。
東
京
市
場
の
取
引
高
は
三
倍
に
膨
れ
上
が
る
。
日
銀
は
、
F
R
B
か
ら
さ
ら
な
る
公
定
歩

合
の
引
き
下
げ
を
要
請
さ
れ
た
。
中
曽
根
は
、
円
高
阻
止
に
は
本
格
的
な
財
政
出
動
し
か
な
い
、
と
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

そ
の
決
定
は
大
蔵
省
の
緊
縮
財
政
方
針
の
中
断
を
意
味
し
た
。
五
月
二
九
日
に
中
曽
根
政
権
は
、
六
兆
円
の
内
需
拡
大
策
を
組
ん
だ
。
そ

れ
は
円
高
不
況
へ
の
対
策
と
は
い
え
、
政
権
が
掲
げ
た
財
政
再
建
に
逆
行
す
る
と
と
も
に
、
バ
ブ
ル
経
済
へ
の
流
れ
を
強
め
る
結
果
と

な
る
［
服
部
、
二
〇
一
五
：
二
四
二
］。

（
7
）

し
か
し
、
緊
縮
財
政
の
中
で
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る
財
源
は
な
か
っ
た
。
地
方
銀
行
協
会
の
中
川
幸
次
理
事
か
ら
内
需
拡
大
と
財
政
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再
建
の
両
立
可
能
案
が
提
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
の
売
却
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
秋
、
一
株
当
た
り
一
一
九
万
円
で
売
却
さ
れ

た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
は
、
三
〇
〇
万
円
を
超
え
る
高
値
を
つ
け
た
。
そ
の
案
に
よ
れ
ば
、
売
却
収
入
が
国
庫
に
入
る
し
、
そ
の
後
、
景
気
回
復

で
税
収
の
自
然
増
加
も
見
込
め
る
、
と
予
測
し
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
財
源
は
バ
ブ
ル
絡
み
の
株
や
土
地
な
ど
に
よ
る
税
収
入
に
基
づ

い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
、
日
本
企
業
の
多
く
は
円
高
に
次
第
に
適
用
し
始
め
て
い
た
。
円
高
に
よ
る
輸
入
原
材
料
費
の
低
下
も
あ
っ
た
。
当
時
、
日

本
経
済
は
や
っ
と
円
高
不
況
を
脱
し
始
め
た
が
、
そ
の
反
面
、
バ
ブ
ル
経
済
の
前
兆
が
現
わ
れ
始
め
た
。
そ
こ
に
は
米
国
の
要
求
に
応

え
る
、
戦
後
最
大
の
景
気
対
策
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
七
年
五
月
に
、
大
蔵
省
は
五
兆
円
の
対
策
原
案
を
中
曽
根
首
相
に
提
示

し
た
。
そ
れ
に
中
曽
根
は
一
兆
円
さ
ら
に
追
加
し
た
。
景
気
対
策
は
一
兆
円
の
減
税
を
柱
と
す
る
過
去
最
高
の
六
兆
円
で
あ
っ
た
。
中

曽
根
政
権
は
金
融
緩
和
政
策
と
内
需
拡
大
策
を
推
進
し
た
。
そ
れ
は
「
行
政
改
革
」
予
算
と
の
決
別
、
言
い
換
え
れ
ば
、
財
政
再
建
策

の
放
棄
で
あ
っ
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二
〇
七－

二
〇
八
］。

そ
の
結
果
、
米
国
は
、
円
高
容
認
の
発
言
を
撤
回
し
、
日
本
国
内
で
は
内
需
は
急
速
に
拡
大
し
た
。
株
、
絵
画
、
そ
し
て
土
地
へ
の

投
機
な
ど
の
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
が
活
発
化
し
、
そ
し
て
貿
易
黒
字
は
減
少
し
て
い
っ
た
。
人
々
は
好
景
気
が
持
続
す
る
と
信
じ
、
企
業
は

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
資
を
繰
り
返
し
た
。
内
需
拡
大
策
は
資
産
バ
ブ
ル
経
済
で
し
か
な
か
っ
た
。

（
8
）

三
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
始
ま
り
と
、
そ
の
後
の
「
予
め
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
続
き

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
日
米
を
中
心
と
し
た
先
進
国
に
よ
る
協
調
的
な
ド
ル
切
下
げ
宣
言
に
よ
っ
て
、
ド
ル
は
円
だ
け
で
な
く
非
ド

ル
通
貨
に
対
し
て
も
急
速
に
値
を
下
げ
た
。
ド
ル
は
G
５
が
予
想
し
た
以
上
に
売
ら
れ
た
。

一
九
八
七
年
に
も
ド
ル
の
下
落
と
円
高
傾
向
は
続
き
、
G
５
に
カ
ナ
ダ
と
イ
タ
リ
ア
が
加
わ
っ
た
G
7
が
為
替
相
場
の
安
定
の
た
め
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「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
を
宣
言
し
た
と
き
で
さ
え
、
ド
ル
の
下
落
（
円
高
）
は
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
七
年
末
に
は
ド
ル
は
一
二
〇

円
台
ま
で
に
達
し
た
。
一
九
八
八
年
以
降
、
円
は
ド
ル
に
対
し
一
二
〇
円
台
の
状
態
に
な
り
、
一
九
八
九
年
以
降
、
水
準
を
切
上
げ
る

展
開
に
転
じ
た
。

円
高
と
、
貿
易
摩
擦
の
悪
化
へ
の
対
処
を
求
め
る
「
外
圧
」
は
、
円
高
克
服
の
た
め
の
景
気
刺
激
策
を
求
め
る
「
内
圧
」
と
呼
応
し

て
、
日
本
の
財
政
は
財
政
再
建
か
ら
内
需
拡
大
の
逆
方
向
へ
と
シ
フ
ト
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
日
本
の
経
済
界
も
景
気
回
復
の
優

先
を
求
め
た
［
田
所
、
二
〇
〇
一
：
二
二
五
］。
宮
沢
な
ど
の
有
力
政
治
家
が
景
気
浮
揚
策
を
積
極
的
に
行
動
せ
ざ
る
を
な
く
な
っ
た
。
ま

た
、
国
際
的
な
経
済
発
展
の
必
要
性
か
ら
、
日
本
は
西
ド
イ
ツ
と
と
も
に
世
界
経
済
の
牽
引
役
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。一

九
八
五
年
九
月
か
ら
の
G
５
に
よ
る
「
人
為
的
な
ド
ル
値
下
げ
」
の
操
作
は
、
当
初
二
カ
月
程
度
を
想
定
し
、
ド
ル
の
切
下
げ
幅

は
一
〇
か
ら
一
五
％
程
度
で
あ
っ
た
。
実
際
、
日
米
協
調
介
入
は
一
九
八
五
年
一
一
月
が
最
後
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」

に
あ
る
ド
ル
切
下
げ
の
政
治
的
意
図
は
、
そ
の
後
三
年
間
為
替
市
場
を
支
配
し
、
各
国
の
思
惑
を
超
え
て
ド
ル
値
下
げ
を
加
速
さ
せ
た
。

そ
れ
は
各
国
の
協
調
戦
略
が
為
替
レ
ー
ト
に
影
響
し
た
こ
と
と
同
時
に
、
い
っ
た
ん
動
き
出
し
た
為
替
の
流
れ
は
協
調
介
入
で
は
抑
制

で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

確
か
に
、
一
九
八
五
年
以
降
、
為
替
調
整
は
、
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
数
年
間
、
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
で
は
、
日
本
の
経

常
黒
字
は
一
九
九
〇
年
に
は
半
減
し
た
。
他
方
、
米
国
の
経
常
赤
字
は
縮
小
し
、
一
九
九
一
年
に
は
収
支
が
均
衡
す
る
ま
で
改
善
さ
れ

た
。
通
貨
は
市
場
に
任
せ
る
と
す
る
考
え
方
は
破
綻
し
た
［
飯
田
、
二
〇
〇
七
：
一
三
七
、
一
四
五－

一
四
六
］。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
円
高
・
ド
ル
安
の
基
調
に
は
変
化
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
経
常
黒
字
は
増
加
に
転
じ
、
米
国
で

は
そ
の
赤
字
の
拡
大
が
始
ま
っ
た
。
結
局
、
ド
ル
の
大
幅
切
下
げ
（
円
の
切
上
げ
）
は
、
短
期
的
な
効
果
を
生
み
出
し
た
と
は
い
え
、
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恒
常
的
な
不
均
衡
を
解
消
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
米
国
で
は
急
激
な
ド
ル
安
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
発
生
し
た
。
こ
の

こ
と
は
長
期
金
利
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
」
へ
の
伏
線
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
円
高
が
「
円
高
不
況
」
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
大
蔵
省
と
日
銀
が
積
極
的
な
緩
和
政
策
に
転
じ
た
。
日

銀
は
、
一
九
八
五
年
の
五
％
の
公
定
歩
合
を
一
九
八
七
年
に
二
・
五
％
ま
で
引
き
下
げ
た
。
そ
れ
は
株
や
不
動
産
な
ど
に
投
資
す
る

「
財
テ
ク
」
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
政
府
は
米
国
が
要
求
し
た
内
需
拡
大
の
た
め
公
共
事
業
な
ど
の
財
政
出
動

政
策
を
実
行
し
た
。
こ
れ
は
国
債
増
発
へ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
こ
の
政
府
の
財
政
支
出
は
膨
ら
ん
だ
。
自
民
党
政
権
は
、
二
つ
の
経
済
的
な
「
顧
客
（constituency

）」
で
あ
る
、
グ

ロ
ー
バ
ル
で
は
競
争
的
な
立
場
と
国
内
的
に
保
護
主
義
的
な
立
場
の
両
方
を
組
み
込
み
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
は
経
済
運
営
で
は
動
揺

し
た
と
し
て
も
、
政
治
的
支
持
の
観
点
で
は
、
そ
れ
ら
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
本
は
、
政
治
情
勢
の
安
定
が
規
制
緩
和
、
国
内

需
要
、
そ
し
て
輸
入
と
投
資
の
開
放
で
新
た
な
方
向
に
移
る
誘
因
（incentive

）
を
与
え
ら
れ
た

Pem
pel,2006:45-46

［

］。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
自
民
党
政
権
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
と
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
政
策
に
お
い
て
、
二
つ
の
経
済
的
な
「
顧
客
」
か
ら
の
支
持
を

強
化
す
る
代
わ
り
に
、
政
策
と
経
済
部
門
の
間
で
の
厳
し
い
変
動
を
予
期
す
る
選
択
を
回
避
し
た
。
だ
が
、
こ
の
積
極
的
な
円
高
不
況

対
策
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
バ
ブ
ル
経
済
へ
と
日
本
を
突
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
バ
ブ
ル

経
済
の
反
動
か
ら
、
長
期
デ
フ
レ
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
以
降
の
日
本
政
府
の
低
金
利
と
財
政
出
動
と
い
う
経
済
対
策
と
、
そ
の
後
の
バ

ブ
ル
時
代
を
直
接
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
れ
は
合
意
形
成
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
副
産
物
（
と
い
う
よ
り
も
っ

と
大
き
な
産
物
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、）
と
し
て
、
日
本
経
済
の
「
未
曾
有
の
資
産
バ
ブ
ル
（assetbubble

）」
と
い
う
現
象
を
も
た

ら
す
媒
介
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
の
「
量
的
緩
和
に
よ
る
株
高
・
不
動
産
高
期
待
」
と
い
う
「
金
融
が
創
り
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出
す
幻
想
の
時
代
」
に
連
な
っ
て
い
る
。

第
五
章

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
の
整
理

為
替
相
場
は
、
国
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
が
ゆ
え
に
、
そ
の
政
治
経
済
的
な
視
点
は
重
要
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
通
貨
レ
ジ
ー
ム

が
展
開
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
政
府
が
為
替
レ
ー
ト
政
策
を
遂
行
す
る
の
か
、
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

戦
後
の
固
定
相
場
制
は
、
米
国
の
圧
倒
的
な
金
の
保
有
量
と
、
そ
の
安
定
し
た
経
済
力
が
前
提
で
あ
っ
た
。
固
定
相
場
制
か
ら
変
動

相
場
制
へ
の
移
行
は
為
替
相
場
を
自
由
化
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
資
本
移
動
を
国
家
規
制
か
ら
開
放
さ
せ
る
。

為
替
レ
ー
ト
の
変
動
は
資
本
移
動
に
影
響
し
、
貿
易
収
支
の
調
整
を
失
わ
せ
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
前
、
米
国
の
財
政
赤
字
が
米

国
の
金
利
を
高
く
し
、
他
国
と
の
金
利
差
を
拡
大
し
た
。
外
国
か
ら
の
資
本
が
米
国
へ
流
入
し
続
け
た
。
ド
ル
・
レ
ー
ト
は
高
く
な
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
米
国
の
貿
易
収
支
は
い
っ
そ
う
悪
化
し
、
ド
ル
高
へ
の
調
整
は
か
え
っ
て
増
幅
さ
せ
た
［
山
本
、
一
九
八
九
：
一
七
三
］。

そ
の
対
処
に
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
い
わ
ば
、「
ロ
ー
ザ
構
想
」
の
よ
う
な
、
固
定
相
場
制
へ
の
部
分
的
な
復
帰
を
目
指
し
た
、
と
言

え
る
。
そ
れ
は
レ
ジ
ー
ム
内
で
の
「
協
調
」
と
「
調
整
」
と
い
う
、
共
有
で
き
る
「
管
理
」
と
い
う
「
理
論
面
」
で
は
有
効
と
な
る
は

ず
な
の
だ
が
、
そ
れ
も
、
現
実
面
で
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
は
円
高
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

通
貨
レ
ジ
ー
ム
は
「
調
整
」
と
「
協
調
」
を
も
と
に
機
能
す
る

Broz,Frieden,2006

［

］。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
事
例
か
ら
、
国
際
的

な
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
、
さ
き
に
（
第
一
章
三
）
述
べ
た
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
整
理
で
き
る
。

一

ポ
イ
ン
ト
一

ポ
イ
ン
ト
一
は
、
国
内
外
の
為
替
レ
ー
ト
政
策
を
統
合
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
貨
を
ど
の
よ
う
に
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管
理
す
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
際
、
あ
る
国
家
の
政
策
形
成
者
は
、
通
貨
レ
ジ
ー
ム
を
考
慮
し
な
が
ら
自
国
の
通
貨
レ
ー
ト
政
策
を
形

成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、「
管
理
為
替
市
場
」
を
意
味
す
る
。
本
事
例
で
は
、
日
米
の
貿
易
不
均
衡
が

根
底
に
あ
っ
た
。
当
事
国
は
こ
の
原
因
と
意
図
を
真
に
解
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
米
国
は
日
本
の
内
需
拡
大
に
期
待
を
寄
せ
、

日
本
に
景
気
刺
激
策
を
強
く
求
め
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
米
国
の
意
図
を
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
措
置
は
、

内
実
は
と
も
か
く
と
し
て
、
国
際
通
貨
の
安
定
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

た
だ
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
よ
る
為
替
レ
ー
ト
調
整
は
、
日
米
間
の
貿
易
収
支
不
均
衡
の
改
善
に
は
有
効
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

の
疑
問
が
残
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
、
短
期
間
、
為
替
調
整
の
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。
確
か
に
、
日
本
の
経
常
黒
字
は
一
九
八
六

年
を
頂
点
と
し
、
一
九
九
〇
年
に
は
黒
字
が
半
減
し
た
。
米
国
の
経
常
赤
字
も
徐
々
に
縮
小
し
て
、
一
九
九
一
年
に
は
ほ
ぼ
収
支
均
衡

す
る
ま
で
に
改
善
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
日
本
の
経
常
黒
字
は
増
加
に
転
じ
、
再
度
、
米
国
の
経
常
赤
字
が
始
ま
っ
た
。
結
局
、
ド

ル
の
切
下
げ
は
短
期
的
な
効
果
に
す
ぎ
ず
、
恒
常
的
と
も
い
え
る
不
均
衡
を
解
消
で
き
な
か
っ
た
［
倉
都
、
二
〇
一
四
：
六
六
］。

ポ
イ
ン
ト
一
に
関
し
て
、
日
米
通
貨
レ
ジ
ー
ム
は
当
初
、
米
国
の
ド
ル
安
対
策
に
端
を
発
し
、
日
米
協
調
体
制
が
組
ま
れ
た
が
、
両

国
の
「
調
整
」
と
「
協
調
」
へ
の
思
惑
の
相
違
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
表
面
化
す
る
。
例
え
ば
、
日
米
間
の
「
政
策
協
調
」
の
捉
え

方
に
齟
齬
が
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
両
国
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
関
係
の
認
識
の
違
い
が
あ
る
。
米
国
は
日
本
の
市
場
開
放
や
輸

出
規
制
を
期
待
し
た
が
、
日
本
は
通
貨
レ
ー
ト
の
安
定
を
要
望
し
た
。

変
動
相
場
制
を
と
る
国
々
で
は
、
国
際
的
な
マ
ク
ロ
政
策
協
調
は
意
味
が
な
い
、
と
す
る
見
解
が
あ
る
［
野
口
、
二
〇
〇
五
参
照
］。
あ

る
意
味
で
、
日
本
は
黒
字
減
ら
し
と
円
・
ド
ル
の
安
定
化
と
い
う
二
つ
の
マ
ク
ロ
的
目
標
を
強
要
さ
れ
た
。
日
本
政
府
は
こ
れ
ら
の
条

件
を
経
済
大
国
と
し
て
受
け
入
れ
る
義
務
と
み
な
し
た
。
し
か
し
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
や
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
お
け
る
為
替
調
整
は
、

広
義
の
「
固
定
相
場
制
」
へ
の
部
分
的
復
帰
で
あ
り
、
特
定
国
の
マ
ク
ロ
政
策
が
日
米
間
で
き
ち
ん
と
対
称
的
に
行
わ
れ
る
可
能
性
は
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少
な
か
っ
た
。

米
国
の
貿
易
赤
字
の
原
因
は
、
財
政
赤
字
と
金
融
引
き
締
め
政
策
の
組
み
合
わ
せ
を
主
因
と
す
る
が
、
米
国
の
金
利
を
引
き
上
げ
て

海
外
か
ら
の
資
本
流
入
を
促
進
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
赤
字
解
消
に
必
要
な
の
は
政
治
的
決
断
を
必
要
と
考
え
ら
れ
、

そ
の
解
決
策
が
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
あ
り
、
先
進
国
間
の
経
常
収
支
の
不
均
衡
を
協
調
し
て
是
正
す
る
合
意
で
も
あ
っ
た
［
加
野
、
二
〇

〇
六
：
一
九
八
］。
そ
し
て
、
一
国
の
単
独
介
入
は
、
そ
の
威
力
に
限
界
が
あ
る
以
上
に
、
さ
ら
に
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
［
倉
都
、
二
〇
一
四
：
六
五
］。

何
の
た
め
の
レ
ジ
ー
ム
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
質
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
円
高
・
ド
ル
安
を
目
的
と
す
る
「
プ
ラ
ザ
合

意
」
に
は
効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
が
あ
る
［
高
橋
、
一
九
九
五
：
一
〇－

二
一
］。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
八
五
年
二
月
を
ピ
ー
ク
と
し

て
、
ド
ル
は
下
落
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
な
し
に
ド
ル
安
が
続
行
で
き
た
か
ど
う
か
、
ま
た
市
場
を
混

乱
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
は
予
見
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
意
識
に
よ
っ
て
の
み
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
参
加
し
た
国
々
に
国
際
協

調
を
認
め
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
九
六
］。

国
際
協
調
は
、
国
際
資
本
移
動
の
急
激
な
拡
大
で
必
要
と
さ
れ
る
国
際
金
融
で
は
、
各
国
の
通
貨
政
策
に
関
与
す
る
政
策
形
成
者
が

結
束
し
て
対
処
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
協
調
行
動
は
、
例
外
的
に
対
処
す
る
場
合
を
除
き
、
普
段
の
相
互
監
視
の
も
と
づ
く
情
報
交
換

が
協
調
体
制
の
基
盤
を
強
化
す
る
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二
〇
八
］。
こ
れ
が
徹
底
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

日
米
両
国
政
府
の
思
惑
の
ち
が
い
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
日
米
構
造
改
革
（
S
I
I
）
に
連
な
っ
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
認
識
の
ち

が
い
と
情
報
共
有
の
な
さ
は
、
通
貨
レ
ジ
ー
ム
で
は
解
決
で
き
な
か
っ
た
。

も
っ
と
根
源
的
な
疑
問
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
際
通
貨
レ
ジ
ー
ム
は
本
当
に
必
要
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
政
策
協
調
は
有
意
で
あ
っ

た
の
か
。
米
国
の
経
常
収
支
の
赤
字
の
危
機
感
が
国
際
的
な
マ
ク
ロ
政
策
協
調
を
促
し
た
。
基
軸
通
貨
で
あ
る
ド
ル
の
暴
落
が
世
界
経
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済
を
混
乱
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
日
米
両
政
府
は
政
策
協
調
で
相
互
に
ド
ル
の
価
値
を
維
持
す
る
と
い
う
、
公
共
性
を
帯
び
た
共

通
財
を
担
保
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ド
ル
は
下
落
し
た
が
、
米
国
へ
の
資
本
流
入
は
続
い
た
の
に
、
政
策
の
調
整
と

協
調
が
、
本
当
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
か
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二
一
七
］。
円
・
ド
ル
の
為
替
処
理
が
、
あ
る
意
味
で
、「
固
定
相
場
制
」

へ
の
復
帰
を
必
要
と
す
る
こ
と
だ
け
が
結
論
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
米
国
の
経
済
危
機
を
救
う
た
め
だ
け
の
政
策
だ
っ
た
の
か
。

二

ポ
イ
ン
ト
二

ポ
イ
ン
ト
二
は
、
理
論
的
と
経
験
的
な
不
確
実
な
事
情
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
米
両
政
府
は
、
相
互
の
事
情

や
企
図
を
了
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宮
沢
が
述
懐
す
る
よ
う
に
［
御
厨
、
二
〇
一
六
：
二
三
一－

二
三
七；

久
保
田
、
二
〇
〇
八
参
照
］、

日
米
両
政
府
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
前
に
ど
こ
ま
で
円
高
を
設
定
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
め
な
か
っ
た
こ
と
が
、
予
想
外
の
進
展
を
招

く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ド
ル
相
場
は
顕
著
に
下
落
し
て
も
、
米
国
の
経
常
収
支
に
は
影
響
せ
ず
、
米
国
は
日
本
に
内
需
拡
大

を
い
っ
そ
う
求
め
た
。
そ
の
た
め
日
銀
は
公
定
歩
合
を
繰
り
返
し
引
下
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
二
に
関
し
て
論
究
し
つ
づ
け
る
な
ら
、
不
確
実
な
事
情
（
そ
れ
に
最
終
的
な
予
測
）
に
お
い
て
、
当
初
の
予
測
は
理
論
上

精
緻
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
三
と
も
関
連
す
る
の
だ
が
、
米
国
の
政
治
目
的
（
双
子
の
赤
字
解
消
）
が
優
先
し
た
傾

向
が
あ
り
、
そ
の
後
の
通
貨
レ
ジ
ー
ム
の
存
在
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
が
引
き
続
い
て
生
じ
た
（
例
、
日
本
の
資
産
バ
ブ
ル
、
そ

の
後
の
長
期
景
気
後
退
）。
こ
れ
は
誰
に
も
想
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
よ
う
に
政
策
協
調
が
明
確
に
示
さ
れ
た
と
き
に
は
、
円
高
・
ド
ル
安
が
進
展
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
後
の
「
ル
ー

ブ
ル
合
意
」
に
お
い
て
、
何
度
か
の
合
意
確
認
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
政
策
協
調
の
信
頼
が
裏
切
ら
れ
た
こ
と
は
、
介
入
政
策
の
効
果

を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
。
こ
れ
は
予
測
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。
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米
国
の
要
求
で
あ
る
内
需
拡
大
の
た
め
の
六
兆
円
の
緊
急
経
済
対
策
は
、
米
国
の
赤
字
解
消
に
は
効
果
が
な
か
っ
た
。
政
治
的
意
図

か
ら
の
ド
ル
の
大
幅
な
切
下
げ
は
、
短
期
的
に
効
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
恒
常
的
な
不
均
衡
な
貿
易
収
支
の
解
消
を
も
た
ら
す
こ
と
は

な
か
っ
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
副
作
用
は
、
米
国
で
は
イ
ン
フ
レ
懸
念
が
長
期
金
利
の
上
昇
を
も
た
ら
し
、「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
」

へ
の
伏
線
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
、
円
高
不
況
対
策
は
「
バ
ブ
ル
経
済
」
と
な
っ
た
。
低
金
利
と
財
政
出
動
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
副

産
物
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
悪
影
響
を
も
た
ら
す
の
で
あ
っ
た
。

三

ポ
イ
ン
ト
三

ポ
イ
ン
ト
三
は
、
貿
易
・
投
資
・
通
貨
、
そ
れ
に
景
気
動
向
の
よ
う
に
相
互
に
密
接
に
関
連
す
る
要
因
に
関
す
る
事
情
の
解
明
で
あ

る
。
そ
れ
ら
に
由
来
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
レ
ジ
ー
ム
内
で
の
国
内
の
通
貨
レ
ー
ト
政
策
の
形
成
・
決
定
に
反
映
さ
せ
る
何
か
を
準
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
通
貨
レ
ー
ト
の
適
正
評
価
だ
け
で
な
く
、
レ
ジ
ー
ム
が
も
た
ら
す
効
果
も
想
定
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
、
ド
ル
は
二
四
〇
円
だ
っ
た
円
相
場
が
一
九
八
六
年
に
は
二
〇
〇
円
を
突
破
し
た
。
こ
の

出
来
事
は
、
為
替
調
整
が
対
外
収
支
の
不
均
衡
を
是
正
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
実
際
の
輸
出
が
減
る
以
上
に
速
い
ピ
ッ
チ
で
円

高
・
ド
ル
安
が
進
み
、
ド
ル
建
て
で
は
、
か
え
っ
て
日
本
の
対
米
輸
出
が
増
え
る
結
果
と
な
っ
た
。

ポ
イ
ン
ト
三
に
関
し
て
、
国
内
外
の
政
治
経
済
事
情
か
ら
説
明
を
要
す
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
ベ
ー
カ
ー
財
務

長
官
が
演
出
し
た
政
治
シ
ョ
ー
に
す
ぎ
な
い
が
、
た
だ
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
失
敗
が
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
必
要
と

し
た
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
［
高
橋
、
一
九
九
五
：
一
五；

船
橋
、
一
九
九
三
：
第
九
章
］。
あ
る
い
は
「
プ
ラ
ザ
戦
略
」
は
中
曽
根
首

相
、
竹
下
蔵
相
、
大
蔵
省
幹
部
に
よ
る
合
作
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
［
伊
藤
、
二
〇
〇
二
：
二
六
七
］。
ま
た
別
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
米

国
に
よ
る
対
日
圧
力
は
、
通
商
戦
略
と
通
貨
戦
略
の
二
本
立
て
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
競
争
力
に
お
い
て
、
経
済
力
で
は
部
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分
的
に
米
国
に
優
位
に
立
っ
た
日
本
が
、
米
国
の
政
治
力
で
押
し
切
れ
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
［
石
川
、
一
九
九
五
：

一
五
七
、
一
五
八
］。
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
経
済
政
策
の
失
政
が
対
外
不
均
衡
を
肥
大
さ
せ
て
、
議
会
の
保
護
主
義
を
誘
発
さ
せ
た
成
り
行

き
と
も
考
え
ら
れ
る
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
九
五
］。
あ
る
酷
評
に
よ
れ
ば
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
そ
れ
へ
の
再
検
討
の
機
会
を
設
け
な

か
っ
た
の
で
、
日
本
経
済
の
「
無
条
件
降
伏
」
と
な
っ
た
事
例
と
す
る
説
も
あ
る
［
岡
本
、
二
〇
一
八
：
二
二－

二
五
」。

四
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
日
本
経
済
を
犠
牲
に
し
て
、
米
国
政
府
が
自
国
経
済
の
回
復
に
目
指
し
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
最
大
限
利
用
し
た

結
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
政
府
は
、
ど
の
程
度
円
高
水
準
や
円
高
速
度
で
あ
れ
ば
、
日
本
経
済
が
耐
え
ら
れ
る
か
、
あ
る

い
は
構
造
変
化
に
置
き
去
り
に
さ
れ
な
い
た
め
の
方
策
を
必
要
と
す
る
か
の
対
応
し
か
選
択
し
な
か
っ
た
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
六
三
］。

こ
れ
は
、
結
果
に
対
す
る
政
治
判
断
・
責
任
の
な
さ
、
さ
ら
に
述
べ
れ
ば
、
政
治
戦
略
の
不
足
を
証
明
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
［
伊
藤
、

二
〇
〇
二
参
照
］。

レ
ー
ガ
ン
政
権
の
軍
事
と
経
済
の
両
安
全
保
障
を
考
え
る
な
ら
、
具
体
的
に
は
、
ド
ル
防
衛
と
国
防
を
同
時
に
推
進
す
る
こ
と
を
意

味
す
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
シ
ュ
ル
ツ
国
防
長
官
と
ベ
ー
カ
ー
財
務
長
官
の
共
作
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

シ
ュ
ル
ツ
は
防
衛
能
力
（
例
、
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
リ
ン
グ
）
を
、
ベ
ー
カ
ー
は
ド
ル
と
円
と
の
価
値
均
衡
（
例
、
ド
ル
安
・
円
高
）
を

日
本
に
対
し
て
「
調
整
」
さ
せ
る
「
協
力
者
」
で
あ
っ
た
［
岡
部
、
一
九
八
七
：
七
六－

七
九
］。
た
だ
し
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
結
末
ま
で

予
測
し
た
通
り
で
あ
っ
た
か
疑
問
の
ま
ま
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
の
ち
の
日
米
経
済
関
係
で
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
中
曽
根
首
相
、
竹
下
蔵
相
、
澄
田
日
銀
総
裁
、
大
蔵
省
幹

部
ら
に
よ
る
通
貨
政
策
は
、
日
本
が
米
国
の
赤
字
解
消
の
た
め
の
為
替
操
作
を
容
認
し
た
対
米
妥
協
策
で
あ
っ
た
［
黒
田
、
二
〇
〇
八
］、
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と
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
よ
う
な
経
済
安
全
保
障
上
の
戦
略
は
、
そ
の
後
の
米
国
の
対
日
指
針
の

ひ
と
つ
と
な
っ
た
［
西
村
、
二
〇
〇
八
：
二
九；

古
田
、
二
〇
一
三
参
照
］
こ
と
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
八
〇
年
代
の
米
国
の
政
治
事
情
も
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
統
領
は
共
和
党
、
議
会
多
数
は
民
主
党
と
い
う
「
分
割
政

治
（divided

governm
ent

）」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
議
会
は
保
護
主
義
的
な
通
商
法
案
を
「
乱
発
」
し
、
対
日
通
商
政
策
に
お
け
る

政
権
の
対
外
方
針
を
阻
止
、
縮
小
し
よ
う
と
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
や
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
の
各
政
権
は
、
為
替
政
策
を
通
商
政
策
と
結
び

つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
の
対
日
主
導
権
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
米
国
政
府
は
、
議
会
と
妥
協
を
図
れ
ず
ゆ
え
に
、

日
本
の
譲
歩
だ
け
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
米
国
政
府
は
即
時
効
果
を
求
め
て
、
円
高
で
金
融
緩
和
か
公
共
投
資
か
の
膨
張

し
た
財
政
政
策
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
は
、
円
高
回
避
を
求
め
る
状
況
で
、
米
国
か
ら
の
政
策
協
調
を
外
圧
と
い
う
形
で

国
内
の
不
満
を
納
得
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
措
置
を
施
し
た
［
古
城
、
二
〇
〇
二
：
三
六
七
－
三
七
〇
］。

し
か
し
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
為
替
介
入
な
し
に
、
ド
ル
安
が
継
続
で
き
た
か
、
ま
た
暴
落
し
市
場
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
か
は
予
見
で
き
そ
う
に
な
い
。
ド
ル
の
秩
序
あ
る
下
落
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
際
協
調
は
必
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
を

別
に
し
て
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
参
加
し
た
国
の
意
思
で
あ
っ
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
九
六
］。
米
国
の
財
政
赤
字
と
金
融
引
き
締
め

政
策
の
組
み
合
わ
せ
は
、
米
国
の
実
質
金
利
を
引
上
げ
、
そ
の
結
果
、
海
外
か
ら
の
資
本
流
入
を
促
進
し
た
。
こ
の
た
め
の
解
決
に
は
、

政
治
的
決
断
を
要
す
る
。
つ
ま
り
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
先
進
国
間
の
経
常
収
支
不
均
衡
の
是
正
を
協
調
し
て
実
施
さ
せ
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
九
八
］。

為
替
相
場
が
二
国
間
の
金
利
差
と
と
も
に
、
予
想
さ
れ
る
為
替
相
場
の
変
化
に
影
響
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
協

調
介
入
は
効
果
を
実
証
し
た
。
そ
れ
は
、
短
期
間
で
も
、
ド
ル
と
円
の
調
整
に
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
、
参
加
国
の
予
想

に
依
存
す
る
の
で
、
為
替
市
場
へ
の
介
入
の
効
果
は
不
安
定
と
な
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
際
の
政
策
協
調
が
明
確
に
示
さ
れ
る
と
、
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ド
ル
の
下
落
（
円
高
）
は
急
速
に
進
む
が
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
後
に
お
い
て
政
策
協
調
へ
の
信
頼
感
が
揺
ら
ぐ
と
、
介
入
政
策
の
効

果
は
低
下
し
た
の
で
あ
る
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
九
六
］。
こ
れ
は
、
逆
の
意
味
で
も
、
協
調
の
有
意
性
を
証
明
す
る
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
マ
ク
ロ
協
調
政
策
の
効
果
で
、
米
国
の
貿
易
赤
字
は
一
九
八
七
年
に
は
、
対
日
赤
字
縮
小
は
緩
慢
と
な
り
、

か
え
っ
て
貿
易
赤
字
全
体
に
占
め
る
比
重
は
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
米
国
は
、
対
日
強
硬
論
と
し
て
、「
一
九
八
八
年
包
括
通
商
法
」

を
成
立
さ
せ
た
。
一
九
八
九
年
五
月
に
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
は
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
を
日
本
に
適
用
す
る
こ
と
を
ち
ら
つ
か
せ
な

が
ら
、「
貿
易
と
国
際
収
支
調
整
上
障
壁
と
な
っ
て
い
る
構
造
」
の
協
議
を
提
起
し
た
［
酒
井
、
一
九
九
六
：
一
七
三－

二
一
八；

中
西
、
二

〇
〇
二
：
三
三
四－

三
四
一；
野
口
、
一
九
九
五
：
第
一
〇
章
―
三
章；

加
野
、
二
〇
〇
八
：
二
一
〇
］。
こ
の
手
法
は
「
日
米
円
・
ド
ル
委
員
会
」

か
ら
、
政
権
を
異
に
す
る
も
、
継
承
し
た
対
日
戦
略
の
基
本
路
線
で
し
か
な
い
［
関
岡
、
二
〇
〇
四
：
六
一－

八
五
］。

第
六
章

三
〇
年
後
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
諸
評
価

一

三
〇
年
後
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
検
証

二
〇
一
六
年
に
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
米
国
に
お
い
て
、
当
時
の
実
務
家
、
政
策
立
案
者
、
元
官
僚
、
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
、
研
究
者
な
ど
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
こ
か
ら
、
現
時
点
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
へ
の
評
価
を
考
え
て

お
き
た
い

Bergsten
and
Green,2016

［

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
通
貨
の
適
合
性
に
貢
献
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
創
造
し
た
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
多
国
間
の
経
済
政
策
の
調
整
と
実
践
を
確
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
米
国
政
府
は
、
連
邦
支
出
を
低
下
さ
せ
る
グ
ラ
ム
・
ラ
ン
ド

マ
ン
・
ホ
リ
ン
グ
ス
法
で
財
政
赤
字
を
抑
制
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本
は
、
輸
入
の
障
壁
を
な
く
し
、
内
需
の
刺
激
を
承
諾
し
た
。
西
ド
イ

ツ
は
公
的
部
門
規
模
を
縮
小
し
、
過
度
の
規
制
を
除
去
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
共
通
意
識
は
、
参
加
国
す
べ
て
の
国
内
で
保
護
主
義
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の
阻
止
を
命
題
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
よ
り
多
く
の
ア
ク
タ
ー
、
よ
り
複
雑
な
市
場
、
巨
大
な
資
本
の
流
れ
と
と
も
に
、
日
々
新
た
な
経
済
の
中
で
生
き
て
い

る
。
私
た
ち
は
、
長
期
的
な
成
長
を
最
大
化
し
、
保
護
主
義
の
リ
ス
ク
を
最
小
化
し
、
そ
し
て
外
国
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
を
図
る
な
ら
、

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
経
験
か
ら
「
教
訓
」
を
得
て
、
持
続
的
、
精
力
的
、
規
則
的
に
マ
ク
ロ
経
済
政
策
を
調
整
す
る
方
法
を
堅
持
で
き

る
は
ず
だ
、
と
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
仕
掛
け
人
の
ひ
と
り
の
ベ
ー
カ
ー
は
回
顧
す
る

Baker,2016:20-21

［

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
時
間
を
超
え
て
、
各
国
間
に
活
か
せ
る
事
例
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
「
バ
ル
カ
ン
」

的
意
味
で
の
「
自
然
状
態
（state

ofnature

）」
の
中
に
存
続
す
る
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
不
安
定
要
素
を
解
決
す
る
の
は
、
協

調
と
秩
序
へ
の
回
復
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
と
は
い
え
、
あ
く
ま
で
も
「
規
制
論
」
で
は
な
い
、
と
マ
ル
フ
ォ
ー
ド
は
強

調
す
る

M
ulford,2016:39

［

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
は
、
多
く
の
点
で
、
そ
の
合
意
で
具
体
化
さ
れ
た
協
調
と
調
整
は
、
よ
り
基
本
的
な
も
の
を
表
現
で
き
た
。
政

策
決
定
者
の
サ
ー
ク
ル
は
、
経
済
と
金
融
の
問
題
を
広
範
囲
に
効
果
的
に
機
能
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
米
・
英
・
西
独
・
仏
・
日

の
政
策
形
成
者
た
ち
の
協
調
は
、「
合
意
」
に
至
る
に
は
決
定
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
特
徴
は
、
ひ
と
つ
が
為
替
レ
ー
ト
政
策
で

あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
各
国
の
経
済
と
金
融
の
指
導
者
の
緊
密
な
関
係
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
現
在
に
は
欠
け
て
い
る
こ
と
、
と
ダ
ラ
ー

ラ
は
指
摘
す
る
。
彼
は
ま
た
、
世
界
経
済
を
弱
め
る
動
揺
と
流
動
性
に
直
面
す
る
現
在
で
は
必
要
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
す
る
。
そ
の
意

味
で
は
、
調
整
は
、
市
場
が
過
去
三
〇
年
以
上
経
て
複
雑
で
巨
大
に
な
り
す
ぎ
て
、
今
日
で
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

D
allara,2016:43-44

［

］。
そ
の
言
葉
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ケ
ル
は
、
振
子
は
戻
り
、
再
度
介
入
が
適
切
に
な
る
（
と
中
国
の
人
民
元
を

念
頭
に
お
い
て
）、
と
付
け
加
え
る
。

こ
れ
ら
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
指
導
し
た
実
務
家
の
見
解
に
対
し
て
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
経
済
学
者
か
ら
の
異
論
も
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あ
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
そ
の
後
の
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
金
融
史
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
出
来

事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
認
め
な
が
ら
、
両
「
合
意
」
は
日
本
経
済
に
重
大
な
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
衝
撃
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
、

と
。
日
本
で
は
、
政
策
形
成
者
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
研
究
者
の
間
で
様
々
な
、
と
い
う
よ
り
米
国
側
の
現
在
の
判
断
と
は
ま
っ
た
く
逆

の
見
解
が
あ
る

Ito,2016:ch.14

［

］。
こ
の
相
違
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
「
羅
生
門
効
果
」
で
あ
る
。

あ
る
人
々
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
日
本
が
G
５
諸
国
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
国
際
経
済
政
策
の
調
整
で
の
役
割
を
保
証
す
る
契
機
と

す
る
象
徴
的
な
出
来
事
と
み
な
す
。
他
の
人
々
は
、「
合
意
」
後
の
長
期
間
の
円
高
傾
向
の
、
す
な
わ
ち
「
円
高
不
況
」
の
「
引
き
金

（trigger

）」
と
み
な
す
。
ま
た
、
別
の
人
々
は
、
そ
の
「
合
意
」
が
国
内
金
融
を
悪
化
さ
せ
る
国
際
政
策
調
整
の
事
例
と
回
顧
す
る
。

ひ
と
つ
の
「
合
意
」
も
日
本
の
研
究
者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
だ
け
で
も
「
羅
生
門
効
果
」
が
現
在
で
も
あ
る

Ito,2016:73

［

］。

米
国
の
政
府
高
官
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
が
通
貨
を
め
ぐ
る
緊
張
を
緩
和
さ
せ
た
と
論
じ

る
傾
向
に
あ
る
。
ベ
ー
カ
ー
は
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
よ
っ
て
ド
ル
が
十
分
に
適
切
に
な
っ
た
と
す
る
「
現
実
」
は
、
当
時
、
米
国

議
会
か
ら
の
反
論
を
封
じ
込
め
た
、
と
自
画
自
賛
す
る
。

で
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
マ
ク
ロ
協
調
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
米
国
の
貿
易
赤
字
と
日
本
の
黒
字
、
そ
し
て
日
米
の
対
外
不
均
衡

（externalim
balance

）
は
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
や
円
に
対
す
る
ド
ル
が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
二
年
後
で
あ
る
一
九
八
七
年
ま
で
縮
小

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
一
八
か
ら
二
四
カ
月
要
し
た
が
、
J
カ
ー
ブ
効
果
は
機
能
し
た
。
少
な
く
と
も
、
マ
ク
ロ
経
済
的
な
面
に
お

い
て
、
両
「
合
意
」
を
通
じ
た
政
策
調
整
に
よ
っ
て
、
円
高
は
不
均
衡
を
是
正
す
る
の
に
役
立
っ
た
。
問
題
は
、
マ
ク
ロ
不
均
衡
の
是

正
が
、
日
本
に
対
す
る
貿
易
制
裁
を
主
張
し
た
（
自
己
に
非
は
な
い
と
す
る
）
側
、
特
に
議
会
の
根
拠
ど
お
り
で
あ
っ
た
か

Ito,2016:

［

101

］。
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二

日
本
側
か
ら
の
検
証

一
九
八
五
年
九
月
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
あ
く
ま
で
も
短
期
の
政
策
調
整
の
開
始
で
あ
っ
た
。
ベ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
会
議
で
の
主

導
権
を
握
っ
て
い
た
が
、
確
か
に
、
日
本
は
不
承
不
承
に
参
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
竹
下
は
一
〇
か
ら
一
二
％
以
上
の
円
高
を
前
向

き
に
支
持
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
標
ま
で
ド
ル
安
の
目
的
は
達
成
で
き
た
。
し
か
し
、
円
高
は
そ
こ
で
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
円
高
は
、

一
九
八
五
年
末
に
一
ド
ル
＝
二
〇
〇
円
、
一
九
八
六
年
一
月
に
一
ド
ル
＝
一
九
〇
円
、
そ
し
て
一
九
八
六
年
夏
に
は
一
ド
ル
＝
一
六
〇

円
に
な
っ
た
。
そ
の
時
点
で
、
日
本
は
さ
ら
な
る
円
高
を
阻
止
す
る
の
に
転
換
せ
ざ
る
を
な
く
な
っ
た
。
米
国
は
、
為
替
是
正
に
成
功

し
た
と
考
え
た
が
、
そ
れ
で
も
日
・
米
と
米
・
西
独
の
貿
易
不
均
衡
を
削
減
す
る
た
め
に
、
日
本
と
西
ド
イ
ツ
に
国
内
経
済
に
刺
激
を

与
え
た
か
っ
た
。

「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は
、
G
7
の
通
貨
が
安
定
さ
れ
る
一
定
範
囲
、
つ
ま
り
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」（
ま
た
は
「
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
・
レ
ン
ジ
」）
を
設
け
た
。
宮
沢
蔵
相
は
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
に
関
心
を
示
し
た
が
、
米
国
と
日
本
は
円
の
最
大
限
度
の
シ
ー

リ
ン
グ
の
設
定
に
同
意
で
き
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、「
共
同
宣
言
」
に
は
シ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
多
く
の
理
由
が
あ
る
。「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
」
の
発
生
、
政
策
担
当
者
の
交

代
、
そ
し
て
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
に
収
ま
ら
な
く
な
っ
た
市
場
の
拡
大
な
ど
。「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
の
教
訓
は
、
国
、
制
度
、

政
策
形
成
者
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
日
銀
、
通
産
省
、
大
蔵
省
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と

「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
が
為
替
レ
ー
ト
を
安
定
さ
せ
、
国
内
経
済
を
刺
激
す
る
試
み
に
つ
い
て
の
制
度
的
理
解
を
異
に
し
て
い
た
。

日
銀
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
徴
候
が
出
始
め
た
こ
ろ
、
国
際
的
に
協
調
す
る
大
蔵
省
に
反
対
し
始
め
た
。
日
銀
は
、
低
金
利
が
あ
ま
り

の
円
高
を
阻
止
す
る
よ
う
に
協
調
を
強
い
ら
れ
、
バ
ブ
ル
経
済
を
生
じ
さ
せ
る
、
と
認
識
し
て
い
た
。
通
産
省
は
、
米
国
か
ら
輸
入
の

数
値
目
標
要
求
に
反
対
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
通
貨
政
策
と
貿
易
の
議
論
を
別
々
に
扱
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
大
蔵
省
は
、
主
要
通
貨
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間
の
為
替
調
整
に
期
待
す
る
こ
と
を
放
棄
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
省
は
円
を
国
際
化
す
る
国
内
外
の
金
融
の
自
由
化
を
推
進
し
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
米
国
が
一
九
八
一
年
に
一
四
億
ド
ル
強
と
世
界
最
大
の
純
資
産
額
を
記
録
し
て
か
ら
、
そ
の
後
、
債
務
国
に

な
っ
て
四
年
後
の
一
九
八
五
年
に
成
立
し
た
事
実
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
る
。
軍
事
・
経
済
両
面
で
「
強
い
米
国
」
を
標
榜
し
た
第
一

次
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
政
策
の
要
で
あ
る
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
は
、
軍
事
支
出
を
中
心
に

政
府
支
出
の
増
大
と
減
税
を
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
景
気
浮
揚
を
図
る
政
策
で
あ
る
。
F
R
B
は
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
立
場
を
取
っ
た
。

こ
の
政
策
混
合
は
、
ド
ル
金
利
が
高
騰
し
、
海
外
か
ら
米
国
の
投
資
が
大
幅
に
増
加
し
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
の
ド
ル
高
を
生
み
出
し

た
。
こ
の
高
金
利
と
ド
ル
高
に
は
、
米
国
内
外
か
ら
批
判
が
集
ま
っ
た
。
自
国
産
業
を
守
る
た
め
に
、
保
護
主
義
的
な
法
案
が
議
会
に

提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
ド
ル
高
是
正
を
政
府
に
迫
る
動
き
が
噴
出
し
た
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
四
六
］。

そ
れ
に
反
し
て
、
日
本
は
、
一
九
八
二
年
に
純
債
権
国
に
転
じ
て
以
来
、
急
速
に
資
産
額
を
伸
ば
し
た
。
日
本
の
経
済
力
の
上
昇
と

米
国
の
経
済
力
の
陰
り
は
、
為
替
相
場
に
両
国
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
反
映
し
た
水
準
に
修
正
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
て
く

る
。
具
体
的
に
は
、
変
動
相
場
制
に
移
行
後
、
特
に
米
国
の
政
策
担
当
者
は
、
円
の
強
さ
を
十
分
に
反
映
し
た
為
替
水
準
に
な
っ
て
い

な
い
と
判
断
す
る
の
は
経
済
条
件
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い
た
。
高
金
利
は
膨
大
な
債
務
の
返
済
を
不
可
能
に
す
る
、
そ
れ
ゆ
え
、
ド

ル
は
二
割
程
度
、
過
大
評
価
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
分
縮
小
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
な
い
と
、
ド
ル
の
急
落
な
ど
ハ
ー
ド
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
可
能
性
が
出
現
す
る
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
五
一－
五
四
］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
日
本
側
に
明
確
な
意
思
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
受
け
身
に
立
た
せ
た
。
協
調
介
入
へ
の
適
切
な
為
替
水

準
の
目
標
さ
え
も
確
約
し
な
い
ま
ま
、
米
国
の
対
日
貿
易
不
均
衡
を
縮
小
す
る
ま
で
続
け
る
見
通
し
で
あ
っ
た
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
二

九
］。
当
時
の
、
ま
た
各
時
点
で
、
日
本
側
代
表
に
は
、
そ
れ
な
り
の
日
本
の
将
来
を
考
え
た
計
算
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
好
意
的
に
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解
釈
を
す
れ
ば
、
そ
の
一
方
で
日
本
の
国
際
協
力
重
視
、
世
界
全
体
の
繁
栄
を
願
う
意
識
が
影
響
し
て
い
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、

一
カ
月
の
ち
に
英
国
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
ル
に
対
す
る
自
国
通
貨
の
切
り
下
げ
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
と
宣
言
し
、
介
入
を
中
止

し
た
。
そ
の
後
、
日
米
間
で
の
ド
ル
安
・
円
高
政
策
が
採
ら
れ
た
。「
日
米
協
調
」
の
も
と
に
将
来
、
こ
の
行
動
の
結
果
が
ど
う
な
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
ず
行
動
し
た
。

結
局
、
日
本
は
、
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
世
界
の
中
で
「
永
遠
の
同
盟
関
係
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
現
実
を
理
解
で
き
ず
、

「
真
の
意
味
で
の
友
好
国
」
で
あ
る
と
し
た
米
国
に
依
存
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
認
識
は
、
他
国
の
活
発
な
利
害
関
係
に
結
び
つ
く
と

い
う
国
際
関
係
の
原
則
と
は
無
縁
で
あ
る
。
日
本
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、
経
済
を
伸
ば
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
変
更
し
た
。
そ

こ
に
は
、
輸
出
産
業
を
基
幹
と
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
を
維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
、
輸
出
を
続
行
す
る
環
境
整
備
は
必
要
で
あ
っ

た
。
日
本
の
輸
出
総
額
の
半
分
以
上
が
米
国
向
け
で
あ
る
以
上
、
米
国
に
対
し
て
「
公
正
（fair

）」
と
判
断
さ
れ
る
配
慮
だ
け
が
優
先

さ
れ
た
。
そ
う
で
な
い
と
、
当
時
、
日
本
側
は
、
経
済
活
動
を
続
け
ら
れ
そ
う
に
な
い
と
、
そ
の
頃
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
七
〇
、
二
〇
五
］。

結
局
、
日
本
政
府
は
、
米
国
の
要
求
に
抵
抗
し
な
が
ら
も
、
躊
躇
し
な
が
ら
も
、
徐
々
に
受
け
入
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
姿
勢
は
、
一

九
八
〇
年
代
の
同
時
期
に
お
い
て
、
米
国
か
ら
の
日
米
安
保
体
制
下
の
日
本
の
軍
事
的
役
割
に
抵
抗
を
示
し
つ
つ
も
、
そ
の
要
請
を
次

第
に
受
け
入
れ
て
き
た
の
と
同
じ
姿
勢
で
あ
る
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
米
国
の
経
済
問
題
（
双
子
の
赤
字
）
の
解
決
に
向
け
て
協
調
し
て
、「
ド
ル
安
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
ド
ル

安
」
を
演
出
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
先
進
主
要
国
が
協
調
し
て
「
各
国
通
貨
を
ド
ル
に
対
し
て
人
為
的
に
切
下

げ
修
正
す
る
」、
と
い
う
妥
協
的
な
（
平
価
切
下
げ
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
）
打
開
策
だ
け
で
し
か
な
か
っ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
い
う
「
政
策
当
局
の
介
入
に
よ
る
大
幅
な
為
替
相
場
の
修
正
」
と
い
う
選
択
は
、
日
本
に
は
未
知
の
そ
れ
で
あ
っ
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た
。
日
本
は
、
米
国
の
要
求
に
対
し
て
、
準
備
不
足
か
、
あ
る
い
は
認
識
不
足
か
、
そ
れ
と
も
両
方
と
も
か
で
、
政
治
的
戦
略
や
将
来

像
を
描
け
ず
、
個
別
に
対
処
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
六
〇
］。

（
̕
）

日
本
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
頃
か
ら
大
き
く
変
わ
る
国
際
経
済
体
制
と
相
互
依
存
関
係
の
文
脈
か
ら
、
米
国
の
あ
り
方
を
次
の
点
で

考
察
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
［
船
橋
、
一
九
八
七
：
二
二
六
］。

①
世
界
の
通
貨
制
度
は
、
変
動
相
場
の
変
動
に
よ
っ
て
、
基
軸
通
貨
米
ド
ル
を
「
交
渉
管
理
通
貨
」
化
し
た
。
そ
の
価
値
決
定
は
、

ド
ル
の
低
下
が
著
し
く
と
も
、
米
国
と
日
欧
（
西
独
）
と
の
交
渉
次
第
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
当
時
、
建
前
上
は
二
国
間
主
義
（
対

日
、
対
西
独
）
と
い
う
複
数
国
主
義
（pluralism

）
で
あ
る
が
、
実
際
で
は
ベ
ー
カ
ー
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
戦
術
は
、
米
国
を
い
っ

そ
う
一
国
主
義
（unilateralism

）
に
こ
だ
わ
ら
せ
た
。
多
国
間
主
義
（m

ultilateralism

）
は
こ
こ
で
は
考
慮
の
対
象
で
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
G
2
や
G
5
の
よ
う
な
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
的
通
貨
制
度
の
限
界
を
示
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
「
合
意
」
後
、
韓
国
、

台
湾
、
メ
キ
シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
新
興
工
業
国
（
N
I
C
s
）
の
経
済
成
長
国
と
の
調
整
を
考
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

②
ベ
ー
カ
ー
は
、
具
体
的
な
指
標
を
設
定
す
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
協
調
を
主
張
し
た
「
プ
ロ
セ
ス
・
ビ
ジ
ョ
ン
（process

vision

）」

を
志
向
し
た
。
そ
れ
は
、
国
際
収
支
、
成
長
率
、
財
政
収
支
、
物
価
、
為
替
レ
ー
ト
、
金
融
情
勢
と
い
う
六
指
標
を
含
め
た
。
そ
れ

が
可
能
で
な
い
と
き
に
、「
固
定
相
場
制
」
や
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
と
い
う
構
造
的
な
制
度
な
ど
を
要
求
し
た
。

③
米
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
と
変
化
し
た
時
代
に
お
い
て
、
新
た
な
指
導
力
像
を
模
索
す
る
。
具
体
的
に
は
、
米
国
は
、
自
由

経
済
の
守
護
者
と
し
て
の
役
割
、
経
済
協
調
の
建
築
家
、
触
媒
役
、
交
渉
者
と
し
て
の
役
割
、
国
際
競
争
力
の
代
理
人
と
し
て
の
役

割
を
担
う
の
で
あ
る
。
表
現
を
換
え
れ
ば
、
米
国
は
絶
対
的
な
主
導
権
を
握
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
相
対
的
な
意
味
で
の
主
導
権

を
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
は
、
ベ
ー
カ
ー
的
な
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
再
構
築
を
考
え
る
場
合
に
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
を
検
討
す
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べ
き
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
政
府
は
、
①
戦
略
能
力
、
②
戦
略
形
成
、
③
戦
略
指
導
を
も
っ
と
熟
慮
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
米
国
の
経
済
的
主
導
権
の
喪
失
と
い
う
事
実
を
認
識
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
米
国
へ
の
日
本
か

ら
の
挑
戦
と
い
う
「
ゼ
ロ
・
サ
ム
」
的
な
緊
張
感
し
か
想
定
で
き
な
い
の
か
。
新
た
な
通
貨
体
制
の
確
立
を
提
言
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
竹
下
が
せ
っ
か
く
協
調
利
下
げ
路
線
を
提
示
し
た
が
、
そ
の
後
の
円
高
で
米
国
へ
の
「
陳
情
外
交
」
に
な
っ
た
。
中
曽
根
は
、

米
国
政
府
の
身
勝
手
な
国
内
経
済
政
策
の
悪
影
響
を
批
判
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
に
あ
る
軍
拡
予
算
ま
で
否
定
で

き
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
日
本
側
に
は
理
念
や
戦
略
が
不
在
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
米
国
の
論
理
に
追
随
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
か

［
船
橋
、
一
九
八
七
：
三
一
、
二
〇
六
、
二
一
七
、
二
二
二
］。

三
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
へ
の
歴
史
的
評
価

こ
こ
で
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
歴
史
的
な
観
点
か
ら
考
え
て
お
き
た
い
。
一
九
八
五
年
九
月
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」、
そ
の
継
承
で
あ
る

東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
の
協
議
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
経
済
政
策
の
協
調
と
調
整
の
頂
点（high-w

ater
m
ark

）

の
先
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
合
意
は
、
過
去
三
〇
年
間
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

Bergsten,2016:261

［

］。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
為
替

レ
ー
ト
の
再
均
衡
化
（realignm

ent

）
を
支
持
し
、
促
進
す
る
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
適
応
を
調
整
し
よ
う
と
し
た

Bergsten,2016:

［

3,9,262-263

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
国
際
協
力
の
歴
史
と
発
展
で
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
即
時
の
目
標
の
三
つ
の
す
べ
て
に
達
成

す
る
の
に
成
功
し
た
、
と
米
国
側
は
考
え
る

Bergsten
and
Green,2016:14

［

］。
第
一
は
、
為
替
レ
ー
ト
事
態
の
動
き
を
考
え
な
が
ら
、

為
替
レ
ー
ト
の
再
均
衡
（realignm

ent

）
へ
の
試
み
で
あ
る
。
第
二
は
、
当
時
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
不
均
衡
（im

balance

）
の
修
正
へ

の
試
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
調
整
で
あ
る
。
第
三
は
国
際
貿
易
シ
ス
テ
ム
と
世
界
経
済
へ
の
脅
威
と
な
る
、
米
国
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内
の
保
護
主
義
的
な
圧
力
へ
の
有
効
な
対
応
策
を
準
備
し
た
。
G
5
に
よ
る
国
際
金
融
政
策
の
共
同
管
理
体
制
へ
の
制
度
化
で
あ
る
。

た
だ
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
野
心
的
な
目
的
の
遂
行
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
国
際
経
済
協
力
の
手
続
き
と
制
度
化
、
そ
れ
に
主
導
的
な
経
済
大
国
の
米
国
の
意
図
に
よ
る
経
済
政
策
の
調
整
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
両
分
野
で
の
進
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
長
期
的
管
理
の
方
向
性
を
示
す
の
に
は
、「
成
功
」
し
た
か
も
し
れ
な
い
と
す
る

見
解
か
ら
ど
の
よ
う
に
「
教
訓
」
を
学
習
す
る
か
、
ま
た
そ
う
な
ら
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
関
係
を
い
か
に
処
理
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
国
際
的
な
適
合
（adjustm

ent

）
の
将
来
の
問
題
で
は
、
何
を
す
べ
き
か
の
「
教
訓
」
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は

経
済
と
国
内
外
の
政
策
の
処
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
先
例
を
意
味
す
る
。
世
界
は
、
通
貨
不
安
定
（disequilibrium

）
が
増
加

す
る
不
均
衡
、
貿
易
政
策
の
反
動
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
世
界
政
治
の
両
方
に
は
、
不
確
実
の
予
測
に
直
面
す
る
と
き
、「
プ

ラ
ザ
合
意
」
の
よ
う
な
国
際
レ
ジ
ー
ム
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
主
要
国
間
の
国
際
経
済
協
調
の
稀
有
な
事
例
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
現
在
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
し
た
世
界
に
あ
っ
て
、
い
か
に
国
際
経
済
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
取
る
べ
き
か
、
そ
し
て
経
済
を
超
え
た
範
囲
と
な
る
争
点
に
ど
う

取
り
組
む
か
と
い
う
に
は
、
具
体
的
な
先
行
事
例
と
な
っ
た
。

為
替
レ
ー
ト
の
安
定
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
ド
ル
は
優
位
を
保
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
新
た
な
「
プ
ラ
ザ
協
定
」
は
、
当
分
の
米
国

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
を
安
定
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
成
長
を
促
進
す
る
、
と
言
わ
れ
る
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
機
能
に
お
い
て
、
歴
史
的
な
重
要
性
を
六
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

U
tsum

i,2016:45-49

［

］。

第
一
に
、
通
貨
会
議
で
は
、
米
国
が
主
導
権
を
握
る
が
、
日
本
を
含
む
G
5
諸
国
は
、
起
案
の
着
手
か
ら
、
詳
細
に
協
力
し
執
行
し

た
。
一
九
七
一
年
の
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
際
に
は
、
米
国
は
一
方
的
に
金
と
ド
ル
の
交
換
停
止
を
通
告
し
た
。
日
本
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や
主
要
欧
州
諸
国
は
、
事
前
に
は
停
止
を
通
告
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
事
前
の
準
備
か
ら
最
終

決
定
ま
で
を
一
応
は
、
Ｇ
５
（
ま
た
は
Ｇ
７
）
と
い
う
多
国
間
で
協
議
し
た
。

第
二
に
、
日
本
は
、
単
純
に
米
圧
に
屈
し
た
の
で
な
く
、
積
極
的
に
参
加
し
た
。
一
九
八
五
年
六
月
に
ベ
ー
カ
ー
財
務
長
官
は
竹
下

蔵
相
と
と
も
に
ド
ル
と
円
の
関
係
を
議
論
し
、
そ
し
て
為
替
レ
ー
ト
に
つ
い
て
何
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
で
同
意
し
て
い
た
。

第
三
に
、
G
5
に
よ
る
外
国
為
替
相
場
へ
の
操
作
は
、
そ
れ
ほ
ど
劇
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
出
席
し
た
G

5
の
財
務
相
と
中
央
銀
行
総
裁
は
、
為
替
レ
ー
ト
が
経
済
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
を
反
映
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
そ
の
認
識
に
は
、

小
手
先
の
円
高
・
ド
ル
安
技
だ
け
で
は
最
終
的
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、「
合
意
」
は
、
変
動
相
場
制
に

移
行
し
た
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
後
、
初
め
て
の
協
調
と
調
整
を
優
先
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
第
四
に
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
、
為
替
レ
ー
ト
戦
略
に
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
G
5
は
、
為
替
レ
ー
ト
適
合
の
目
的
の

た
め
に
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
で
の
協
調
と
為
替
市
場
で
の
共
同
介
入
の
両
方
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

第
五
に
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
実
行
ま
で
は
極
秘
扱
い
さ
れ
、
そ
の
発
表
で
は
、
そ
の
成
果
を
最
大
化
す
る
た
め
、
関
係
者
た
ち
は

劇
的
効
果
を
狙
っ
た
。
G
5
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
提
示
す
る
準
備
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
、
と
言
わ
れ
た
。

そ
れ
以
降
、
G
５
会
合
が
あ
る
種
の
ド
ラ
マ
性
を
も
た
れ
る
こ
と
が
期
待
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
会
合
は
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」

後
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
両
「
合
意
」
は
試
し
と
し
て
は
評
価
で
き
て
も
、
本
質
的
な
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
ど
う

か
。
も
ち
ろ
ん
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は
、
あ
る
意
味
で
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
よ
り
野
心
的
な
内
容
を
提
示
し
た
。
為
替
レ
ー
ト
を
安
定

さ
せ
る
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
を
制
度
化
す
る
意
図
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
マ
ク
ロ
経
済
協
力
に
お
い
て
、
詳
細
で
慎
重
な
相
談

も
、
結
果
的
に
は
、
今
後
考
慮
す
べ
き
手
続
き
も
策
定
で
き
な
か
っ
た
。
実
際
、
通
貨
レ
ベ
ル
（
一
ド
ル
＝
一
五
三
円
）
を
認
め
る
こ

と
は
、
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
困
難
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
は
長
く
維
持
で
き
な
か
っ
た
。
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第
六
に
、
米
国
は
調
整
過
程
へ
の
長
期
的
視
点
を
採
用
し
た
。
米
国
財
務
省
は
、
外
国
為
替
市
場
の
安
定
改
善
に
向
け
た
手
続
き
を

制
度
化
す
る
主
導
権
を
握
っ
た
。
米
国
政
府
は
、
議
会
の
貿
易
保
護
主
義
の
高
ま
る
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
為
替
レ
ー
ト
の
適

合
性
つ
い
て
何
ら
か
の
対
応
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
も
、
ベ
ー
カ
ー
と
ダ
ー
マ
ン
は
外
国
為
替
レ
ー
ト
の

安
定
と
マ
ク
ロ
政
策
で
の
協
力
に
向
け
て
手
続
き
の
制
度
化
を
求
め
た
。
二
人
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
が
一
回
限
り
以
上
の
効
果
が
あ
っ

た
し
、
そ
の
手
続
き
の
制
度
化
の
開
始
と
な
っ
た
、
と
評
価
す
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
国
際
貿
易
に
依
存
す
る
国
々
は
、
通
貨
変
動
（fluctuation

）
に
ま
す
ま
す
敏
感
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
国
際
金
融
史
上
に
お
い
て
、
時
代
を
画
す
る
「
出
来
事
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
、
安
定
し
た
為
替
レ
ー
ト
の
今
後
の
議
論
で
の
、
一
種
の
（
良
否
は
と
も
か
く
）「
教
材
」
の
よ
う
な
、
重
要
な
意
味
が
あ
る
こ
と

を
証
明
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
ど
う
読
み
解
く
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
ち
が
い
が
あ
る
。
現
在
、「
合
意
」
を
肯
定

す
る
人
々
は
、
中
国
人
民
元
の
為
替
レ
ー
ト
を
ど
う
す
る
か
で
考
え
る
だ
ろ
う
。
中
国
政
府
は
、
そ
の
「
教
材
」
に
従
わ
な
い
だ
ろ
う
。

四

バ
ブ
ル
経
済
の
原
因
と
日
本
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
お
け
る
協
調
介
入
で
円
高
誘
導
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
円
高
不
況
と
な
り
、
政
府
は
内
需
拡
大
に
よ
る
景
気
回

復
と
対
外
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
、
日
銀
に
低
金
利
政
策
を
維
持
さ
せ
た
。
国
際
政
策
協
調
は
、
そ
の
程
度
や
内
容
に
お
い
て
、
他
の

政
策
と
の
整
合
性
を
欠
け
ば
、
国
内
経
済
の
健
全
性
を
損
な
う
［
伊
藤
、
二
〇
〇
二
：
一
八
九－

二
七
二
］。
大
蔵
省
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」

へ
の
戦
略
と
し
て
、
当
初
、
通
貨
調
整
、
そ
し
て
金
融
政
策
を
割
り
当
て
、
財
政
政
策
を
別
の
も
の
と
す
る
戦
略
を
採
用
し
、
過
剰
流

動
性
の
拡
大
要
因
を
自
ら
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
戦
略
を
可
能
に
し
た
の
は
、
政
府
、
大
蔵
省
が
日
銀
に
対
す
る
「
優
越
し
た
権

力
関
係
」
で
あ
り
、
日
銀
は
、
事
実
上
、
独
立
性
・
中
立
性
を
保
持
し
な
い
た
め
、
政
府
や
大
蔵
省
の
直
接
的
な
介
入
を
受
け
や
す
く
、
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あ
る
意
味
で
は
、
健
全
な
金
融
政
策
を
堅
持
で
き
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
宮
沢
蔵
相
は
、
過
去
の
高
度
経
済
成
長
期
の
円
高
回
避
策
に

固
執
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
金
融
政
策
を
利
用
し
た
。
澄
田
日
銀
総
裁
は
多
め
の
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
が
日
本
の
あ
る
べ
き
状
態
と
考
え
、

長
期
低
金
利
政
策
を
維
持
し
続
け
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二
一
一－

二
一
三；

落
合
、
一
九
九
四
：
一
五
三
、
一
五
五
、
一
六
二
、
一
六
五
参

照
］。
日
本
国
内
で
当
時
、
支
配
的
で
あ
っ
た
円
高
回
避
論
が
、
政
府
・
日
銀
の
政
策
選
択
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ
た
［
古
城
、
二
〇
〇

二
：
三
六
六－
三
六
七
］。

第
一
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
対
日
貿
易
赤
字
解
消
の
た
め
、
円
高
か
内
需
拡
大
か
（
結
果
的
に
は
両
方
と
も
）
を
求
め
た
。
米
国
は
、

日
本
が
内
需
拡
大
で
は
不
十
分
だ
と
口
先
介
入
で
円
高
進
行
を
加
速
さ
せ
た
。
日
本
国
内
の
中
小
企
業
は
、
円
高
回
避
の
陳
情
を
通
じ

て
、
政
治
的
圧
力
を
強
め
た
。
日
本
政
府
が
そ
れ
に
敏
感
に
反
応
す
る
こ
と
を
、
米
国
政
府
は
熟
知
し
て
い
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二

一
三
］。

そ
う
す
る
と
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
日
本
経
済
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
日
本
に
と
っ
て
、
一
九
四
九

年
の
一
ド
ル
＝
三
六
〇
円
の
固
定
制
、
一
九
七
一
年
の
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
、
一
九
七
三
年
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
の
瓦

解
と
同
じ
ぐ
ら
い
（
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
）
重
要
で
あ
る

Ito.2016
ch.7

［

：

］。
い
く
つ
か
の
段
階
か
ら
、
再
度
確
認
し
て
お
こ

う

U
tsum

i,2016:47-48

［

］。

第
一
段
階
で
は
、
重
要
な
こ
と
は
円
高
・
ド
ル
安
で
あ
っ
た
。
ド
ル
に
対
す
る
円
の
交
換
レ
ー
ト
は
、
他
の
非
ド
ル
通
貨
と
は
比
べ

ら
れ
な
い
ほ
ど
高
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
二
六
カ
月
で
円
は
ド
ル
に
対
し
て
二
四
〇
円
か
ら
一
二
〇
円
に
ま
で

上
昇
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
製
造
業
と
日
本
経
済
は
前
例
の
な
い
挑
戦
に
直
面
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
政
策
手
段
は
円
高
の
影
響
を
遅

く
す
る
た
め
に
動
員
さ
れ
、
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
影
響
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
。
竹
下
か
ら
代
わ
っ
た
宮
沢
蔵
相
は
、
ド
ル
に
対
す
る

シ
ー
リ
ン
グ
（ceiling

）
を
決
め
ず
に
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
関
与
し
た
の
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
論
じ
、
G
５
各
国
に
円
高
の
再
調
整
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作
業
に
同
意
し
て
も
ら
う
た
め
の
協
議
を
要
請
し
た
。
こ
れ
が
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
つ
な
が
っ
た
。

第
二
段
階
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
日
本
の
製
造
業
に
関
連
す
る
。
急
速
な
円
高
の
も
と
、
日
本
の
企
業
は
生
き
残
り
を
か
け
て

コ
ス
ト
削
減
（cost-cutting

）
を
通
じ
て
、
経
営
を
合
理
化
・
効
率
化
す
る
努
力
を
し
た
。
こ
の
努
力
は
、
強
い
円
の
結
果
と
し
て
、

輸
入
原
材
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス
ト
低
下
と
同
様
に
、
日
本
の
産
業
競
争
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
日
本
企

業
の
海
外
移
転
の
促
進
と
な
る
契
機
と
も
な
っ
た
。

一
九
八
六
年
の
成
長
率
で
の
急
激
な
低
下
の
混
迷
の
の
ち
に
、
日
本
の
経
済
力
は
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に
か
け
て
実
質
成

長
率
を
六
％
以
上
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
応
す
る
政
策
措
置
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
バ
ブ
ル
と
い
う
「
陶
酔
感
（euphoria

）」

が
実
業
界
に
は
浸
透
し
始
め
た
。

第
三
段
階
は
、
バ
ブ
ル
経
済
と
い
う
資
産
イ
ン
フ
レ
（assetinflation

）」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
円
高
と
そ
れ
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ

ヴ
な
効
果
に
対
処
す
る
た
め
、
日
銀
は
ひ
と
つ
の
安
易
な
金
融
政
策
を
続
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
政
策
は
、
バ
ブ
ル
の

「
陶
酔
感
情
（euphoric

sentim
ent

）」
と
と
も
に
、
資
産
イ
ン
フ
レ
を
起
こ
し
た
。
そ
の
結
果
、
重
大
な
社
会
問
題
が
生
起
し
た
。

第
四
段
階
で
は
、
日
銀
は
、
こ
の
時
は
、
主
導
的
役
割
を
演
じ
た
。
イ
ン
フ
レ
の
状
況
で
、
中
央
銀
行
が
資
産
イ
ン
フ
レ
制
御
策
を

実
行
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
八
九
年
五
月
か
ら
一
九
九
〇
年
八
月
ま
で
の
一
五
カ
月
で
二
・
五
％
か
ら
六
％
ま
で
、
公
定
歩
合
を
一
転

し
て
引
き
上
げ
た
。
そ
し
て
、
資
産
バ
ブ
ル
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
が
、
同
時
に
そ
の
施
策
は
日
本
の
銀
行
業
界
と
産
業
を
一
時
的
に

崩
壊
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
で
言
わ
れ
る
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
（lostdecade

）
の
開
始
と
、
そ
の

後
の
「
予
め
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
の
序
章
へ
と
続
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

。

日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
急
激
な
円
高
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
質
的
な
意
味
で
は
、
是
正
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
結
果
、
一
方
で
米
国
の
対
日
強
硬
派
の
リ
ビ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
は
、
文
化
的
視
点
か
ら
、
日
本
市
場
の
特
殊
性
・
異
質
性
を
糾
弾
し
、
他

（
10
）る
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方
で
米
国
議
会
は
保
護
主
義
や
管
理
貿
易
を
強
め
た
［
対
日
戦
略
基
礎
理
論
編
集
委
員
会
編
、
一
九
八
二
参
照
］。
一
九
八
九
年
七
月
、
宇
野

首
相
と
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
大
統
領
に
よ
る
日
米
首
脳
会
談
で
了
承
さ
れ
た
日
米
構
造
協
議
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
米
国
政
府
は
日

本
政
府
に
対
し
て
、
事
実
上
、「
内
政
干
渉
」
を
行
う
の
で
あ
っ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
単
な
る
経
済
関
係
の
軋
轢
を
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
防
や
国
内
外
の
政
治
を
含
め
た
米
国
の
総
合
的
な

安
全
保
障
に
も
影
響
し
た
と
捉
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
一
方
で
軍
事
上
の
安
全
保
障
の
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
求
め
、
他
方
で
経
済
上
の
自
国
の
安
全
保
障
の
た
め
の
措
置
を
主
張
し
た
。
こ
の
主
張
は
、
そ
の
一
環
の
中
に
あ
る
「
プ

ラ
ザ
戦
略
」
に
見
い
だ
さ
れ
る
［
岡
部
、
一
九
八
七
：
七
六－

七
九
］。

バ
ブ
ル
経
済
を
形
成
す
る
点
は
、
日
本
の
将
来
の
可
能
性
を
読
み
解
け
な
い
政
治
家
の
資
質
に
原
因
が
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
［
伊

藤
、
二
〇
〇
二
：
二
七
二
］。
中
曽
根
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
履
行
を
通
じ
て
日
米
経
済
摩
擦
の
緩
和
、
日
米
安
保
体
制
へ
の
配
慮
、
国
内

経
済
構
造
改
革
を
推
進
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
に
は
、
安
全
保
障
上
、
お
よ
び
対
外
経
済
上
で
、
米
国
の
存
在
が
日
本
に
は
大
き
な
意

味
が
あ
る
。

大
蔵
省
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
日
本
に
課
さ
れ
た
対
米
貿
易
不
均
衡
の
是
正
と
内
需
拡
大
と
い
う
課
題
の
実
現
手
段
と
し
て
、
ま

ず
通
貨
調
整
、
そ
し
て
金
融
政
策
を
押
し
出
す
代
わ
り
に
、
財
政
政
策
を
で
き
る
だ
け
採
用
し
な
い
と
い
う
「
消
極
的
な
」
戦
略
を

と
っ
た
。
そ
の
「
非
決
定
」
戦
略
に
は
、
大
蔵
省
に
は
日
銀
の
金
融
政
策
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
、
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
政
府－

大
蔵
省
と
日
銀
の
非
対
称
的
な
権
力
関
係
と
い
う
制
度
配
置
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
大
蔵
省
は
予
算
編
成
権
、
規
制
権
の

リ
ソ
ー
ス
、
政
界
や
経
済
界
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
政
治
的
な
制
度
や
戦
略
を
駆
使
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
［
伊
藤
、
二
〇
〇

二
：
二
六
九
］。

政
府
・
大
蔵
省
の
も
つ
日
銀
に
対
す
る
権
力
は
、
中
央
銀
行
の
「
独
立
性
」「
中
立
性
」
を
弱
め
て
お
り
、
こ
れ
が
国
民
経
済
へ
の
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健
全
な
金
融
政
策
に
対
す
る
障
害
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
政
策
に
は
、
二
人
の
指
導
者
で
あ
る
宮
沢
蔵
相
と
澄
田
日
銀
総
裁
の
意

思
決
定
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
長
期
低
金
利
政
策
に
関
し
て
は
、
当
時
の
大
蔵
省
出
身
の
澄
田
総
裁
や
宮
沢
蔵
相
と
そ
れ
を

容
認
し
た
中
曽
根
内
閣
に
は
責
任
が
あ
っ
た
、
と
言
え
る
。

宮
沢
は
、
円
高
回
避
の
た
め
に
、
長
期
超
低
金
利
政
策
が
日
本
政
府
に
は
望
ま
し
い
と
考
え
た
。
だ
が
、
な
ぜ
円
高
が
望
ま
し
く
な

い
か
十
分
に
吟
味
を
せ
ず
、
変
動
相
場
制
の
も
と
、
政
治
介
入
は
、
結
果
的
に
弊
害
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
っ
た
。

宮
沢
は
、「
輸
出
製
造
業
者
」
の
利
益
に
敏
感
な
政
治
家
と
し
て
、「
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
の
過
剰
」
の
問
題
を
軽
視
し
た
。
そ
し
て
、

宮
沢
の
前
に
蔵
相
を
務
め
た
竹
下
に
は
、
当
時
の
事
情
の
も
つ
、
将
来
の
推
移
を
予
想
し
た
う
え
で
の
円
高
・
ド
ル
安
政
策
を
判
断
し

た
の
だ
ろ
う
か
。
竹
下
と
宮
沢
を
蔵
相
に
指
名
し
た
中
曽
根
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
当
時
の
事
態
（
と
そ
の
後
の
推
移
）
に
は
定
見
な

く
、
一
九
八
〇
年
代
の
自
ら
の
政
権
維
持
だ
け
の
た
め
の
判
断
だ
け
だ
っ
た
の
か
。

五

構
造
的
要
因

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
急
速
な
円
高
・
ド
ル
安
に
よ
る
「
円
高
不
況
」
に
対
応
す
る
た
め
、
一
九
八
六
年
一
月
か
ら
一
九
八
七
年
二

月
ま
で
、
公
定
歩
合
は
二
・
五
％
と
い
う
低
金
利
が
続
い
た
。
こ
の
時
期
の
金
融
政
策
運
営
の
特
徴
は
三
つ
あ
っ
た
［
翁
、
二
〇
一
三
：

一
五
一－

一
五
二
］。

第
一
の
特
徴
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
国
際
的
政
策
協
調
の
枠
組
み
に
強
く
拘
束
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
は
、
ド
ル
高
是
正
、

収
支
黒
字
の
削
減
と
内
需
拡
大
を
至
上
命
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
の
特
徴
は
、「
円
高
は
国
難
」
と
い
う
雰
囲
気
の
中
で
、
金
融
政
策
も
円
高
抑
制
を
志
向
し
た
点
で
あ
る
。
公
定
歩
合
引
下
げ

は
、
米
国
に
為
替
市
場
へ
の
協
調
介
入
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
し
て
米
国
政
府
高
官
の
「
口
先
介
入
」
を
停
止
さ
せ
る
た
め
の
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も
の
で
あ
っ
た
。

第
三
の
特
徴
は
、
内
需
拡
大
を
通
じ
て
、
経
常
収
支
の
黒
字
を
縮
小
す
る
政
策
運
営
が
金
融
政
策
に
影
響
し
た
点
で
あ
る
。

上
記
の
第
一
と
第
二
つ
の
特
徴
に
関
す
る
点
で
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
は
五
つ
の
批
判
が
あ
る

Bergsten,

［

2016
264-265

：

］。

①
両
「
合
意
」
は
あ
ま
り
に
強
く
為
替
レ
ー
ト
の
訂
正
（correction

）
に
固
執
し
、
政
策
ス
タ
ン
ス
を
基
本
に
お
く
際
に
ほ
と
ん

ど
変
化
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
特
に
、
米
国
は
赤
字
財
政
に
対
応
で
き
な
い
事
情
も
あ
っ
た
。
結
局
、
一
九
八
五
年
に
米
国
議
会

は
グ
ラ
マ
ン
・
ラ
ド
マ
ン
・
ホ
リ
ン
グ
法
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
赤
字
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
米
国
政

府
の
財
政
政
策
の
足
枷
に
な
っ
た
。

②
両
「
合
意
」
は
、
市
場
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
効
果
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。

③
真
の
影
響
は
、
ド
ル
の
訂
正
が
市
場
を
通
じ
て
生
じ
て
い
た
。
市
場
は
、「
合
意
」
以
前
に
ド
ル
を
過
大
評
価
す
る
の
を
止
め
て

し
ま
っ
て
い
た
。

④
一
九
八
七
年
の
株
式
市
場
の
シ
ョ
ッ
ク
は
、
米
国
と
西
ド
イ
ツ
の
両
政
府
の
不
一
致
か
ら
生
じ
た
。
実
際
に
は
、
そ
の
出
来
事
は

実
体
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
は
少
な
か
っ
た
。

以
上
①
か
ら
④
ま
で
は
「
プ
ラ
ザ
・
ル
ー
ブ
ル
合
意
を
め
ぐ
る
政
策
調
整
・
協
調
」
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
次
の
⑤
は
、
そ
の
結

果
に
つ
い
て
の
批
判
で
あ
り
、
レ
ジ
ー
ム
を
根
幹
か
ら
揺
る
が
せ
る
批
判
で
も
あ
る
。

⑤
日
本
は
、
悪
い
政
策
選
択
を
「
強
制
」
さ
れ
、
そ
の
後
の
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
間
」
の
中
で
金
融
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
批

判
（
と
い
う
よ
り
も
非
難
と
い
う
形
で
）
は
、
日
本
、
と
り
わ
け
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、
か
ら
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
が
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
の
直
接
的
原
因
に
な
っ
た
と
す
る
見
解
に
対
し
て
、
米
国
側
の
、
と
り
わ
け
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政
策
立
案
に
関
わ
っ
た
担
当
者
た
ち
か
ら
反
論
が
あ
る
。

日
本
で
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
が
バ
ブ
ル
経
済
の
原
因
と
す
る
見
解
が
多
い
。
し
か
し
、
米
国
側
は
別
に
原
因
が

あ
る
、
と
反
論
す
る

Bergsten,2016:265

［

］。
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

①
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
が
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
の
直
接
原
因
と
す
る
低
金
利
は
、
む
し
ろ
そ
の
程
度
を
強
め
た
だ
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

以
前
の
過
度
の
高
金
利
政
策
の
反
動
で
あ
る
。

②
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
が
日
本
に
低
い
金
利
を
導
い
た
と
す
る
が
、
日
本
は
、
金
融
政
策
よ
り
も
財
政
政
策
を
通
じ
て
、「
プ
ラ
ザ

合
意
」
が
誘
導
し
た
円
安
・
ド
ル
高
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
弱
め
る
た
め
に
、
そ
の
時
点
で
景
気
を
刺
激
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

誤
っ
た
複
数
政
策
の
実
行
は
、
日
銀
と
い
う
よ
り
も
大
蔵
省
の
官
僚
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

③
日
本
の
バ
ブ
ル
経
済
に
よ
る
混
乱
は
、
金
融
政
策
の
変
更
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
財
政
規
制
の
失
敗
か
ら
生
じ
た
。

④
別
の
財
政
政
策
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
日
本
の
高
い
対
外
債
権
（credit

）
の
累
積
的
循
環

（cum
ulative

cycle

）
と
い
う
考
え
方
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
の
予
算
措
置
は
一
九
九
二
年
ま
で
維
持
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代

前
半
の
緊
縮
財
政
時
に
景
気
が
回
復
し
て
お
り
、
そ
の
措
置
は
、
か
え
っ
て
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
、
一
九
八
八
年
に
貿
易
黒
字
を

強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
財
政
政
策
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
直
接
的
な
原
因
で
は
な
い
、
と
す
る
見
解
が
あ
る

H
err
and
K
azandiska,2010:97

［

］。

確
か
に
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
は
日
本
に
景
気
後
退
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
と
は
別
の
意
味
で
、
バ
ブ
ル
の
教
訓
と
し
て
、
日
本
政

府
と
大
企
業
は
国
際
経
済
的
変
動
と
国
際
的
な
ル
ー
ル
形
成
に
敏
感
に
な
っ
た
点
で
は
、
肯
定
的
な
「
教
訓
」
と
も
な
っ
た
。
日
本
政

府
は
、
日
本
や
他
国
に
十
分
に
利
す
る
経
済
政
策
と
国
際
金
融
関
係
の
分
野
で
演
じ
る
役
割
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た

K
ojo,2007:

［

148

］。
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①
か
ら
③
ま
で
の
米
国
側
か
ら
の
反
論
の
底
流
に
あ
る
の
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
や
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
が
円
高
・
ド
ル
安
へ
の
「
成

功
」、
も
し
く
は
相
対
的
に
調
和
に
成
功
し
た
「
幕
間
（interlude

）」
の
出
来
事
と
み
な
す
場
合
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
④

の
見
解
で
捕
捉
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
特
に
米
国
に
お
い
て
、
効
果
は
と
も
か
く
と
し
て
、
戦
後
の
国
際
的
な

経
済
的
、
金
融
的
な
歴
史
的
な
関
係
に
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
と
い
う
「
多
国
間
の
経

済
調
整
の
新
シ
ス
テ
ム
」
は
、
成
果
を
別
に
し
て
、「
無
秩
序
」
な
状
態
を
予
防
す
る
通
貨
調
整
の
手
段
・
方
法
と
な
る
、
と
好
意
的

な
評
価
と
な
っ
て
い
る
傾
向
が
米
国
で
は
見
受
け
ら
れ

。

第
七
章

一
九
九
〇
年
代
の
日
米
関
係

一
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
の
米
国
政
府
の
政
策
の
力
点
の
継
続
と
変
化

一
九
八
五
年
七
月
、
ゲ
ッ
パ
ー
ト
法
案
は
、
貿
易
不
均
衡
是
正
の
た
め
に
、
ド
ル
を
適
正
レ
ベ
ル
に
調
整
す
る
国
際
協
調
の
枠
組
み

を
求
め
る
動
き
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
米
国
政
府
は
、
議
会
か
ら
通
商
政
策
と
為
替
レ
ー
ト
政
策
か
ら
主
導
権
を
確
保
し

て
お
く
た
め
に
、
対
日
貿
易
赤
字
の
是
正
策
の
抑
制
で
応
じ
よ
う
と
試
み
た
。

米
国
政
府
は
、
対
日
経
済
交
渉
に
お
い
て
は
、
日
本
の
市
場
開
放
を
達
成
す
る
円
・
ド
ル
委
員
会
方
式
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
、「
市

場
重
視
型
個
別
協
議
（
M
O
S
S
）」
を
一
九
八
五
年
一
月
か
ら
開
始
し
て
い
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
翌
日
、
議
会
に
お
け
る
保
護
主
義
法
案
に
反
対
す
る
一
方
で
、
通
商
法
三
〇
一
条
を
積
極

的
に
活
用
す
る
新
通
商
政
策
を
他
方
で
発
表
し
た
。
こ
の
両
方
の
政
策
は
、
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
も
と
で
並
行
し
て
遂
行
さ
れ
た
。

こ
の
点
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
議
会
に
貿
易
赤
字
に
対
す
る
積
極
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
日
本
に
対
し
て
市
場
開
放
で
譲
歩
を
迫

（
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）る
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る
方
針
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
新
通
商
政
策
の
発
表
は
、
為
替
レ
ー
ト
政
策
を
議
会
か
ら
の
「
束
縛
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
目

論
み
と
捉
え
ら
れ
た
。

米
国
政
府
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
後
、
イ
ン
フ
レ
懸
念
か
ら
ド
ル
安
を
推
進
す
る
の
を
止
め
た
一
九
八
六
年
秋
ま
で
、
ド
ル
安
政

策
を
と
り
続
け
た
。
一
九
八
六
年
以
降
、
米
国
政
府
は
、
各
国
に
対
し
為
替
レ
ー
ト
に
よ
る
調
整
か
ら
内
需
拡
大
に
力
点
を
お
く
よ
う

に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、「
宮
沢
・
ベ
ー
カ
ー
合
意
」、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
合
意
」
な
ど
が
そ
の
方
針
で
あ
っ
た
。
一

九
八
六
年
以
降
、
米
国
政
府
は
、
対
日
政
策
に
お
い
て
、
為
替
レ
ー
ト
と
内
需
拡
大
と
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
を
求
め
出
し
た
。「
プ
ラ

ザ
合
意
」
以
降
の
F
B
R
に
よ
る
公
定
歩
合
引
下
げ
は
、
一
九
八
七
年
初
め
以
降
の
急
激
な
円
高
に
反
応
し
た
円
高
回
避
の
国
内
の
政

治
的
圧
力
の
も
と
で
の
円
高
の
回
避
対
策
で
あ
っ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
新
通
商
法
は
一
九
八
七
年
三
月
三
一
日
に
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
自
体
が
一
九
八
八
年
の
選
挙
を
意
識
し
た
、
非

常
に
保
護
主
義
的
な
法
律
で
あ
っ
た
［
小
尾
、
一
九
九
一
：
二
二
五
］。
そ
の
法
律
の
成
立
は
、
第
一
に
自
由
貿
易
の
論
理
よ
り
も
各
議
員

の
選
挙
区
か
ら
の
都
合
で
政
治
圧
力
が
優
先
す
る
こ
と
、
第
二
に
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
国
際
経
済
協
調
主
義
よ
り
も
、
国
内
の
政
治
経
済

事
情
を
優
先
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
新
通
商
法
は
、
全
米
の
保
護
主
義
を
法
律
に
詰
め
込
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、

そ
の
内
容
は
、
保
護
主
義
を
求
め
る
側
の
主
張
を
根
拠
づ
け
て
い
た
。
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
国
際
ル
ー
ル
よ
り
も
新
通
商
法
に
も
と
づ
く
二
国
間
協
議
を
優
先
す
る
。

②
米
国
流
の
「
公
正
主
義
」
と
「
相
互
主
義
」
の
二
つ
の
原
則
を
尊
重
し
、
貿
易
相
手
国
に
同
水
準
の
法
的
整
備
を
要
求
す
る
。

③
米
国
内
に
お
い
て
、
外
国
投
資
の
規
制
適
用
範
囲
を
拡
充
し
、
対
米
外
国
企
業
投
資
の
監
視
、
国
家
安
全
保
障
概
念
の
拡
大
、
金

融
条
項
に
よ
る
外
銀
規
制
を
実
施
す
る
。

④
「
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
」
な
ど
に
反
す
る
不
公
正
貿
易
慣
行
国
へ
の
制
裁
報
復
を
容
易
に
す
る
。
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⑤
官
民
一
体
の
研
究
開
発
、
ハ
イ
テ
ク
振
興
計
画
、
輸
出
促
進
、
失
業
対
策
補
助
金
拡
充
を
行
う
。

⑥
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
な
ど
の
産
業
分
野
は
、
米
国
主
導
に
よ
る
世
界
市
場
を
実
現
す
る
。

米
国
一
国
だ
け
で
は
、
世
界
秩
序
の
維
持
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
日
本
に
対
す
る
国
際
的
貢
献
へ
の
諸
要
求
が
、
ま
ず
経
済
的
側
面

（
そ
れ
と
同
時
期
に
並
行
し
て
軍
事
上
の
安
全
保
障
の
側
面
も
）
か
ら
、
日
本
の
補
完
的
役
割
が
、
事
実
上
、「
強
要
」
さ
れ
る
。
一

九
九
〇
年
代
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
の
新
貿
易
戦
略
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
成
立
し
た
「
新
通
商
法
」
に
集
約
さ
れ
て
い
た
［
小

尾
一
九
九
一

二
二
四－
二
二
六
、
二
三

］。

米
国
の
財
政
赤
字
は
米
国
の
覇
権
維
持
コ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
国
際
的
な
政
策
協
調
の
要
請
に
は
、
そ
う
い
っ
た
米
国
の
世

界
戦
略
の
方
針
か
ら
の
要
請
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
西
側
諸
国
と
の
協
調

体
制
内
に
お
い
て
、
米
国
を
中
心
と
し
た
主
導
権
へ
の
挑
戦
（
つ
ま
り
国
益
を
め
ぐ
る
争
い
）
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二
〇
九
］。

米
国
側
の
事
情
か
ら
、
政
策
の
継
続
と
変
更
は
、
以
下
の
よ
う
な
要
約
と
な
る
［
古
城
、
二
〇
〇
二
：
三
六
七
］。

①
米
国
政
府
の
対
外
経
済
政
策
は
、
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
初
め
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
起
点
に
変
更
さ
れ
た
。
為
替
レ
ー
ト
と
貿

易
収
支
の
不
均
衡
を
結
び
つ
け
る
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、
貿
易
収
支
の
不
均
衡
を

為
替
レ
ー
ト
で
調
整
し
よ
う
と
し
た
。
同
時
に
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
は
、
米
国
政
府
は
日
本
の
国
内
枠
組
み
を
さ
ら
に
米
国
流
に

改
革
し
よ
う
と
し
た
。

②
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
米
国
の
大
統
領
と
議
会
は
分
割
統
治
と
い
う
米
国
国
内
政
治
事
情
が
対
日
政
策
に
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
こ
の
分
割
統
治
の
状
況
を
、
日
本
か
ら
の
譲
歩
を
引
き
出
す
の
に
利
用
し
た
。
日
本
政
府
は
、
議
会

の
圧
力
（
つ
ま
り
、
保
護
主
義
の
強
化
）
に
譲
歩
す
る
よ
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
府
に
は
妥
協
し
た
ほ
う
が
よ
い
、
と
認
識
す
る
よ
う
に

（
12
）
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な
っ
た
。

③
米
国
政
府
は
、
日
本
の
経
済
構
造
の
改
革
を
迫
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
円
・
ド
ル
協
定
、
M
O
S
S
協
議
、
S
I
I
な
ど
は
そ

の
例
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
も
、
円
高
回
避
と
経
常
収
支
の
黒
字
体
質
を
変
更
さ
せ
る
た
め
、
経
済
構
造
改
革
の
必
要
性
を
認
識
し

て
き
た
（
例
え
ば
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」、
そ
の
後
の
「
新
前
川
レ
ポ
ー
ト
」）。

④
米
国
政
府
の
内
需
拡
大
要
求
は
、
日
本
政
府
の
政
策
選
択
を
制
限
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
内
の
「
円
高
回
避
論
」
に
よ
っ
て
も
制

約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二

問
題
は
未
解
決
の
ま
ま

日
本
は
戦
後
、
世
界
に
冠
た
る
経
済
大
国
に
な
っ
た
た
め
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
円
高
政
策
を
決
断
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
一

九
九
〇
年
（
平
成
二
年
）
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
す
る
と
、
再
び
貿
易
黒
字
は
上
昇
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
は
、
不
良
債
権
を
は
じ
め
と

す
る
バ
ブ
ル
経
済
の
後
始
末
、
そ
れ
に
円
高
、
そ
の
後
の
不
況
と
格
闘
し
続
け
な
が
ら
、
将
来
の
「
自
画
像
」
を
問
い
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
そ
の
後
の
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
よ
る
円
の
実
質
的
な
切
上
げ
（substanialappreciation

ofthe
yen

）
は
、
国
内
経
済
の
「
鎮
痛
剤
（painkiller
）」
と
し
て
金
利
を
ゼ
ロ
近
く
ま
で
削
減
さ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。
日
本
は
、

ま
っ
た
く
予
想
し
な
い
円
高
を
引
き
起
こ
し
、
巨
額
負
債
を
生
み
出
す
バ
ブ
ル
経
済
を
招
く
こ
と
に
な
る

Rosenbluth
and
T
hies,

［

2010:91

］。
こ
れ
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
い
わ
ゆ
る
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
の
起
点
と
な
っ
た
。

注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
米
国
の
製
造
業
が
も
つ
問
題
点
も
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
の
円
高
・
ド
ル
安
誘

導
政
策
は
、
結
局
、
米
国
の
貿
易
収
支
を
改
善
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
米
国
の
製
造
業
は
、
為
替
操
作
だ
け
で

回
復
す
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
通
貨
高
に
よ
る
製
造
業
の
競
争
力
低
下
は
、
技
術
、
知
識
、
人
材
な
ど
の
組
織
的
能
力
を
喪
失
し
た
た
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め
に
、
為
替
要
因
よ
り
も
生
産
能
力
そ
の
も
の
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
米
国
は
、
す
で
に
一
九
七
〇
年
代
か
ら
そ
の
傾
向
が
出
現
し
て

い
た
［
柴
山
、
二
〇
一
二
：
七
七
］。
こ
の
視
点
は
現
在
で
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
米
国
内
で
も
、
そ
の
点
を
指
摘
す
る
見
解
は
あ
っ

た
。
例
え
ば
、『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』
は
そ
う
で
あ
る
。

製
造
業
の
空
洞
化
、
す
な
わ
ち
国
際
分
業
体
制
の
確
立
が
、
急
速
な
円
高
に
よ
っ
て
加
速
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
後
の

一
ド
ル
が
九
〇
円
を
割
る
円
高
は
、
電
気
機
器
、
自
動
車
な
ど
の
組
み
立
て
産
業
や
部
品
産
業
、
他
の
高
度
付
加
価
値
産
業
に
も
国
際

分
業
体
制
を
促
さ
せ
た
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
六
六－

一
七
一
］。

現
在
、
一
九
八
〇
年
代
の
よ
う
な
「
日
米
経
済
戦
争
」
は
見
ら
れ
な
い
。
今
で
は
、
日
本
に
代
わ
り
中
国
が
米
国
に
よ
る
金
融
市
場

開
放
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
遠
因
と
し
て
、
結
果
論
的
に
述
べ
る
な
ら
、
ア
ジ
ア
経
済
の
発
展
、
と

り
わ
け
中
国
経
済
の
成
長
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
は
米
国
か
ら
人
民
元
相
場
の
切
上
げ
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
と
中
国
と
の
客
観
的
条
件
は
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
本
は
米
国
の
核
の
傘
の
下
に
安
全
保
障
を
依
存
す
る
が
、

中
国
は
独
自
の
軍
事
力
を
保
有
す
る
。

国
際
レ
ジ
ー
ム
は
、
そ
の
維
持
そ
の
も
の
に
各
国
が
利
益
を
認
め
る
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
国
際
レ
ジ
ー
ム
の

ル
ー
ル
に
反
す
る
こ
と
は
、
高
い
コ
ス
ト
を
払
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
か
ら
、
維
持
す
べ
き
協
調
・
調
整
が
成
立
す
る
。

レ
ジ
ー
ム
は
各
国
の
行
動
を
規
制
し
、
あ
る
国
の
行
動
に
つ
い
て
他
国
の
期
待
を
収
斂
さ
せ
、
行
動
に
つ
い
て
の
予
測
可
能
性
を
高

め
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
国
の
政
策
決
定
に
有
利
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
行
動
は
レ
ジ
ー
ム
に
保
証
さ
れ
る
。
レ
ジ
ー
ム
の
ル
ー

ル
は
各
国
の
行
動
規
準
で
あ
り
、
関
係
国
の
利
益
と
な
る
［
山
本
、
一
九
八
九
：
一
七
〇－

一
七
一
］。
本
事
例
で
述
べ
れ
ば
、
日
本
側
（
当

時
の
日
本
政
府
の
代
表
で
あ
っ
た
宮
沢
蔵
相
）
は
一
九
八
七
年
の
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
の
遵
守
の
た
め
に
、
米
国
以
外
の
国
々
を
国
際
レ

ジ
ー
ム
内
に
留
め
お
く
措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
っ
た
［
船
橋
、
一
九
八
七
：
二
一
七
］。
そ
の
措
置
は
レ
ジ
ー
ム
内
の
参
加
国
で
米
国
を
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抑
制
す
る
機
能
を
果
た
す
は
ず
で
あ
っ
た
。
こ
の
レ
ジ
ー
ム
と
い
う
枠
組
み
が
形
骸
化
す
る
と
、
結
局
、
日
米
二
国
間
関
係
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
レ
ジ
ー
ム
は
、
対
象
と
す
る
争
点
に
つ
い
て
の
相
互
依
存
関
係
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
レ
ジ
ー
ム
は
、
場
合

に
よ
っ
て
、
ル
ー
ル
を
修
正
、
変
更
、
変
容
、
そ
し
て
崩
壊
す
る
可
能
性
を
内
在
し
て
い
る
。
現
実
の
変
化
に
即
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
対
象
分
野
は
、
レ
ジ
ー
ム
全
体
の
維
持
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
政
策
協
調

と
調
整
な
ど
に
も
と
づ
く
参
加
国
の
「
管
理
」
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る

［
山
本
、
一
九
八
九
：
一
七
四
］。

三

米
国
の
経
済
安
全
保
障
へ
の
取
り
組
み

米
国
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
設
置
し
た
「
産
業
競
争
力
委
員
会
：President's

Com
m
ission

on
IndustrialCom

petitiveness

（
ヤ
ン
グ
委
員
会
）」
は
一

九
八
五
年
に
報
告
書
を
提
出
し
た
（『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』）。
こ
の
『
報
告

書
』
は
米
国
の
産
業
競
争
力
の
向
上
を
狙
っ
て
、
新
技
術
の
創
造
や
実
用
化
、

保
護
な
ど
を
提
言
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
、
米
国
で
は
、『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』
に
そ
っ
て
、「
自
国

の
競
争
関
係
に
影
響
を
向
上
さ
せ
る
政
策
」
と
す
る
戦
略
的
通
商
政
策
が
実
行

さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
』
が
短
期
的
な
経
済
安

全
保
障
戦
術
に
対
し
て
、
一
九
八
五
年
に
米
国
が
産
業
競
争
力
を
長
期
間
か
け
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国家の役割
通商政策の立場

介入介入せず

積極的重商主義
戦略的通商政策
管理貿易論

自由放任主義積極的立場

選択的相互主義
互恵主義
保護的重商主義

古典的自由貿易中間的立場

保護主義
制裁的高関税主義
最恵国待遇主義

不完全な自由主義消極的立場

表２：通商政策の類型

出典：浦野、2003：39に追加・修正



て
強
化
す
る
転
機
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
を
契
機
に
競
争
力
強
化
策
が
提
案
さ
れ
た
。
い
わ
ば
。
二
本
立

て
の
対
外
経
済
戦
略
（
術
）
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
米
国
政
府
は
、
戦
略
産
業
に
お
け
る
優
位
を
創
造
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
政
策
が
経

済
安
全
保
障
の
名
の
も
と
に
、
輸
出
管
理
で
な
く
輸
出
促
進
、
経
済
制
裁
で
は
な
く
輸
出
・
輸
入
規
制
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。
い
わ

ば
、
そ
れ
は
重
商
主
義
・
戦
略
的
通
商
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
国
家
の
役
割
と
し
て
経
済
関
係
に
お
け
る
政
府
介
入
に
重
き
が
置

か
れ
た
。
そ
の
現
象
は
、
地
経
済
学
（geo-econom
ics

）
の
視
点
か
ら
、
冷
戦
後
に
お
け
る
経
済
と
軍
事
の
重
み
の
逆
転
現
象
と
し
て

現
れ
て
き
た
の
で
あ
る
［
浦
野
、
二
〇
〇
三
：
三
八－

三
九
］。

日
米
貿
易
摩
擦
が
政
治
問
題
化
さ
れ
る
際
に
、
日
米
両
国
政
府
が
摩
擦
に
介
入
す
る
こ
と
で
、
い
っ
た
ん
解
決
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
米
国
は
対
日
輸
出
と
そ
の
た
め
の
市
場
開
放
と
い
う
政
策
に
変
更
し
て
く
る
。
米
国
議
会
は
、
こ
の

頃
か
ら
日
本
の
政
治
経
済
構
造
を
改
革
し
な
け
れ
ば
、
貿
易
不
均
衡
を
解
消
で
き
な
い
と
し
、
そ
れ
を
政
治
問
題
化
す
る
。
一
九
八
五

年
、
中
曽
根
・
レ
ー
ガ
ン
首
脳
会
談
で
開
始
さ
れ
た
「
市
場
重
視
型
個
別
協
議
（M

arket-O
riented

Sector
Selective

T
alk:M

O
SS

）」

は
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
を
打
開
す
る
米
国
の
意
図
の
実
現
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
以
降
の
日
米
構
造
協
議
か

ら
の
市
場
開
放
を
阻
む
「
日
本
の
政
治
経
済
構
造
」
へ
の
取
り
組
み
を
主
題
と
し
た
。
日
米
構
造
協
議
は
日
米
通
商
交
渉
の
新
し
い
段

階
を
意
味
す
る
。
そ
の
実
施
に
は
、
国
家
の
役
割
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
積
極
的
重
商
主
義
、
つ
ま
り
「
結
果
重
視
」
を

求
め
る
米
国
流
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
日
米
貿
易
摩
擦
は
日
米
の
経
済
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
政
治
、
社
会
、
文
化
に

関
わ
る
「
シ
ス
テ
ム
摩
擦
」
の
様
相
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
［
中
本
、
一
九
九
九
：
二
一
三－

二
一
四
］。

米
国
の
対
日
「
自
由
貿
易
政
策
」
は
、
国
内
の
保
護
主
義
的
な
抵
抗
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
変
更
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
日
本

の
対
米
自
由
貿
易
政
策
は
、
日
本
に
と
っ
て
、
米
国
市
場
の
重
視
に
徐
々
に
応
じ
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
日
本
は
、
対
米
依
存
度
ゆ
え
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に
、
自
ら
志
向
す
る
米
国
と
の
「
自
由
貿
易
」
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
日
米
間
の
自
由
貿
易
観
の
差
が
過
度
に
「
政
治

問
題
化
」
す
る
原
因
で
も
あ
っ
た
。
日
本
の
米
国
市
場
で
の
成
功
は
、
米
国
以
外
の
第
三
国
で
の
成
功
に
結
び
つ
く
。
米
国
市
場
は
日

本
側
に
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
［
小
倉
、
一
九
八
二
：
一
〇
七－

一
〇
九
］。
両
国
は
、
市
場
を
尊
重
す
る
と
は
い
え
、
自
国
益
の
た
め

に
国
家
が
積
極
的
に
介
入
・
管
理
す
る
姿
勢
で
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
両
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
内
容
に
は
ち
が
い
が
あ
る
。

四

米
国
の
管
理
貿
易
論

米
国
政
府
は
、「
同
じ
条
件
の
競
争
」
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
米
国
は
二
国
間
交
渉
で
の
輸
出
の
自
主
規
制
以
上
の
、
一
方

的
な
市
場
開
放
や
輸
入
の
自
主
拡
大
を
要
求
し
て
き
た
［
佐
々
木
、
一
九
九
七
：
一
三
〇－

一
三
一
］。
こ
れ
は
、
L
・
D
・
タ
イ
ソ
ン
の

言
葉
で
は
、「
選
択
的
相
互
主
義
」
で
あ
る
［
タ
イ
ソ
ン
、
一
九
九
三
］。
こ
の
間
の
事
情
を
含
め
て
米
国
側
の
主
張
は
、
い
く
ら
自
由
貿

易
を
擁
護
す
る
と
は
い
え
、
米
国
政
府
が
そ
の
た
め
の
基
盤
・
条
件
整
備
、
あ
る
い
は
日
本
側
に
様
々
な
自
国
企
業
に
有
利
な
条
件
を

受
け
入
れ
を
主
張
し
た
。

米
国
の
目
的
は
、「
経
済
自
由
主
義
的
な
貿
易
体
制
」
を
標
榜
す
る
手
段
と
し
て
、
市
場
を
管
理
す
る
国
家
間
の
政
治
的
提
携
を
図

り
な
が
ら
通
商
関
係
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
、
米
国
流
の
「
管
理
貿
易
」
レ
ジ
ー
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
に
官
庁
が
民
間

企
業
を
牽
引
す
る
姿
勢
と
は
異
な
る
が
、
民
間
企
業
（
特
に
大
企
業
）
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
、
政
府
が
通
商
状
況
を
積
極
的
に
整

備
・
指
導
す
る
方
針
を
採
用
す
る
。
米
国
は
、
日
本
と
は
異
な
っ
た
意
味
で
、「
重
商
主
義
的
」
な
立
場
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。「

管
理
貿
易
」
は
、
国
が
貿
易
収
支
を
一
定
範
囲
に
管
理
し
、
輸
入
を
制
限
、
管
理
す
る
場
合
（
例
、
輸
出
自
主
規
制
）、
ま
た
相
手

国
に
一
定
の
輸
入
（
自
国
の
輸
出
）
を
強
制
す
る
場
合
（
例
、
輸
入
自
主
拡
大
）
が
あ
る
。
通
常
で
は
、
前
者
の
輸
入
を
制
限
す
る
場
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合
を
指
す
の
が
一
般
的
だ
が
、
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
、
後
者
の
シ
ェ
ア
の
保
証
や
行
動
計
画
（action

plan

）
の
よ
う
な
購
入

（
数
値
）
目
標
の
設
定
に
転
化
し
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
日
米
半
導
体
交
渉
に
み
ら
れ

た
。
ま
た
、
米
国
で
は
、「
相
互
主
義
」
は
、
米
国
と
同
等
な
市
場
開
放
（
つ
ま
り
、
米
国
規
準
に
合
わ
せ
る
こ
と
）
を
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
［
落
合
、
一
九
九
八
：
二
一
五；

古
田
、
二
〇
一
三
b
参
照
］。

「
管
理
貿
易
」
は
、
互
恵
主
義
や
公
正
貿
易
と
い
う
、
主
観
的
に
な
り
や
す
い
用
語
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
み
「
自
由
貿
易
」
を
推
進

す
る
名
の
も
と
に
、
米
国
流
の
重
商
主
義
を
合
理
化
・
正
当
化
さ
れ
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
重
要
性
が
明

白
に
な
る
と
、
米
国
政
府
に
よ
る
相
手
国
へ
の
介
入
に
よ
る
市
場
開
放
策
や
競
争
力
強
化
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

米
国
の
通
商
政
策
は
純
粋
な
自
由
貿
易
主
義
か
ら
「
選
択
的
相
互
主
義
（
＝
重
商
主
義
）」
へ
と
変
貌
し
た
の
で
あ
る
［
中
本
、
一
九
九

九
：
第
一
部
第
二
章
］。
こ
の
方
針
は
、
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
、
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
代
の
ク
リ
ン
ト
ン

政
権
で
も
引
き
継
が
れ
た
。

選
択
的
相
互
主
義
は
、「
国
家
の
経
済
安
全
保
障
に
必
要
な
制
度
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
る

Sheehan,2005:71

［

］。
こ
の
思
想
は
、
一

九
八
〇
年
代
後
半
、
米
国
政
府
の
通
商
政
策
に
お
い
て
も
、
米
国
議
会
の
立
法
に
お
い
て
も
、
安
全
保
障
や
国
防
に
関
係
す
る
法
律
の

条
項
を
強
化
し
、
防
衛
問
題
を
重
視
し
て
、
そ
れ
に
そ
く
し
て
貿
易
や
投
資
を
規
制
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
典
型

例
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
半
導
体
に
つ
い
て
の
日
米
間
貿
易
摩
擦
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
摩
擦
は
、
他
分
野
（
例
、
防
衛
負
担
）
と
も

関
連
づ
け
ら
れ
る
。
米
国
の
対
日
強
硬
論
者
が
よ
く
使
う
「
こ
れ
だ
け
日
本
の
軍
事
的
な
安
全
を
米
国
が
守
っ
て
や
っ
て
い
る
の
に
、

日
本
に
よ
る
経
済
的
な
不
公
平
さ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
」
と
い
う
論
調
で
あ
る
。

米
国
政
府
は
、
国
防
上
の
安
全
保
障
だ
け
で
な
く
、
自
国
の
低
下
と
と
も
に
、
経
済
上
の
安
全
保
障
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
八
七
年
、
米
国
政
府
は
、
日
本
側
に
協
定
違
反
を
も
っ
て
対
日
報
復
と
い
う
強
硬
手
段
を
押
し
出
し
た
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［
石
川
、
一
九
九
五
：
五
二－

五
三
］。

冷
戦
終
了
前
後
に
登
場
し
た
経
済
と
軍
事
・
政
治
の
安
全
保
障
に
関
係
す
る
視
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
地
経
済
的
な
立
場
か
ら
「
経
済

的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
政
府
は
、
経
済
的
能
力
を
国
家
に
有
用
な
対
外
政
策
手
段
と
軍
事
力
行
使
と
し

て
活
用
す
る
。
冷
戦
期
に
は
、
軍
事
的
対
決
、
軍
拡
競
争
、
軍
事
上
の
安
全
保
障
は
優
先
さ
れ
た
。
い
わ
ば
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
外
交
観
で

あ
る
。
特
に
冷
戦
後
、
リ
ア
リ
ス
ト
は
、
軍
事
費
の
削
減
に
直
面
し
、
そ
の
分
を
経
済
領
域
に
力
点
を
移
行
し
た
。
そ
の
考
え
は
、
単

純
化
し
て
地
経
済
的
な
立
場
で
述
べ
れ
ば
、
経
済
分
野
を
軍
事
分
野
に
代
替
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

S
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
軍
事
紛
争
が
起
こ
り
う
る
世
界
に
お
い
て
、
経
済
力
の
優
劣
が
国
家
間
で
順
位
を
決
す
る
よ
う
に
な
る
、

と
論
じ
る
［
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
一
九
九
八
］。
い
わ
ば
経
済
競
争
は
、
軍
事
手
段
以
外
の
他
の
手
段
に
よ
る
「
戦
争
」
と
み
な
さ
れ
る
。
日

本
の
戦
略
は
、「
経
済
戦
争
」
と
い
う
戦
略
を
基
本
と
す
る
。
日
本
は
、
戦
略
や
行
動
に
日
米
間
の
対
立
や
競
争
を
想
定
し
て
き
た
。
地

経
済
的
、
そ
れ
も
重
商
主
義
的
な
視
点
で
は
、
貿
易
赤
字
は
望
ま
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
国
内
の
雇
用
に
影
響
す
る
た
め
だ
け

で
な
く
、
国
家
が
原
材
料
、
商
品
や
金
融
の
輸
出
入
に
依
存
す
る
貿
易
立
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
国
家
は
対

外
的
な
脅
威
に
脆
弱
と
な
り
や
す
い

Sheehan,2005:71

［

］。

国
家
は
、
他
国
の
軍
事
力
に
対
し
て
、
自
国
の
軍
事
力
か
ら
安
全
保
障
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
リ
ア
リ
ス
ト
は
考
え
る
。

そ
し
て
、
他
国
が
支
配
す
る
資
源
・
技
術
に
依
存
す
る
度
合
い
を
最
小
化
し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
自
国

の
運
命
が
他
国
と
の
経
済
的
な
関
係
に
束
縛
さ
れ
る
の
で
は
、
国
家
は
自
国
の
独
立
と
安
全
保
障
を
危
う
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

点
で
は
、
国
家
は
国
際
関
係
の
将
来
を
予
測
で
き
そ
う
に
な
い
た
め
、
経
済
的
な
相
互
依
存
を
歓
迎
す
べ
き
で
は
な
い
。
し
か
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
で
は
、
そ
の
よ
う
な
方
針
自
体
は
不
可
能
な
の
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
主
導
権
を
確
保
す
る
手
段
や
措
置
を
講
じ

て
お
き
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
と
需
要
・
供
給
の
経
済
的
な
相
互
依
存
に
と
り
わ
け
関
心
を
も
た
せ
る
。
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地
経
済
的
思
考
に
は
、
貿
易
が
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
関
係
を
促
進
す
る
し
、
他
国
に
対
し
て
自
国
の
相
対
的
凋
落
と
い
う
「
脅
威
」
に
関

連
す
る
要
因
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
。
国
際
政
治
と
の
関
係
に
お
い
て
、
経
済
的
対
決
や
保
護
の
推
進
は
国
家
の
安
全
保
障
を
左
右

す
る

Sheehan,2005:72
［

］。

経
済
的
安
全
保
障
の
概
念
は
、
国
防
の
安
全
保
障
と
い
う
政
治
的
文
脈
で
分
析
す
る
た
め
に
、
安
全
保
障
の
幅
広
い
文
脈
に
お
い
て
、

国
際
政
治
に
も
関
係
し
て
く
る

Sheehan,2005:67

［

］。

五

冷
戦
後
の
日
米
政
治
経
済
関
係
に
お
け
る
「
管
理
貿
易
」
論

（
一
）
日
米
貿
易
交
渉
の
背
景
と
論
点

冷
戦
時
代
で
は
日
米
経
済
関
係
に
軋
轢
が
生
じ
て
も
、
両
国
政
府
間
に
妥
協
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
と
く
に
冷
戦
後
の
世
界
戦
略

に
お
い
て
、
米
国
は
対
日
政
策
を
変
更
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
も
経
済
構
造
の
変
化
途
上
に
あ
る
た
め
、
米
国
に
は
容
易

に
譲
歩
で
き
な
く
な
っ
た
。

日
米
包
括
経
済
協
議
（T
he
Japan-U

.S.Fram
ew
ork
T
alks

on
BilateralT

rade

）
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
日
米
間
の
経
済
問

題
を
幅
広
く
協
議
す
る
交
渉
の
場
で
あ
っ
た
。
マ
ク
ロ
経
済
政
策
で
は
、
日
本
の
経
常
収
支
黒
字
と
米
国
の
財
政
・
貿
易
赤
字
の
削
減

な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。
分
野
別
（
自
動
車
・
半
導
体
な
ど
）
の
交
渉
で
は
米
国
が
数
値
目
標
の
設
定
を
要
求
し
た
。
そ
れ
は
、
ク
リ
ン

ト
ン
政
権
で
は
、
政
権
運
営
に
お
い
て
、
不
可
避
の
課
題
で
あ
っ
た
。

米
国
の
貿
易
赤
字
は
、
一
九
九
一
年
六
六
七
億
ド
ル
、
一
九
九
二
年
八
四
五
億
ド
ル
、
一
九
九
三
年
一
三
一
〇
億
ド
ル
と
増
加
の
一

途
を
辿
っ
た
。
米
国
内
の
消
費
が
活
発
に
な
っ
て
輸
入
も
多
く
な
っ
た
。
米
国
の
財
政
赤
字
は
、
一
九
九
一
年
二
六
九
五
億
ド
ル
、
一

九
九
二
年
二
九
〇
三
億
ド
ル
、
一
九
九
三
年
二
五
四
七
億
ド
ル
、
一
九
九
四
年
二
三
四
八
億
ド
ル
、
一
九
九
五
年
一
七
六
一
億
ド
ル
で
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あ
っ
た
。
貿
易
赤
字
の
半
分
は
対
日
貿
易
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
財
政
赤
字
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
に
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
貿

易
赤
字
は
増
加
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
米
国
は
、
日
本
の
黒
字
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
日
米
協
議
の
枠
組
み
を
マ
ク
ロ
、

分
野
別
、
地
球
規
模
の
協
力
に
分
け
て
交
渉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
ク
ロ
面
で
は
、
日
本
は
経
常
黒
字
の
縮
小
、
内
需
拡
大
・
市
場
開
放
を
求
め
ら
れ
た
。
米
国
は
、
財
政
赤
字
削
減
、
貯
蓄
奨
励
・

国
際
競
争
を
目
標
と
し
た
。
そ
れ
は
政
府
調
達
、
規
制
緩
和
、
自
動
車
・
同
部
品
、
経
済
的
調
和
、
既
存
の
合
意
・
約
束
で
あ
っ
た
。

重
要
な
の
は
日
本
に
対
し
て
数
値
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
そ
の
前
の

レ
ー
ガ
ン
政
権
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
で
も
自
動
車
輸
入
規
制
で
対
立
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
時
代
で
は
一
六
八
万
台
以
下
に
抑
制
す
る

ま
で
で
、
後
は
市
場
に
任
せ
る
制
度
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
、
そ
れ
で
は
、
米
国
側
は
満
足
で
き
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
日
米
構
造
協
議
の
場
に
お
い
て
全
分
野
を
包
括
的
に
協
議

さ
れ
、
個
々
の
分
野
で
着
手
さ
れ
、
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
の
是
正
を
、
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
計
五
回
開
催
さ
れ
た
二

国
間
で
協
議
す
る
に
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
に
「
日
米
包
括
経
済
協
議
」
と
名
前
を
変
え
、
一
九
九
四
年
か
ら
「
年
次
改
革
要
望

書
」
へ
の
流
れ
を
形
成
し
た
。
こ
れ
は
、
戦
略
的
通
商
政
策
で
あ
る
。

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
各
分
野
で
目
標
を
設
定
し
、
中
間
調
査
を
し
て
介
入
す
る
。
こ
れ
を
日
本
は
「
管
理
貿
易
」
と
批
判
し
た
。

レ
ー
ガ
ン
と
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
の
各
政
権
で
は
、
冷
戦
時
代
の
た
め
安
全
保
障
体
制
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン

政
権
内
部
で
は
、
冷
戦
と
い
う
制
約
が
消
滅
し
た
た
め
、
日
本
へ
の
「
構
造
改
革
」
と
い
う
要
請
は
、
外
交
、
防
衛
、
経
済
、
通
商
な

ど
の
各
分
野
に
お
い
て
着
手
し
た
。
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（
二
）
日
米
交
渉
に
影
響
し
た
米
国
内
事
情

日
米
交
渉
は
、
米
国
か
ら
の
要
求
に
対
し
て
日
本
の
国
益
を
ど
の
よ
う
に
擁
護
す
る
か
と
い
う
議
論
が
多
か
っ
た
。
米
国
は
冷
戦
の

た
め
に
膨
大
な
軍
事
力
を
抱
え
、
そ
れ
が
米
国
経
済
の
足
枷
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
冷
戦
に
大
き
な
負
担
を
せ
ず
、
経
済

的
に
米
国
か
ら
の
「
恩
恵
」
を
受
け
て
き
た
、
と
米
国
側
は
認
識
す
る
。
一
九
九
二
年
の
大
統
領
選
挙
時
点
で
、
米
国
の
失
業
は
一
九

八
〇
年
代
の
失
業
と
は
質
を
異
に
し
て
い
た
。
社
会
の
中
心
と
な
る
世
代
の
失
業
率
が
高
か
っ
た
。
そ
れ
に
失
業
者
も
労
働
者
だ
け
で

な
く
管
理
職
も
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。

米
国
の
経
済
成
長
と
国
際
社
会
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
の
間
に
あ
る
業
績
回
復
は
想
像
で
き
る
が
、
た
だ
長

期
的
な
経
済
成
長
が
一
貫
し
な
い
と
い
う
難
点
を
抱
え
て
い
た
。
米
国
経
済
は
政
策
を
管
理
す
る
際
に
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
け
で

な
く
、
選
挙
へ
の
対
応
と
議
会
対
策
へ
の
行
動
に
は
重
要
な
意
味
を
も
た
ら

。
当
然
、
対
外
政
策
に
も
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
。
米

国
は
日
米
交
渉
で
の
管
理
貿
易
的
な
方
針
を
堅
持
し
つ
つ
、
か
つ
市
場
開
放
な
ど
を
要
求
し
た
。

米
国
は
、
冷
戦
後
も
強
大
な
軍
事
力
を
有
す
る
が
、
世
界
情
勢
の
中
で
泰
然
と
し
た
立
場
で
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
日
本
は
、「
自

由
貿
易
」
を
擁
護
す
る
た
め
、
米
国
流
の
「
管
理
貿
易
」
に
抵
抗
を
示
し
、
米
国
の
要
求
を
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
、
と
主
張
し
た
。
し

か
し
、
日
本
は
、
経
済
に
限
ら
ず
政
治
・
外
交
・
軍
事
な
ど
安
全
保
障
上
の
多
様
な
課
題
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
日

本
は
、
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
へ
の
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
。
米
国
の
要
求
は
、
日
本
に
と
っ
て
現
在
の
問
題
解
決
だ
け
で
な

く
、
将
来
の
日
本
が
国
際
社
会
に
ど
う
関
わ
る
か
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
［
関
下
、
一
九
九
六
：
第
三
章
参
照
］。

米
国
の
通
商
交
渉
の
姿
勢
は
、
自
由
貿
易
か
ら
管
理
貿
易
に
シ
フ
ト
し
た
の
か
、
を
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
貿
易
の

考
え
方
は
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
タ
イ
ソ
ン
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
内
で
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
。
彼
女

は
日
本
の
シ
ス
テ
ム
を
非
難
し
た
こ
と
で
有
名
な
「
日
本
異
質
論
者
（
リ
ビ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
）」
で
あ
る
。
彼
女
は
、
自
由
貿
易
を
理
念

（
13
）す
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と
し
て
認
め
る
と
同
時
に
、
国
益
重
視
の
現
実
主
義
者
で
も
あ
る
。
自
ら
国
益
を
防
御
す
る
と
は
い
え
保
護
貿
易
主
義
者
で
は
な
い
、

と
主
張
す
る
、
い
わ
ば
「
慎
重
な
行
動
主
義
者
」
で
あ
り
。
多
国
間
ル
ー
ル
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、「
公
平
・
公
正
」

な
通
商
関
係
を
尊
重
し
て
、
そ
れ
を
危
う
く
す
る
な
ら
、
そ
の
防
止
や
補
償
の
た
め
に
米
国
内
の
通
商
法
を
使
用
す
べ
き
と
す
る
、
あ

る
意
味
で
は
「
身
勝
手
な
」
自
由
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る

cf.Gourevitsh,1986:51

［

］。

そ
こ
に
は
米
国
産
業
を
保
護
す
る
自
己
本
位
な
、
重
商
主
義
的
な
考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
。
反
対
に
、
外
国
の
特
定
産
業
保
護
政

策
は
、
米
国
の
製
造
業
者
に
被
害
を
も
た
ら
す
。
そ
の
対
抗
策
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
に
は
効
果
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
二
国

間
交
渉
に
際
し
て
は
外
国
企
業
に
よ
る
市
場
参
入
を
承
認
す
る
代
わ
り
に
、
そ
の
企
業
の
母
国
に
市
場
開
放
を
要
求
す
る
「
選
択
的
相

互
主
義
」（「
戦
略
的
通
商
政
策
」）
を
採
用
す
べ
き
だ
、
と
主
張
し
た
［
タ
イ
ソ
ン
、
一
九
九
三
］。
こ
の
発
想
は
、
米
国
国
益
を
最
優
先

す
る
政
策
形
成
者
や
議
員
の
考
え
で
も
あ
る
。

（
三
）
米
国
に
よ
る
日
本
改
造
計
画

米
国
は
、
そ
の
経
済
的
後
退
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
冷
戦
末
期
か
ら
自
国
の
国
際
的
地
位
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
る
。
貿
易

依
存
度
は
、
国
家
の
経
済
規
模
の
低
下
と
と
も
に
上
昇
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
は
通
商
体
制
の
再
検
討
だ
け
で

な
く
、
米
国
に
都
合
の
よ
い
論
理
と
相
手
国
の
「
不
当
さ
」
を
一
方
的
に
対
抗
措
置
で
示
す
［
佐
々
木
、
一
九
九
七
：
一
二
二－

一
二
三
］。

一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
不
況
時
に
お
い
て
、
米
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
め
て
中
間
層
の
失
業
を
経
験
し
た
。
大
統
領

は
、
有
権
者
を
意
識
し
た
中
間
層
へ
の
雇
用
対
策
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
雇
用
の
確
保
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

は
、
日
本
と
の
貿
易
摩
擦
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
一
九
九
三
年
、
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
で
は
、
日
本
は
ス
イ
ス
を
追
い
抜

い
て
世
界
第
一
位
（
三
三
七
五
四
ド
ル
）
に
な
っ
た
。
米
国
は
第
六
位
（
二
四
四
一
二
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。
米
国
は
、
自
由
貿
易
体
制
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を
堅
持
し
た
く
と
も
、
独
自

の
技
術
・
経
済
力
で
は
日
本

に
は
か
な
わ
ず
、
日
本
と
の

協
力
を
不
可
欠
と
考
え
た
。

そ
れ
が
日
本
に
対
す
る
市
場

開
放
の
要
求
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

米
国
側
は
、
戦
後
の
日
米

通
商
摩
擦
を
個
別
的
な
協
議

か
ら
全
面
的
な
解
決
を
求
め

た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇

年
代
、
米
国
側
か
ら
の
「
協

議
」
と
い
う
名
に
よ
る
日
本

側
に
様
々
な
改
革
要
求
と

な
っ
て
現
わ
れ
た
。
ひ
と
つ

は
、
表
３
に
あ
る
日
米
構
造

協
議
（
S
I
I
、
一
九
八
九

～
一
九
九
〇
年
）
で
あ
り
、
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内 容項 目

総額430兆円の公共投資10カ年計画の策定。①貯蓄・投資パターン

大規模小売店舗法の見直しの改正法を見直す。米商品流
通の円滑化。

②流通

独禁法の強化による排他的取引慣行を撤廃・系列取引の
見直し。
米商品の日本市場参入を促進。

③排他的取引慣行

内外価格差の是正・公共料金のコスト構成を国際的な観
点から検討し、適正化を促す。

④価格メカニズム

表３：日米構造協議の概要

内 容政策・協力

日本の経常黒字削減、米国の赤字削減１．マクロ経済政策

①政府調達 コンピュータ・スーパーコンピュータ・衛
星・医療技術・電気通信
②規制緩和 競争政策・透明な手続き（金融サービス・
保健・流通）
③主要セクター 自動車・自動車部品など
④経済的調和 直接投資・知的所有権・技術移転・長期
的な取引関係
⑤既存の合意 日米構造協議など

２．分野・構造別政策

環境・技術・人的資源の開発・人口問題・エイズ３．地球規模の展望に
立った協力

＊首脳会談を年２回開催し、進展状況を点検する。

表４：日米包括経済協議の枠組み



も
う
ひ
と
つ
は
表
４
の
日
米
包
括
経
済
協
議
（
一
九
九
三
～
一
九
九
六
年
）
で
の
項
目
で
あ
る
。
米
国
は
、
分
野
別
協
議
で
は
、
市
場

開
放
に
関
す
る
「
客
観
的
基
準
」
と
す
る
数
値
目
標
の
設
定
を
要
求
し
た
。
結
局
、
一
九
九
五
年
ま
で
に
、
保
険
、
政
府
調
達
品
、
自

動
車
な
ど
の
優
先
分
野
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。

一
九
九
七
年
四
月
、
橋
本
・
ク
リ
ン
ト
ン
首
脳
会
談
は
、
日
本
の
規
制
緩
和
に
関
す
る
新
た
な
事
務
レ
ベ
ル
協
議
の
場
を
設
け
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
、
日
本
の
規
制
緩
和
に
照
準
を
定
め
る
戦
略
を
鮮
明
に
し
た
。
一
九
九
三
年
に
開
始
し
た
日
米

包
括
経
済
協
議
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
二
期
目
に
な
る
と
、
日
本
側
の
全
シ
ス
テ
ム
変
更
を
要
求
す
る
「
構
造
協
議
」
の
色
彩
を
濃

く
す
る
。

当
時
、
日
米
の
経
済
力
は
合
計
す
る
と
世
界
経
済
の
四
〇
％
強
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
A
P
E
C
）
加
盟
国
の

中
で
は
両
国
の
シ
ェ
ア
は
八
〇
％
近
く
ま
で
に
達
し
て
い
た
。
世
界
経
済
に
と
っ
て
日
米
両
国
は
重
要
で
あ
る
。
日
米
関
係
が
緊
張
す

る
と
為
替
レ
ー
ト
が
変
動
し
、
株
式
市
場
が
過
剰
反
応
し
、
世
界
の
金
融
市
場
も
動
揺
す
る
。

当
然
、
日
米
関
係
は
、
両
国
に
共
通
の
目
標
・
利
益
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
米
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
は
、
日
本
は
、
米
国
と
と
も
に
、
公
正
・
公
平
で
理
解
し
や
す
い
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
、

日
本
国
内
に
お
い
て
、
行
政
改
革
と
規
制
緩
和
の
抜
本
的
な
措
置
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
日
米
関
係
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
同

時
に
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
米
国
側
の
論
理
が
最
優
先
し
た
。

米
国
の
通
商
法
は
、
一
方
で
自
由
競
争
を
理
念
と
す
る
が
、
他
方
で
自
国
産
業
に
対
す
る
保
護
を
優
先
す
る
伝
統
も
あ
る
。
自
由
貿

易
と
保
護
貿
易
と
を
矛
盾
な
く
結
合
で
き
る
概
念
が
「
公
正
な
競
争
」
で
あ
る
。
そ
の
論
理
は
、
市
場
の
閉
鎖
性
を
「
不
公
平
」
と
し
、

そ
の
よ
う
な
状
況
を
是
正
し
、
米
国
産
業
の
保
護
を
当
然
視
す
る
［
黒
川
、
二
〇
〇
一
］。

特
定
争
点
に
直
接
関
心
を
示
す
国
家
は
、
様
々
な
非
公
式
の
取
決
め
を
用
い
る
。
そ
の
取
決
め
は
レ
ジ
ー
ム
の
形
成
に
つ
な
が
る
。
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そ
れ
は
、
争
点
の
範
囲
内
で
の
当
事
国
の
関
係
を
規
制
す
る
た
め
に
、
当
事
国
同
士
で
取
り
決
め
ら
れ
た
、
一
連
の
手
続
き
や
実
質
的

な
ル
ー
ル
か
ら
成
立
す
る
。
レ
ジ
ー
ム
は
、
そ
の
公
式
性
、
範
囲
、
そ
し
て
調
整
と
協
力
に
よ
る
効
果
を
異
に
す
る
。
レ
ジ
ー
ム
が
拡

大
し
、
相
互
関
係
へ
向
け
て
潮
流
が
継
続
す
る
な
ら
ば
、
国
際
関
係
は
よ
り
包
括
的
な
構
造
と
な
り
、
そ
れ
が
国
家
間
を
横
断
し
、
さ

ら
に
よ
り
緊
密
な
国
際
的
共
同
体
を
形
成
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
国
家
間
の
競
合
関
係
に
生
じ
る
、
潜
在
的
な
紛
争
を
防

止
す
る
可
能
性
が
あ
る
［
グ
レ
イ
グ
/
ジ
ョ
ー
ジ
、
一
九
九
七
：
エ
ピ
ロ
ー
グ
］。

第
八
章

安
全
保
障
の
重
層
性

一

一
九
八
〇
年
代
の
日
本
防
衛
政
策
の
変
化

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
米
国
は
、
西
欧
諸
国
や
日
本
が
軍
備
や
援
助
の
負
担
肩
代
わ
り
や
市
場
開
放
の
要
求
に
も
十
分
応
じ
な
い
し
、

為
替
レ
ー
ト
調
整
に
協
力
的
で
な
い
、
と
不
満
を
募
ら
せ
た
。
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
時
代
の
終
わ
り
は
、
米
国
外
交
に
お
け
る
冷

戦
時
代
の
終
結
よ
り
先
行
す
る
。
前
者
の
終
わ
り
は
、
国
際
経
済
関
係
に
お
い
て
、
西
欧
諸
国
と
日
本
の
経
済
発
展
で
あ
っ
た
。
国
際

経
済
に
お
け
る
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
を
浸
食
し
た
の
は
、
皮
肉
に
も
、
西
側
同
盟
国
の
経
済
発
展
で
あ
る
。
米
国
は
、
同
盟
国

が
自
国
へ
の
政
策
選
択
を
制
約
す
る
、
と
感
じ
た
［
山
本
、
一
九
八
三
：
二
二
九
］。

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
金
融
を
軸
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
経
済
を
促
進
す
る
諸
要
因
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要

因
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
が
著
し
く
変
易
的
で
あ
る
こ
と
を
露
呈
さ
せ
る
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
四
三－

四
五
］。

安
全
保
障
は
、
国
際
政
治
・
経
済
、
国
際
関
係
の
影
響
を
受
け
る
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
国
防
衛
の
考
え
は

同
盟
国
に
支
持
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
国
際
機
関
と
の
関
係
で
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
国
際
情
勢
の
変
化
に
ど
の
よ
う
に
影
響
さ
れ
る
か

も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
安
全
保
障
概
念
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
質
的
転
換
を
迎
え
た
。
自
国
だ
け
の
判
断
で
防
衛
構
想
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は
決
定
で
き
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
の
「
新
冷
戦
」
と
い
う
国
際
環
境
の
変
化
以
降
、
日
本
の
防
衛
（
力
）
政
策
も
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。

戦
後
日
本
の
経
済
復
興
で
は
、
日
米
安
全
保
障
条
約
は
、
日
本
を
経
済
成
長
さ
せ
る
に
は
重
要
で
あ
っ
た
。
冷
戦
と
い
う
背
景
で
は
、

日
米
安
保
体
制
は
、
日
本
列
島
が
ソ
連
、
そ
の
後
の
中
国
と
い
う
軍
事
大
国
の
太
平
洋
へ
の
進
出
を
阻
止
す
る
「
防
波
堤
」
と
い
う
意

味
で
、
地
政
治
学
的
な
要
因
か
ら
、
米
国
自
身
の
軍
事
的
な
安
全
保
障
に
と
っ
て
も
、
経
済
上
の
軋
轢
が
増
す
な
か
で
も
、
日
米
両
国

の
軍
事
だ
け
で
な
く
経
済
の
関
係
で
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
四
四
］。

一
九
七
八
年
一
一
月
、
日
米
の
防
衛
担
当
者
間
で
防
衛
協
力
の
具
体
的
な
指
針
を
示
す
、「
日
米
防
衛
協
力
の
指
針
」（「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」）
が
合
意
さ
れ
た
。
日
米
安
保
条
約
を
効
果
的
に
運
営
す
る
た
め
、
日
米
両
国
は
作
戦
、
情
報
、
後
方
支
援
な
ど
で
協
力
体
制

や
共
同
計
画
を
立
案
、
決
定
し
た
。

そ
れ
は
、
日
米
安
保
体
制
を
さ
ら
に
軍
事
同
盟
の
性
格
を
鮮
明
に
さ
せ
た
。
日
本
は
、
米
国
に
「
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
責

任
分
担
）」
の
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

一
九
八
一
年
七
月
、
オ
タ
ワ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
日
米
首
脳
会
談
が
開
か
れ
た
。
米
国
側
は
、「
防
衛
た
だ
乗
り
論
」
に
加
え
て
、
対

日
貿
易
赤
字
の
累
積
や
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
か
ら
、
日
本
の
緩
慢
な
政
策
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
至
る
ま
で
、
日
本
へ
の
不
満
を
述
べ
た
。

経
済
不
況
や
大
量
失
業
に
悩
む
欧
米
諸
国
は
対
日
要
求
を
突
き
つ
け
た
。
鈴
木
内
閣
は
、
首
脳
会
議
前
に
、
対
米
自
動
車
の
自
主
規
制

を
実
施
し
、
そ
の
後
関
税
引
下
げ
、
輸
入
制
限
の
緩
和
や
検
査
手
続
き
の
改
善
な
ど
の
市
場
開
放
措
置
を
講
じ
た
。
日
本
の
輸
出
競
争

力
を
防
衛
負
担
の
少
な
さ
と
関
連
さ
せ
、
市
場
開
放
と
貿
易
力
の
不
均
衡
の
解
消
を
要
求
す
る
議
論
が
登
場
し
た
。

こ
の
時
期
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
日
米
関
係
の
基
本
的
な
枠
組
み
が
日
米
安
全
保
障
条
約
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
日
米
関
係
に
関

す
る
国
家
安
全
保
障
決
定
指
令
（N

SD
D
62

）
を
発
動
し
た
。
そ
れ
は
、
日
本
を
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

A
T
O

）
同
盟
国
と
同
等
に
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位
置
づ
け
、
自
国
と
周
辺
の
空
海
域
一
〇
〇
〇
海
里
の
シ
ー
レ
ー
ン
の
防
衛
を
担
う
能
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
求
め
る
と
と
も
に
、
経

済
面
で
は
市
場
開
放
を
求
め
、
米
国
金
融
機
関
に
対
す
る
内
国
待
遇
な
ど
を
要
求
し
続
け
る
が
、
安
全
保
障
、
外
交
、
経
済
上
の
目
標

追
求
に
お
い
て
配
慮
を
日
本
に
求
め
た
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
一
五
六
］。

一
九
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
は
（
そ
れ
に
M
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
も
）、
軍
事
的
安
全

保
障
を
政
治
目
的
と
し
た
。
そ
れ
は
軍
事
的
側
面
を
超
え
た
国
家
全
体
の
安
全
保
障

の
総
合
的
な
次
元
を
示
し
た
。
国
家
の
安
全
保
障
は
、
経
済
要
素
を
組
み
込
む
こ
と

に
な
っ
た
。
軍
事
安
全
保
障
は
、
経
済
的
な
基
盤
に
立
脚
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本

の
自
民
党
政
権
は
、
経
済
的
次
元
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
特
有
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

自
主
防
衛
力
の
強
化
を
要
求
す
る
保
守
強
硬
論
者
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、

自
国
の
安
全
保
障
を
定
義
づ
け
よ
う
と
し
た

Calder,1988:412

［

］。
日
本
の
論
理
は
、

米
国
政
府
に
は
不
満
で
あ
っ
た
。

一
九
八
七
年
に
、
日
本
の
防
衛
予
算
が
G
N
P
一
％
を
超
え
た
。
も
っ
と
も
、
当

時
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
で
は
、
一
人
当
た
り
の
防
衛
支
出
は
中
曽
根
政
権
の
そ
れ
の
一

〇
倍
で
あ
っ
た
。
日
本
の
経
済
規
模
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
急
速
に
拡
大
す
る
が
、

そ
れ
で
も
防
衛
支
出
の
点
で
は
世
界
第
八
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
字
は
、
日
本
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
業
界
、
あ
る
い
は
パ
チ
ン
コ
産
業
の
総
取
引
高
程
度
、
と
米
国
側
か

ら
低
く
評
価
さ
れ
た
。

一
九
八
五
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
か
ら
、
円
高
は
日
本
の
防
衛
の
拡
大
を
促
進

第30巻――88

GNPでの
防衛比（％）

国家予算での
割合（％）

１人当たりの
防衛費（円）

国

7.229.2234,000米国

4.327.9115,000西ドイツ

5.111.9108,000英国

4.117.5102,000フランス

2.65.639,000イタリア

0.995.222,000日本

表５：西側主要国の防衛支出の比較（1984年）

出典、Calder,1988:412



し
た
が
、
こ
の
為
替
レ
ー
ト
の
再
均
衡
（realignm

ent

）
は
、
事
実
上
、
防
衛
費
を
円
建
て
で
な
さ
れ
る
た
め
、
実
際
の
防
衛
能
力
は

ほ
と
ん
ど
米
国
頼
み
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
米
国
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
経
済
上
の
不
公
平
ま
で
、
な
ぜ
容

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
と
米
国
は
批
判
し
て
き

。

二

総
合
的
安
全
保
障
の
視
点

総
合
的
な
視
点
か
ら
み
た
日
米
関
係
は
、
ど
う
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
米
国
側
は
、
一
九
八
〇
年
以
降
の
日
米
関
係
を
ど
の
よ

う
に
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
か

cf.Elow
tz,1992:180-181

［

］。
日
米
経
済
関
係
は
徐
々
に
緊
張
を
増
し
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
か
ら
、

米
国
の
国
民
、
議
会
、
実
業
界
の
大
半
が
日
本
を
不
公
平
な
（unfair

）
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
公
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
認
識
は
、

真
偽
を
別
に
し
て
、
日
本
企
業
が
自
動
車
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
子
機
器
な
ど
を
米
国
市
場
で
販
売
で
き
る
の
に
、
米
国
製
品
は
総
体

的
に
日
本
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
貿
易
不
均
衡
に
数
字
で
表
れ
て
い
る
、
と
根
拠
づ

け
て
い
た
。
こ
れ
は
経
済
摩
擦
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
軍
事
上
の
安
全
保
障
に
関
係
し
て
く
る
。
米
国
が
日
本
を
守
っ
て
や
る
の
に
、

つ
ま
り
「
た
だ
乗
り
論
」
と
「
一
国
平
和
主
義
」
で
自
ら
の
金
儲
け
に
は
熱
心
に
で
き
る
の
は
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
の
お
か
げ
で
は

な
い
か
。
応
分
の
負
担
を
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
議
論
が
米
国
民
レ
ベ
ル
か
ら
現
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
何
に
つ
け
て
も
、「
日

本
は
不
公
平
な
国
だ
」
の
論
調
で
あ
る
。

日
本
「
叩
き
論
者
（basher

）」
は
、
日
本
に
向
け
て
保
護
主
義
的
政
策
を
米
国
政
府
に
要
求
し
た
。
日
本
へ
の
自
動
車
輸
出
枠
の

削
減
と
厳
格
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
規
制
が
含
ま
れ
て
い
た
。
日
本
の
政
府
関
係
者
や
企
業
経
営
者
な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
動
き
が
米
国

と
の
関
係
を
害
す
る
し
、
貿
易
不
均
衡
の
真
の
理
由
を
、
数
値
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
、
と
考
え
た
。
例
え
ば
、
日
本
国
民
の
中
で

米
国
経
済
（
製
品
）
へ
の
購
買
意
欲
の
認
識
の
低
下
、
日
本
の
労
働
者
の
勤
労
観
の
高
さ
、
高
い
貯
蓄
率
な
ど
は
、
工
業
生
産
で
の
よ

（
14
）た
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り
効
率
的
、
高
品
質
の
質
的
な
形
で
現
わ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
米
国
の
保
護
主
義
者
か
ら
の
日
本
批
判
は
、
日
本
国
内
に
あ
る
影
響
力
も
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
本
の
指
導

者
は
、「
嫌
米
」
を
理
由
に
、
例
え
ば
日
本
に
あ
る
米
軍
基
地
の
撤
去
を
求
め
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
在
留
米
軍
経
費
を
削
減
す
る
か

も
し
れ
な
か
っ
た
。
仮
に
日
本
が
核
武
装
す
る
な
ら
、
米
国
に
も
っ
と
深
刻
な
国
際
・
軍
事
問
題
を
抱
え
込
ま
せ
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
社
会
に
は
、
潜
在
的
な
軍
事
大
国
を
目
指
す
勢
力
が
依
然
存
在
す
る
。
ま
た
、
米
国
経
済
に
と
っ
て
、
日
本
企
業
と
投
資
が
米

国
民
の
職
を
創
造
す
る
の
で
、
米
国
内
の
保
護
主
義
は
、
か
え
っ
て
米
国
経
済
に
打
撃
を
与
え
る
。
米
国
経
済
は
外
資
に
依
存
す
る
こ

と
で
安
定
す
る
。
だ
か
ら
、
米
国
も
日
本
も
相
互
に
依
存
す
る
関
係
に
あ
る
。
結
論
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
経
済
的
だ
け
で
な
く
、
政

治
的
、
軍
事
的
、
社
会
的
に
も
、
日
米
両
国
の
指
導
者
は
お
互
い
を
必
要
と
す
る
基
本
的
事
実
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

日
本
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
世
界
と
の
関
係
で
は
、
政
治
や
軍
事
よ
り
も
経
済
に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
は
、
そ

の
努
力
の
結
果
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
、
経
済
大
国
と
世
界
か
ら
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
日
米
関
係
と
絡
め
れ
ば
、
米

国
の
「
核
の
傘
」
に
象
徴
さ
れ
る
日
米
安
全
保
障
体
制
は
、
日
本
の
指
導
者
に
、
安
全
保
障
以
外
の
日
米
関
係
の
も
つ
れ
、
そ
れ
に
関

わ
る
日
本
国
内
の
政
治
的
分
裂
を
回
避
、
克
服
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

A
nderson,1996:206

［

］。

軍
事
的
な
安
全
保
障
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
に
は
自
衛
隊
が
あ
っ
て
も
、
在
日
米
軍
な
し
で
は
戦
え
な
い
。
逆
も
真
な
り
で
、
米
国

は
、
日
本
の
後
方
支
援
な
し
で
は
、
東
ア
ジ
ア
で
は
米
軍
を
展
開
で
き
そ
う
に
な
い
。
米
国
は
、
そ
の
世
界
戦
略
が
現
状
通
り
続
く
な

ら
、
日
本
と
の
関
係
を
放
棄
で
き
そ
う
に
な
い
。
米
国
に
と
っ
て
、
前
方
に
補
給
・
兵
站
基
地
を
構
築
し
、
有
事
の
場
合
、
本
隊
は
本

土
か
ら
、
補
給
物
資
は
前
方
基
地
か
ら
、
と
い
う
の
が
「
理
想
的
」
な
戦
略
で
あ
り
、
日
本
と
の
友
好
な
関
係
を
放
棄
で
き
な
い
。
仮

に
日
米
関
係
の
放
棄
は
在
韓
米
軍
を
危
険
に
さ
ら
す
だ
け
で
な
く
、
台
湾
へ
の
影
響
力
も
低
下
す
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
へ
の
影
響

を
著
し
く
損
な
う
だ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
中
国
へ
の
政
治
、
軍
事
、
経
済
の
能
力
が
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
［
酒
井
、
二
〇
〇
三
：
二
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七
］。米

国
は
世
界
最
強
の
軍
事
力
と
世
界
最
大
の
債
務
国
と
相
反
す
る
側
面
を
も
っ
て
い
た
。
巨
額
の
財
政
赤
字
を
出
す
米
国
が
軍
事
大

国
の
座
を
維
持
で
き
る
根
拠
は
、
ド
ル
が
基
軸
通
貨
だ
か
ら
で
あ
る
。
世
界
の
ド
ル
依
存
体
制
は
揺
る
ぎ
そ
う
に
は
な
い
。

東
西
冷
戦
の
終
結
ま
で
、「
日
米
関
係
は
S
D
I
の
関
係
で
あ
る
」
と
す
る
説
明
が

あ
る
。
S
は「
貯
蓄（saving

）」と「
安
全
保
障（security

）」、
D
は「
赤
字（deficit

）」

と
「
防
衛
（defense

）」、
I
は
両
国
の
「
相
互
依
存
」（interdependency

）」
で
あ

る
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
八
六－

一
九
八
］。

米
国
の
財
政
赤
字
の
主
原
因
は
防
衛
支
出
、
そ
の
軍
事
費
が
日
米
安
全
保
障
の
協
定

の
も
と
で
、
日
本
の
安
全
を
担
保
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
核
の
傘
」
で
あ
る
。
日
米
関
係

は
、
日
本
は
二
つ
の
S
（
貯
蓄
超
過
と
安
全
保
障
）
で
成
立
し
、
米
国
は
二
つ
の
D

（
財
政
・
貿
易
の
赤
字
と
防
衛
支
出
）
で
成
立
す
る
関
係
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
一
九

八
〇
年
代
に
は
典
型
的
で
あ
っ
た
。
日
本
の
貿
易
黒
字
は
、
米
国
の
経
常
収
支
と
財
政

の
赤
字
（「
双
子
の
赤
字
」）
を
賄
っ
た
。
し
か
も
、
一
方
で
日
米
両
国
の
I
（
軍
事
・

政
治
・
経
済
で
の
相
互
依
存
関
係
）
が
強
ま
り
、
他
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進
展
に

応
じ
て
、
国
境
と
い
う
仕
切
り
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
［
大
場
、
一
九
九

五
：
一
八
八
］。

と
こ
ろ
が
、
国
際
政
治
は
、
主
権
国
家
と
い
う
単
位
の
地
理
的
概
念
で
あ
る
国
境
を

既
定
事
実
と
す
る
た
め
に
、
国
境
を
簡
単
に
乗
り
越
え
る
経
済
関
係
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
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表６：SDIの関係

日本

Ｓ（貯蓄） ← → Ｓ（安全保障）

↓ ↑ ↓ ↓ ↑ ↑

↓ Ⅰ（相互依存） ↑

↓ ↑ ↓ ↓ ↑ ↑

Ｄ（赤字） ← → Ｄ（防衛）

米国

出典、大場、1995：188



あ
り
、
そ
れ
を
架
橋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ひ
と
つ
の
試
み
が
政
策
協
調
と
調
整
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
国
間
だ

け
を
対
象
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
日
米
間
で
の
多
分
野
に
わ
た
る
日
米
間
の
レ
ジ
ー
ム
を
保
障
す
る
政
策
上
の

協
力
関
係
の
維
持
と
み
な
せ
る
。
米
国
政
府
は
、
国
際
的
な
威
信
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
は
赤
字
を
削
減
し
に

く
い
［
大
場
、
一
九
九
五
：
一
八
九；

中
北
、
二
〇
一
二
参
照
］。

日
米
間
に
S
D
I
関
係
が
続
く
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
米
国
の
「
双
子
の
赤
字
」
を
日
本
の
黒
字
で
賄
う
と
い
う
構
図
も
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
米
国
は
、「
核
の
傘
」
に
見
合
う
応
分
の
負
担
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
に
内
需
拡
大
を
要
求
す
る
。
日
本
の
経

済
界
は
、
ド
ル
と
円
の
是
正
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
に
公
共
事
業
を
中
心
に
財
政
支
出
の
拡
大
と
、
金
利
引
き
下
げ
を
要
請
す
る
。

為
替
相
場
は
こ
の
事
情
を
反
映
し
て
い
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
日
本
の
役
割
分
担
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
も
、
さ
ら
に
円
高
の
も
と
で
緊
急
円
高
・
経
済
対
策
で
も
、
米
国
政
府
と

日
本
の
経
済
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
の
一
致
に
由
来
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
相
違
点
は
あ
る
。
米
国
は
日
本
の
経
常
収
支
の
黒
字
削
減
を

重
視
す
る
が
、
日
本
は
景
気
回
復
と
黒
字
削
減
を
通
じ
た
円
高
是
正
を
米
国
に
対
す
る
重
点
政
策
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

日
米
二
国
間
の
政
策
協
調
は
、
両
国
の
関
係
が
S
D
I
の
構
図
に
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
世
界
最
大
の
債
権
国
と
債
務
国
と
い
う
現

実
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
日
米
の
政
策
協
調
が
米
国
の
覇
権
と
日
本
の
資
金
力
を
組
み
合
わ
せ
は
、
日
本
に
は
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
の
負
担
と
内
需
拡
大
の
要
求
で
あ
っ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
が
成
功
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
政
策
協
調
が
「
万
能
薬
」
の
よ
う
に
扱
わ
れ
や
す
く
な
る
。
そ
の
言
葉
だ
け
が

独
り
歩
き
す
る
。
一
九
八
六
年
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
で
、
政
策
協
調
が
こ
の
傾
向
を
示
し
た
。
為
替
相
場
の
安
定
、
持
続
的
な
成
長
、
経

常
収
支
の
不
均
衡
是
正
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
な
ど
は
、
政
策
協
調
を
協
議
す
る
場
と
し
て
G
7
が
誕
生
し
た
。
確
か
に
、
政
策
協
調
は
、

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
と
、
国
境
の
う
え
に
成
立
す
る
主
権
国
家
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
、
政
策
協
調
の
要
請
は
、
経
済
状
態
の
良
い
国
に
過
大
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
［
大
場
、
二
〇
〇
二
：
一
九
〇－

一
九

一
］。為

替
レ
ー
ト
が
貿
易
収
支
の
不
均
衡
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
な
ら
、
内
需
拡
大
で
輸
入
が
増
え
れ
ば
、
円
高
も
是
正
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
実
際
は
、
為
替
相
場
は
貿
易
取
引
だ
け
を
根
拠
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
発
展
に
よ
っ
て
、
輸
出

入
決
済
額
を
上
回
る
資
金
が
、
世
界
中
を
駆
け
巡
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
際
政
治
の
力
学
が
投
影
す
る
。

内
需
拡
大
に
よ
る
景
気
回
復
は
、
円
高
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
内
需
拡
大
に
努
力
し
て
成
長
率
が
上
が
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
れ
て
イ
ン

フ
レ
予
測
が
高
ま
り
、
金
利
は
上
昇
に
向
か
う
。
そ
れ
が
新
た
な
投
資
を
呼
ぶ
込
む
原
因
に
な
る
。
そ
の
時
点
の
経
済
情
勢
を
反
映
さ

れ
れ
ば
、
政
策
協
調
は
成
功
す
る
［
大
場
、
二
〇
〇
二
：
一
九
七－

一
九
八
］。
そ
こ
に
は
、
政
治
か
ら
の
「
調
整
」
が
不
可
欠
に
な
る
。

経
済
と
政
治
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
も
う
ひ
と
つ
の
試
み
は
、
貿
易
取
引
の
垣
根
を
撤
廃
す
る
地
域
統
合
の
動
き
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
自
由
貿
易
協
定
や
関
税
同
盟
に
よ
る
地
域
統
合
や
地
域
経
済
圏
の
結
成
が
進
め
ば
、
域
内
取
引
の
壁
は
低
く
な
る
が
、
域
外
に
は

高
く
な
る
こ
と
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
は
自
由
貿
易
に
逆
行
す
る
環
境
が
形
成
さ
れ
る
が
、
地
域
統
合
や
国
際
レ
ジ
ー
ム
が
「
ひ
と
つ
の
世
界
」
を
目
指
す
動
き
、
ま

た
は
国
際
経
済
レ
ジ
ー
ム
の
形
成
で
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
い
ず
れ
克
服
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）、

北
米
自
由
貿
易
協
定
（
N
A
F
T
A
）、
ア
セ
ア
ン
自
由
貿
易
協
定
（
A
F
T
A
）
と
い
っ
た
、
一
種
の
国
際
レ
ジ
ー
ム
と
な
る
地
域

統
合
や
地
域
経
済
圏
（
構
想
）
の
動
き
は
、
将
来
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
目
標
で
あ
る
「
ひ
と
つ
の
世
界
」
へ
の
道
程
と
な
る
。

た
だ
、
そ
れ
が
経
済
的
な
安
全
保
障
に
と
っ
て
良
い
か
ど
う
か
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
政
治
的
に
は
主
権
国
家
の
協
力
で
成
立

す
る
国
際
政
治
で
は
、
レ
ジ
ー
ム
内
の
覇
権
国
に
よ
る
支
配
に
な
り
、
二
国
間
関
係
に
矮
小
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
レ
ジ
ー
ム
内
外
の
主

権
国
家
の
争
い
が
レ
ジ
ー
ム
内
に
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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三

軍
事
的
安
全
保
障
か
ら
の
視
座

バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（burden

sharing

、
責
任
分
担
）
は
、
共
同
防
衛
や
国
際
秩
序
の
た
め
に
同
盟
国
間
で
相
応
の
役
割

分
担
を
意
味
す
る
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
、
N
A
T
O
加
盟
国
が
国
民
総
生
産
比
の
三
か
ら
五
％
を
防
衛
費
と
し
て
支
出
し
た
の
に
対

し
て
、
日
本
は
一
％
程
度
し
か
支
出
し
て
い
な
い
た
め
、「
安
保
た
だ
乗
り
論
」
が
米
国
議
会
を
中
心
に
噴
出
し
、
米
国
政
府
は
日
本

に
防
衛
力
の
増
強
と
防
衛
費
の
増
額
を
要
求
し
た
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
①
在
日
米
軍
駐
留
へ
の
費
用
負
担
、
②
日
本
の
果
た
す
べ
き
防
衛
任
務
・
役
割
の
明
確
化
、
③
日
米
防
衛
技
術

協
力
、
④
対
外
援
助
の
増
額
な
ど
を
具
体
的
に
要
求
し
始
め
た
。

一
九
八
一
年
五
月
の
鈴
木
・
レ
ー
ガ
ン
の
首
脳
会
談
は
、
日
本
の
防
衛
政
策
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
の
会
談
で
、
日

本
は
「
西
側
の
一
員
」
と
し
て
、
対
ソ
戦
略
上
の
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
。
日
本
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
財
政
再
建

を
急
務
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
か
ら
の
応
分
の
要
求
で
あ
る
防
衛
費
や
経
済
協
力
の
増
額
だ
け
が
例
外
的
に
伸
張
し
続
け

た
［
坂
井
、
一
九
八
八
：
第
五
・
七
章
］。

一
九
八
八
年
一
月
、
一
九
八
六
年
秋
に
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
指
示
で
発
足
し
た
「
米
国
統
合
長
期
戦
略
委
員
会
」
の
報
告
書
『
選
択

的
抑
止
』
は
、
米
国
に
は
通
常
戦
力
を
賄
う
財
政
的
制
約
が
あ
る
の
で
、
同
盟
国
に
そ
の
負
担
を
要
請
し
た
。
そ
の
要
請
と
は
、
矛
盾

す
る
こ
と
だ
が
、
日
本
の
経
済
大
国
化
は
軍
事
大
国
化
に
な
る
潜
在
的
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
軍
事
大
国
化
に
対
す

る
懸
念
で
あ
る
、
と
同
時
に
対
日
要
求
の
質
的
変
化
で
あ
っ
た
［
坂
井
、
一
九
九
一
：
二
二
九－

二
三
〇
］。
そ
の
対
処
の
仕
方
の
ひ
と
つ

は
、
米
国
の
指
導
下
に
日
本
を
お
く
、
い
わ
ゆ
る
「
瓶
の
蓋
」
論
で
あ
る
。

バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
本
質
は
、
米
国
が
自
国
経
済
の
相
対
的
低
下
に
直
面
し
て
、「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
（Pax

A
m
ericana

）」
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ま
た
そ
の
支
配
圏
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
他
国
に
資
金
的
、
人
的
な
補
完
役
を
押
し
つ
け
る
。

第30巻――94



そ
れ
は
、
見
か
け
上
、「
パ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ス
（Pax

Consortis

）」
の
主
要
国
の
協
調
と
連
帯
に
よ
る
秩
序
維
持
で
あ
る
。

そ
の
内
実
は
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
も
と
づ
く
米
国
の
「
生
存
圏
（Lebensraum

）」
の
確
保
に
あ
っ
た
、
と
言
い
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
単
に
軍
事
的
、
国
際
政
治
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
経
済
上
で
の
政
策
協
調
と
符
合
し
て
い
た
［
坂
井
、
一
九
九

一
：
二
三
七
］。

国
際
公
共
財
は
、
国
際
的
な
自
由
貿
易
体
制
、
国
際
安
全
保
障
や
国
際
政
治
の
安
定
、
国
際
的
な
経
済
援
助
等
を
表
わ
す
用
語
で
あ

る
。
経
済
政
策
の
国
際
協
調
は
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
安
定
に
寄
与
す
る
国
際
公
共
財
に
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
、
日
本
の
在
日

米
軍
経
費
や
対
米
資
金
協
力
（
例
、
湾
岸
戦
争
へ
の
資
金
協
力
）
も
「
あ
る
国
の
支
出
が
国
際
的
関
係
の
中
で
、
世
界
の
国
々
の
共
有

で
き
る
財
」
で
あ
る
［
坂
井
、
一
九
九
一
：
二
三
九
］、
と
も
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

現
実
に
お
い
て
、
相
当
量
の
国
際
公
共
財
は
、
覇
権
国
か
ら
供
給
さ
れ
て
き
た
。
国
際
経
済
の
安
定
は
、
単
に
覇
権
国
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
（
あ
る
い
は
大
多
数
）
の
国
々
に
利
益
を
（
均
等
で
は
な
い
が
）
配
分
す
る
。
国
際
レ
ジ
ー
ム
も
そ
れ
自
身
が
公
共
財
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
形
態
で
国
際
的
な
相
互
依
存
に
貢
献
す
る
。
結
果
的
に
は
、
参
加
・
不
参
加
す
べ
て
の
国
が
そ
の
恩
恵
に
浴
す

る
は
ず
で
あ
る
［
山
本
、
一
九
八
九
：
第
五
章
参
照
］。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
へ
の
限
度
は
あ
る
。
国
際
公
共
財
は
、
コ
ス
ト
を
負
担
せ
ず
、

財
を
消
費
す
る
「
た
だ
乗
り
」
行
動
を
取
る
と
、
供
給
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
、
ま
た
負
担
が
適
切
か
、
見
返
り

の
供
給
が
適
当
か
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
主
観
的
」
な
判
断
が
、
か
え
っ
て
そ
の
こ
と
が
国
家
間
の
摩
擦
や
軋
轢
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
多
々
あ
る
。

覇
権
国
が
国
際
公
共
財
を
供
給
す
る
の
は
、
自
国
の
利
益
に
な
る
か
ぎ
り
で
あ
っ
て
、
不
利
益
を
生
じ
る
場
合
、
覇
権
国
の
公
共
財

の
供
給
の
動
機
づ
け
は
喪
失
し
、
国
際
公
共
財
の
供
給
不
足
の
た
め
に
国
際
社
会
に
混
乱
と
無
秩
序
を
も
た
ら
す
。

国
際
的
な
レ
ジ
ー
ム
は
、
国
家
の
対
外
的
行
動
と
各
国
間
の
関
係
を
規
制
す
る
枠
組
み
と
ル
ー
ル
を
表
わ
す
。
レ
ジ
ー
ム
内
の
覇
権
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国
の
盛
衰
が
国
際
シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
維
持
の
命
運
を
握
る
と
す
る
な
ら
、
二
つ
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
［
坂
井
、
一
九
九
一
：
二
四

〇－

二
四
一
］。

ひ
と
つ
は
、
覇
権
国
が
ル
ー
ル
を
強
制
す
る
力
と
意
思
が
あ
れ
ば
、
当
該
レ
ジ
ー
ム
の
維
持
を
可
能
に
す
る
が
、
覇
権
国
が
衰
退
す

れ
ば
、
レ
ジ
ー
ム
の
機
能
不
全
が
起
き
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
レ
ジ
ー
ム
確
立
後
に
覇
権
国
の
凋
落
が
生
じ
て
も
、
参
加
国
の
協
調
と

調
整
す
る
意
思
と
能
力
が
あ
れ
ば
、
国
際
社
会
の
安
定
を
期
待
で
き
る
場
と
な
る
。
こ
の
二
つ
の
見
方
は
、
レ
ジ
ー
ム
を
支
え
る
覇
権

国
で
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
既
存
の
レ
ジ
ー
ム
の
参
加
国
の
結
束
か
の
ち
が
い
で
あ
る
。
実
際
は
、
い
ず
れ
か
に
確
定
で
き
る
二
者
択

一
の
論
理
に
な
る
と
は
か
ぎ
ら
な
く
、
状
況
や
背
景
、
国
ご
と
の
事
情
な
ど
に
よ
る
の
で
、
単
純
に
割
り
切
れ
な
い
。

日
本
は
、「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
の
も
と
で
、
コ
ス
ト
負
担
を
あ
ま
り
せ
ず
、
国
際
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
恩
恵
を
享
受
し
て

き
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
日
本
は
最
大
の
受
益
者
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
分
の
負
担
を
し
て
い
な
い
、
と
米
国
か
ら

バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
求
め
ら
れ
出
し
た
。

国
際
社
会
は
、
国
益
や
文
化
を
異
に
す
る
諸
国
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
公
共
財
と
し
て
成
立
し
て
も
、
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
と
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
米
国
の
ド
ル
が
基
軸
通
貨
で
あ
り
、
自
国
の
赤
字
補
填
に
利
用
す
る
と
、
そ
れ
は
「
私
的
財
」
の
性
質
を
前
面
に

押
し
出
す
。
米
国
は
、
自
ら
の
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
保
持
に
必
要
な
「
公
共
財
」
を
担
当
す
る
中
心
に
位
置
し
な
が
ら
、
様
々

な
コ
ス
ト
を
同
盟
国
で
あ
る
欧
州
諸
国
や
日
本
な
ど
に
担
わ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
「
公
共
財
」
は
、
西
側
盟
主
の
立
場
か
ら

軍
事
的
な
安
全
保
障
へ
の
貢
献
で
あ
り
、
経
済
的
な
枠
組
み
と
、
国
際
基
軸
通
貨
の
ド
ル
体
制
維
持
で
あ
る
。
米
国
の
負
担
の
一
部
を

日
本
に
肩
代
わ
り
さ
せ
る
要
求
は
、
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
名
の
「
パ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
テ
ィ
ス
」
の
一
部
も
な
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
延
長
線
に
あ
る
の
は
、「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
Ⅱ
」
で
あ
る
。
米
国
は
他
の
財
を
犠
牲
に
て
も
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
維
持
に
不
可
欠
な
「
核
抑
止
に
よ
る
安
定
」
と
い
う
公
共
財
を
日
本
（
そ
れ
に
西
側
同
盟
国
）
に
供
給
し
続
け
る
。
米
国
に
よ
る
対
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共
産
圏
へ
の
抑
止
は
、
必
ず
経
済
と
絡
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
ド
ル
に
代
わ
る
通
貨
が
な
い
以
上
、
同
盟
国
は
、
経
済
的
に
（
そ
れ
に

国
際
政
治
的
に
も
）
米
国
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
［
坂
井
、
一
九
九
一
：
二
四
三－

二
五
三
］。

米
国
が
、
自
国
の
マ
ク
ロ
政
策
運
営
や
経
済
構
造
を
基
本
的
に
保
持
し
た
ま
ま
、
対
外
的
不
均
衡
の
是
正
の
責
任
を
経
済
政
策
で
の

協
調
や
調
整
を
使
っ
て
主
導
し
て
き
た
。
そ
の
協
調
は
対
米
協
調
と
調
整
の
た
め
に
日
本
に
強
い
て
き
た
［
坂
井
、
一
九
九
一
：
二
五
五
］。

為
替
政
策
や
金
利
政
策
の
国
際
協
調
は
、
日
本
の
経
済
と
国
民
生
活
に
影
響
す
る
。
一
九
八
五
年
九
月
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
、

日
本
は
、
安
全
保
障
や
経
済
の
関
係
に
つ
い
て
も
対
外
協
調
を
優
先
し
、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
を
機
に
公
共
事
業
費
の
増
額
や
減
税
に

着
手
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
一
〇
年
間
、
日
本
は
、
米
国
に
内
需
拡
大
の
約
束
を
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
構
造
協
議
で

は
、
日
本
は
、
経
済
構
造
の
調
整
に
ま
で
も
具
体
的
な
言
質
を
与
え
た
（
本
論
第
七
章
五
を
参
照
）。
日
本
は
、
積
極
的
に
米
国
の
採

用
す
る
政
策
と
整
合
性
を
補
完
、
強
化
策
を
必
要
と
し
た
［
坂
井
、
一
九
九
〇
：
二
五
五－

二
五
八
］。

「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
の
不
安
定
化
は
、
日
本
（
や
欧
州
の
同
盟
国
）
が
補
完
す
る
国
際
秩
序
の
維
持
の
た
め
、
バ
ー
ド

ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
分
担
し
な
け
れ
ば
維
持
で
き
な
く
な
る
。
マ
ク
ロ
政
策
決
定
の
国
際
協
調
は
、
国
際
関
係
を
改
善
す
る
面
も
あ

る
が
、
逆
効
果
も
あ
る
。
国
際
的
相
互
依
存
の
協
調
は
、
不
適
正
な
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
責
任
を
外
国
政
府
に
転
嫁
で
き
る
こ
と

を
意
味
す
る
［
渡
辺
、
一
九
九
九
：
二
五
九－

二
六
一
］。

も
ち
ろ
ん
、
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
日
本
の
政
策
形
成
者
に
あ
る
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
る
が
、
一
方
的
に
義
務
づ
け
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
、
二
つ
の
事
情
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
日
本
が
米
国
と
の
軍
事
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
と

は
い
え
、
日
本
の
、
実
質
的
な
軍
事
力
強
化
は
、
近
隣
諸
国
と
の
地
域
的
な
軍
拡
競
争
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
日
本

の
防
衛
費
増
は
日
本
国
民
の
平
和
感
情
と
反
戦
・
非
戦
意
識
を
著
し
く
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
日
本
の
政
策
決
定
者
は
、
い

ず
れ
も
が
政
治
的
コ
ス
ト
高
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
視
点
か
ら
、
米
国
か
ら
の
バ
ー
ド
ン
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
要
請
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は
米
国
を
満
足
さ
せ
、
隣
国
と
日
本
国
民
を
刺
激
さ
せ
な
い
程
度
を
押
し
測
り
な
が
ら
実
行
さ
れ
た

Berger,2000:275-276

［

］。
そ
う

考
え
れ
ば
、
当
時
の
日
本
の
政
策
決
定
者
は
、
単
純
に
米
国
政
府
の
要
求
に
追
随
し
た
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

最
終
章

む
す
び
に
か
え
て

一

経
済
安
全
保
障
か
ら
の
視
座

経
済
と
軍
事
の
安
全
保
障
の
関
係
で
は
、
伝
統
的
に
、
前
者
が
後
者
に
従
う
の
が
通
常
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
安
全
保
障
は

国
際
政
治
の
方
針
・
実
践
に
関
係
す
る
事
情
を
反
映
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
政
治
上
、
軍
事
上
の
安
全
保
障
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

経
済
的
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
政
治
、
外
交
、
軍
事
と
経
済
の
間
で
相
互
に
影
響
し
あ
う
の
で
、
便
宜
上
、

別
々
に
考
察
で
き
た
と
し
て
も
、
現
実
の
政
策
決
定
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
分
け
て
、「
こ
れ
は
こ
れ
、
あ
れ
は
あ
れ
」
と
別
々
と
一
応

考
慮
す
る
と
は
い
え
、
一
方
を
無
視
し
て
は
考
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
離
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
あ
り
え
な
い

Sheehan,

［

2005:65;Brooks,W
ohlforth,2008:68

］。

国
家
の
経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
行
動
は
、
三
つ
の
要
因
か
ら
引
き
出
せ
る

Braw
ley,2004:97-98

［

］。

第
一
は
意
図
（intention

）
で
あ
る
。
意
図
は
、
広
い
意
味
で
、
様
々
な
分
野
を
配
慮
し
な
が
ら
、
実
際
の
政
策
形
成
に
大
き
く
影

響
す
る
。
例
え
ば
、
日
米
関
係
に
お
い
て
、
米
国
は
日
本
と
の
同
盟
関
係
を
破
綻
さ
せ
て
ま
で
自
国
利
害
の
立
場
の
み
を
主
張
し
な
い

が
、
経
済
関
係
に
お
い
て
も
、
自
国
の
意
図
は
自
国
の
経
済
状
態
に
見
合
っ
た
形
で
要
求
を
す
る
。

第
二
は
戦
略
（strategy

）
で
あ
る
。
経
済
戦
略
は
国
内
成
長
率
を
高
め
る
傾
向
が
あ
る
。
貿
易
と
投
資
の
政
策
は
経
済
成
長
に
貢

献
す
る
。
通
常
、
国
家
は
、
最
先
端
技
術
を
発
展
さ
せ
、
国
際
競
争
力
を
強
化
し
、
そ
の
効
果
を
相
対
的
に
強
い
経
済
力
で
享
受
し
続

け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
点
で
も
、
経
済
戦
略
と
し
て
の
通
貨
政
策
の
運
営
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
極
端
な
例
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で
は
、
戦
争
を
実
行
す
る
際
に
は
、
そ
の
戦
費
・
資
金
を
ど
う
す
る
か
を
、
ま
ず
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
戦
略
遂

行
上
の
経
済
計
画
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
初
頭
の
時
点
で
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
も
と
、
米
国
経
済
の
問
題
点
と
長
期
・
短
期
の
対
処
手
段
は
考
察
さ
れ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
受
け
身
姿
勢
の
ま
ま
、
変
化
す
る
状
況
に
相
当
す
る
戦
略
を
構
築
で
き
な
か
っ
た
。

第
三
は
時
間
（tim

e

）
で
あ
る
。
時
間
と
い
う
変
数
を
入
れ
る
こ
と
で
、
経
済
資
源
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
決
定
的
要
素
が
導
入
で

き
る
。
私
た
ち
は
、
あ
る
時
点
で
の
軍
事
力
だ
け
を
考
え
る
と
、
国
際
シ
ス
テ
ム
内
の
相
互
作
用
に
影
響
す
る
関
係
や
物
理
的
な
配
置

を
長
期
の
立
場
か
ら
評
価
で
き
そ
う
も
な
い
。
そ
の
考
え
方
か
ら
、
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
あ
る
時
点
だ
け
の
経
過
と

い
う
変
数
だ
け
を
考
慮
に
加
え
る
と
、
あ
る
程
度
の
時
間
の
幅
と
い
う
視
点
か
ら
の
説
明
は
不
完
全
と
な
る
。
適
切
な
時
間
の
枠
組
み

が
う
ま
く
特
定
さ
れ
な
い
な
ら
、
過
去
に
お
い
て
行
動
の
予
想
か
ら
将
来
の
予
測
ま
で
、
提
供
さ
れ
る
政
策
の
評
価
と
し
て
は
あ
ま
り

有
益
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
政
策
形
成
者
が
時
間
的
な
効
果
を
確
認
し
な
が
ら
、
パ
ワ
ー
を
最
大
化
す
る
に
ち
が
い
な
い
時

機
・
機
会
を
意
識
し
な
い
な
ら
、
パ
ワ
ー
の
使
用
は
効
果
的
で
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
は
、
防
衛
上
、
日
米
安
全
保
障
体
制
を
配
慮
し
た
形
で
、
日
本
の
経
済
的
利
益
を
生
み
出
す
米
国
市
場
と
の
貿
易
や
投
資
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
。
特
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
開
始
は
新
冷
戦
と
重
な
る
。
米
国
は
、
ソ
連

と
対
峙
し
つ
つ
、
国
内
外
の
経
済
的
な
悪
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
米
国
は
日
本
の
協
力
を
求
め
る
。
日
本
も

そ
れ
に
応
じ
る
必
要
が
あ
る
。

一
九
八
三
年
一
〇
月
の
日
米
首
脳
会
議
で
は
、
中
曽
根
は
、
レ
ー
ガ
ン
と
「
西
側
の
一
員
」
と
し
て
の
立
場
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、

西
側
先
進
国
の
中
で
自
国
の
意
図
を
主
張
し
た
か
っ
た
［
中
西
、
二
〇
〇
二
、
三
一
九
］。

大
蔵
省
は
、
そ
の
時
点
で
は
、
様
々
な
利
害
が
絡
む
金
融
業
界
と
の
利
害
調
整
を
し
な
が
ら
で
し
か
金
融
自
由
化
は
行
え
な
い
、
と
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考
え
て
い
た
。
米
国
は
す
で
に
進
行
す
る
欧
米
諸
国
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
そ
く
し
た
規
制
緩
和
、
そ
の
う
ち
一
部
の
廃
止
を
求
め
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
基
盤
を
お
い
た
米
国
の
日
本
に
対
す
る
金
融
市
場
改
革
要
求
は
、
そ
れ
を
担
当
す
る
大
蔵
省
が
米
国
に
具
体
的
に

譲
歩
し
な
が
ら
「
翻
案
」
し
て
い
た
。
様
々
な
規
制
と
保
護
の
絡
み
つ
い
た
業
界
と
官
庁
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
拡
大
す
る
「
非
製
造

業
（
例
、
サ
ー
ビ
ス
、
I
T
業
界
）
の
政
治
」
は
、
一
党
優
位
を
確
立
し
た
自
民
党
体
制
の
中
で
、
大
蔵
省
に
よ
る
裁
量
的
な
規
制
緩

和
に
そ
く
し
た
「
国
際
化
」
路
線
へ
と
戦
略
を
転
換
さ
れ
て
ゆ
く
。

同
様
の
過
程
が
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
繰
り
返
さ
れ
る
の
が
、
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
八
七
年
の
、
国
際
的
な
「
政
策
協
調
」
の

時
期
で
あ
る
［
中
西
、
二
〇
〇
二
：
三
二
〇－

三
二
二
］。
ベ
ー
カ
ー
と
ダ
ー
マ
ン
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
界
、
議
会
、
そ
れ
に
貿
易
相
手
国
か
ら

日
増
し
に
強
ま
る
ド
ル
高
是
正
の
圧
力
に
、
政
治
的
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」、
と
主
張
し
た
［
船
橋
、
一
九
九
二
：
一
〇
九
］。
市

場
重
視
派
で
あ
る
ボ
ル
カ
ー
F
R
B
議
長
も
、
為
替
安
定
の
た
め
に
、
是
正
の
考
え
方
を
支
持
し
た
［
ボ
ル
カ
ー
、
行
天
、
一
九
九
二
：
三

三
九
］。

ベ
ー
カ
ー
と
ダ
ー
マ
ン
の
企
図
は
、
単
な
る
為
替
是
正
の
た
め
の
介
入
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
マ
ク
ロ
政
策
で
政
策
協
調
に
あ
っ

た
。
大
蔵
省
は
、
後
者
、
と
り
わ
け
公
共
事
業
へ
の
財
政
出
動
を
で
き
る
だ
け
回
避
し
、
ド
ル
高
修
正
と
い
う
為
替
の
調
整
に
焦
点
を

移
し
た
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
米
国
は
内
需
拡
大
を
求
め
、
日
本
は
財
政
改
革
、
財
政
出
動
へ
の
関
与
を
避
け
た
か
っ
た
。

中
曽
根
は
、
単
に
日
米
摩
擦
へ
の
対
処
だ
け
で
な
く
、「
国
際
国
家
」
と
し
て
の
日
本
の
地
位
向
上
を
戦
略
と
し
て
追
求
し
た
。
西

側
の
対
ソ
結
束
の
た
め
の
防
衛
姿
勢
（
い
わ
ゆ
る
G
N
P
一
％
枠
問
題
）、
円
の
国
際
化
の
問
題
を
扱
い
、
世
界
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
一
翼
た
る
必
要
を
訴
え
た
。
そ
の
主
張
は
、
中
曽
根
が
主
張
し
た
「
戦
後
体
制
か
ら
の
脱
却
」
の
姿
勢
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

同
政
権
は
、「
相
互
依
存
」
に
よ
る
「
国
際
化
」
の
現
状
を
踏
ま
え
、「
国
際
協
調
」
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
企
図
し
た
［
中
西
、
二
〇

〇
二
：
三
二
五
］。
結
果
と
し
て
、
中
曽
根
内
閣
は
、
金
利
利
下
げ
と
民
間
活
力
を
利
用
し
た
内
需
拡
大
を
選
択
し

。
（
15
）た
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一
九
八
七
年
一
〇
月
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
」
直
後
に
、
米
国
が
西
ド
イ
ツ
に
協
調
利
下
げ
を
求
め
た
後
、
一
九
八
八
年
以
降
、

為
替
安
定
の
た
め
の
政
策
協
調
政
策
に
対
す
る
関
心
は
、
欧
米
で
は
急
速
に
低
下
し
た
。
他
方
、
日
本
で
は
為
替
安
定
に
代
わ
っ
て
、

低
金
利
政
策
を
中
心
と
す
る
内
需
主
導
型
成
長
が
、
国
際
協
調
の
た
め
と
し
て
、
拡
大
・
継
続
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
対
応
は
、
一
方
で
日
本
か
ら
の
投
資
を
拡
大
・
促
進
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
好
況
に
よ
っ
て
自
由
化
と

い
う
外
圧
を
弱
め
、
か
え
っ
て
構
造
改
革
を
遅
ら
せ
た
。
国
内
の
従
来
の
秩
序
を
基
本
的
に
維
持
し
た
ま
ま
、「
国
際
化
」
し
よ
う
と

す
る
日
本
は
、
次
第
に
他
国
か
ら
奇
異
な
（
時
に
脅
威
の
）
目
で
見
ら
れ
、「
日
本
異
質
論
」、「
封
じ
込
め
論
者
」
な
ど
が
構
造
改
革

を
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［
中
西
、
二
〇
〇
二
：
三
二
〇
］。

一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
生
じ
た
国
際
経
済
危
機
（
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
と
石
油
危
機
）
は
、
戦
後
体
制
に
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
だ

け
で
な
く
、
戦
後
体
制
を
大
き
く
変
革
す
る
に
至
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
前
兆
と
な
る
。
戦
後
体
制
を
変
革
す
る
方
向
は
、
一
九
七
〇
年

代
か
ら
始
ま
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
政
府
規
制
に
よ
る
撤
廃
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
を
前
提
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
考
え
る
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
体
制
を
維
持
す
る
意
図
と
そ
の
た
め
の
戦
略
は
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
米
国
単
独
の
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ

カ
ー
ナ
か
ら
、
共
同
管
理
す
る
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
へ
の
移
行
、
各
国
の
国
内
経
済
に
「
協
調
」
し
た
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
は

容
易
に
向
か
な
か
っ
た
。

日
本
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
中
期
以
降
、
戦
後
体
制
の
再
建
・
維
持
・
修
正
に
固
執
し
た
。
日
本
側
は
、
円
高
に
柔
軟
に
適
応
し
、

輸
出
中
心
の
「
製
造
業
の
政
治
」
を
維
持
し
つ
つ
、「
非
製
造
業
の
政
治
」
を
、
自
民
党
の
一
党
優
位
体
制
に
組
み
込
ん
で
い
く
。

レ
ー
ガ
ン
政
権
は
基
本
的
に
戦
後
体
制
の
変
革
を
志
向
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
、
も
う
少
し
正
確
に
述
べ
れ
ば
、
米
国
中
心
と
な
る

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
世
界
政
治
経
済
秩
序
の
構
築
を
目
指
し
た
［
中
西
、
二
〇
〇
二
：
三
四
一－

三
四
二
］。
欧

101――日米為替レジームから日米構造協議までの政治経済過程の研究



州
諸
国
は
、
戦
後
体
制
の
維
持
と
変
革
を
組
み
合
わ
せ
た
。
日
本
や
欧
米
諸
国
と
の
経
済
格
差
が
縮
小
す
る
に
つ
れ
、
米
国
か
ら
構

造
改
革
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
日
本
政
府
は
、
規
制
権
限
を
保
持
し
、
規
制
緩
和
・
国
際
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
「
日

米
円
・
ド
ル
委
員
会
」
に
ま
ず
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
時
間
と
い
う
概
念
か
ら
、
時
代
背
景
の
枠
組
み
が
判
断
で
き
る
。
規
制
緩
和
や
国
際
化
と
、
規
制
に
よ
る
保
護
が
並
存
す
る

中
、
次
第
に
バ
ブ
ル
経
済
が
産
み
出
さ
れ
る
構
造
が
成
立
し
た
。
一
九
八
五
年
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
始
ま
る
マ
ク
ロ
政
策
協
調
は
、

こ
の
契
機
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ベ
ー
カ
ー
は
、
米
国
の
内
外
政
策
の
た
め
に
為
替
安
定
策
を
主
導
し
た
。
日
本
は
、
国
際
的
な
発
言
権
の
拡
大
を
図
れ
る
点
で
は
、

ベ
ー
カ
ー
の
意
図
と
戦
略
に
協
力
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
曽
根
内
閣
は
、
低
金
利
政
策
と
公
共
事
業
支
出
の
拡
大
に
よ
る
「
内
需
主
導

型
成
長
」
路
線
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
後
日
の
判
断
か
ら
す
れ
ば
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
バ
ブ
ル
経
済
と
過
剰
投
資
を
後

押
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
の
参
加
国
が
、
一
九
八
八
年
以
降
、
政
策
協
調
を
軽
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
日
本
政
府
は
内
需
拡
大
に
よ
る

貿
易
黒
字
の
縮
小
路
線
に
執
着
し
、
景
気
拡
大
策
を
継
続
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
政
策
は
一
九
八
〇
年
代
末
に
は
限
界
に
達
し
て

い
た
［
中
西
、
二
〇
〇
二
：
三
四
三
］。

日
本
政
府
に
よ
る
「
国
際
化
」
路
線
は
、
規
制
を
維
持
し
つ
つ
、
か
つ
自
由
化
、
国
際
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
潮
流
は
日
本
の
「
漸
進
主
義
」
を
許
容
し
な
か
っ
た
。
本
論
の
事
例
で
述
べ
れ
ば
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
前
の
円
安
は
、
国
際
的
な
協

調
に
も
と
づ
け
ば
、
円
高
と
い
う
国
際
化
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
す
で
に
予
測
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
国
際
化
」
に
よ
る
協
調
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
の
存
在
が
、
国
際
政
治
上
、
経
済
大
国
に
お
い
て
、
急
拡
張
し
、
か
え
っ
て

他
国
と
の
異
質
性
と
特
異
性
が
目
立
ち
警
戒
心
を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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意
図
、
戦
略
、
時
間
の
観
点
か
ら
論
じ
る
な
ら
、
一
九
八
〇
年
代
の
マ
ク
ロ
「
政
策
協
調
」
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、
ミ
ク
ロ

な
構
造
改
革
を
焦
点
に
据
え
た
日
米
構
造
協
議
が
提
起
さ
れ
る
帰
結
を
迎
え
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
表
６
の
Ｓ
Ｄ

Ｉ
関
係
を
前
提
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

現
代
国
家
の
重
商
主
義
化

金
融
経
済
は
、
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
と
各
通
貨
の
そ
の
時
点
で
の
優
劣
に
よ
る
国
際
的
な
文
脈
内
に
存
在
す
る
。
国
際
金
融
シ
ス
テ

ム
は
国
内
経
済
政
策
の
範
囲
（scope

）
を
限
定
し
た
り
、
国
内
経
済
政
策
を
拡
大
し
た
り
、
国
家
間
の
経
済
力
の
差
を
示
す
指
標
と
な

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
金
融
経
済
は
、
国
際
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
国
内
経
済
政
策
を
分
析
で
き
な
い

H
err,1997:124

［

］。

重
商
主
義
（m

ercantilism
）
は
、
元
々
、
国
家
の
軍
事
目
的
や
王
侯
・
貴
族
の
寡
頭
体
制
を
維
持
す
る
た
め
、
貿
易
拡
大
を
狙
っ

た
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
、
現
代
版
で
は
、「
国
家
資
本
主
義
」、
あ
る
い
は
「
管
理
貿
易
論
」、
と
類
似
す
る
。
そ
れ

は
、
単
な
る
経
済
的
な
実
体
だ
け
で
は
な
く
、
国
益
を
擁
護
す
る
政
治
的
、
軍
事
的
な
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。
そ
の
形
態
は
、
一
見
、

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
に
反
し
て
い
る
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
多
国
籍
企
業
や
投
資

家
な
ど
の
国
民
の
一
部
を
い
か
に
優
遇
す
る
か
に
焦
点
化
を
あ
て
れ
ば
、
か
え
っ
て
、
現
代
国
家
は
重
商
主
義
的
な
性
格
を
帯
び
る
こ

と
［
柴
山
、
二
〇
一
二
：
九
二
、
一
〇
〇
］
が
、
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
米
国
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
に
始

ま
っ

。

重
商
主
義
者
の
世
界
観
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
国
家
間
の
金
融
と
通
商
で
の
国
家
の
「
安
全
保
障
と
制
御
」

を
重
視
す
る
。
金
融
事
情
で
は
、
黒
字
は
最
優
先
す
る
事
項
で
あ
る
。
富
は
金
に
転
換
で
き
る
が
、
反
対
に
赤
字
は
国
家
の
衰
退
と
捉

え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
国
家
は
黒
字
を
追
求
す
る
。「
ゼ
ロ
・
サ
ム
世
界
」
内
で
勝
者
と
敗
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
16
）た
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重
商
主
義
、
経
済
支
配
、
そ
れ
に
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
は

相
互
関
連
す
る
。
重
商
主
義
は
、
継
続
的
な
通
貨
会
計
上
の
黒
字
（
ま

た
は
赤
字
）
に
帰
着
す
る
経
済
政
策
と
定
義
で
き
る
。
通
貨
会
計
上
の

黒
字
は
、
関
税
や
無
関
税
の
障
壁
、
ま
た
は
世
界
経
済
の
成
長
に
比
べ

国
内
成
長
の
、
為
替
レ
ー
ト
の
競
合
の
結
果
で
あ
る
。

重
商
主
義
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ

る
。
ひ
と
つ
は
「
安
定
志
向
の
重
商
主
義
（stability-oriented

m
ercantilism

）」、
も
う
ひ
と
つ
は
「
平
価
切
下
げ
志
向
の
重
商
主
義

（devaluation-oriented
m
ercantilism

）
で
あ
る
。
前
者
は
、「
経

常
会
計
上
の
黒
字
は
、
安
定
し
た
為
替
レ
ー
ト
か
通
貨
価
値
と
結
び
つ

く
」
場
合
で
あ
る
。
後
者
は
、「
通
貨
会
計
上
の
黒
字
は
、
平
価
切
下

げ
と
結
び
つ
く
」
場
合
で
あ
る
。

安
定
志
向
の
重
商
主
義
の
市
場
配
置
は
、
イ
ン
フ
レ
な
き
賃
金
増
と

安
定
し
た
国
内
物
価
（price

）
に
依
存
す
る
。
高
成
長
は
安
定
し
た
労

働
コ
ス
ト
を
下
支
え
と
す
る
。
こ
の
配
置
は
重
商
主
義
国
家
の
外
貨
の

蓄
積
を
も
た
ら
す
。
結
果
と
し
て
、
安
定
志
向
は
、
相
対
的
に
低
い
金

利
（interestrate

）
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

経
常
収
支
上
、
赤
字
や
弱
い
通
貨
を
も
つ
国
に
は
、
赤
字
を
処
理
す
る
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平価切下げ志向の重商主義安定志向の重商主義

通貨会計上の黒字は、平価切下げと
結びつく

経常会計上の黒字は、安定した為替レートか通
貨価値と結びつく

定義

・高い貿易障壁
・資本移動への制限

貿易障壁のあり方
↙ ↘

措置

・高い貿易障壁
・資本移動への制限

・低レベルの貿易障壁
・自由な資本移動

・適度なインフレのもとでの高（輸
出志向）成長

・高（輸出志向）成長
・高価値の通貨蓄積

・外貨蓄積
・国際通貨の可能性
・低成長

効果

1985年以降の米国
戦後から1980年代半ばまでの日本

1970年代までの日本
1980年代以降の中国

1980年代以降の日本事例

表７：２タイプの重商主義と特徴

出典、Herr,1997:136を一部修正・追加
（注）個々の特徴と実際の事例とはすべて一致するとはかぎらない。



資
本
を
輸
入
す
る
た
め
、
高
金
利
政
策
を
強
い
ら
れ
る

H
err,1997:135-136

［

］。

一
九
八
〇
年
代
、
米
国
は
、
債
務
国
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ら
の
通
貨
に
よ
り
債
務
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に

重
商
主
義
国
が
低
い
貿
易
障
壁
と
自
由
な
資
本
移
動
を
採
用
す
る
な
ら
、
そ
の
通
貨
は
国
際
的
な
通
貨
に
発
展
す
る
。

安
定
志
向
の
重
商
主
義
は
、
貿
易
障
壁
と
為
替
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
結
び
つ
く
。
貿
易
障
壁
は
、
過
小
評
価
さ
れ
た
為
替
レ
ー
ト
を
も

た
ら
し
、
か
え
っ
て
世
界
的
な
保
護
主
義
へ
の
動
き
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
為
替
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
自
国

通
貨
へ
の
圧
力
を
緩
和
で
き
る
。
重
商
主
義
は
、
高
価
値
の
通
貨
を
望
む
が
、
そ
の
も
と
で
の
貿
易
と
資
本
移
動
の
規
制
は
、
国
際
的

な
通
貨
へ
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
、
と
み
な
せ
る
。
他
方
、
対
外
的
規
制
は
国
内
成
長
の
条
件
を
保
護
す
る
傾
向
と
な
る
。

当
時
の
日
本
は
、
安
定
志
向
の
重
商
主
義
国
で
あ
る
。
日
本
は
、
非
関
税
障
壁
の
措
置
に
よ
っ
て
、
輸
入
を
「
制
限
」
で
き
た
。
そ

の
後
次
第
に
自
由
な
資
本
輸
入
を
承
認
し
、
そ
の
こ
と
で
、
日
本
は
、
経
常
収
支
上
の
黒
字
化
し
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
国
際

的
な
通
貨
の
立
場
を
獲
得
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
、
相
対
的
に
、
高
い
成
長
率
に
結
び
つ
く
理
由
も
説
明
で
き
た

H
err,1997:

［

139

］。
他
方
、
平
価
切
下
げ
は
、
通
貨
会
計
上
の
黒
字
の
保
存
か
、
創
造
か
を
目
指
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
国
の
通
貨
の
蓄
積
を
高
め
る
こ

と
を
目
指
さ
な
い
。
こ
れ
は
、
国
内
生
産
者
の
競
争
力
を
改
善
し
、
通
貨
の
評
判
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
平
価
切

下
げ
は
、
あ
る
意
味
で
、
安
定
志
向
の
重
商
主
義
を
目
指
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
平
価
切
下
げ
志
向
は
、
特
定
の
国
内
条

件
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
、
例
え
ば
賃
金
が
厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
通
貨
低
下
か
ら
生
じ
る
実
質
所
得
で
の
減
少
、
通
貨
の

安
定
に
よ
る
信
頼
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
価
切
下
げ
は
、
イ
ン
フ
レ
問
題
を
抱
え
る
国
に
は
適
用
で

き
そ
う
に
な
い

H
err,1997:141

［

］。

二
つ
の
タ
イ
プ
を
考
え
る
と
、
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
は
安
定
志
向
の
重
商
主
義
国
家
を
示
す
が
、
米
国
は
安
定
志
向
の
重
商
主
義
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か
ら
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
に
は
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
介
し
て
、
平
価
切
下
げ
の
重
商
主
義
に
移
行
し
た
。
平
価
切
下
げ
は
、
政
府
や

中
央
銀
行
が
他
国
通
貨
に
対
し
て
意
図
的
に
、
ま
た
は
事
実
上
、
自
国
通
貨
の
価
値
を
引
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
財
政

赤
字
の
縮
小
な
ど
に
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
大
幅
な
輸
入
超
過
で
経
常
収
支
の
赤
字
が
莫
大
と
な
り
、
政
策
協
調
と
し
て
円
高
・

ド
ル
安
路
線
を
通
じ
て
、
平
価
切
下
げ
を
事
実
上
の
手
法
と
し
て
選
択
し
た
。

三

国
際
政
治
経
済
過
程
か
ら
み
た
日
本
の
国
家
モ
デ
ル

世
界
の
政
治
経
済
に
は
、
貿
易
関
係
や
国
際
通
貨
の
安
定
と
い
う
共
通
の
「
国
際
公
共
財
」
を
提
供
す
る
覇
権
国
と
そ
の
指
導
に
従

う
秩
序
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
覇
権
国
は
、
国
際
公
共
財
を
提
供
す
る
コ
ス
ト
の
多
く
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
参

加
国
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
、
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
防
止
す
る
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
、
国
際
通
貨
体
制
の
動
揺
、
為
替
変
動
、
対
外
経
済
関
係
の
不
均
衡
な
ど
の
経
済
変
動
は
、
米
国
の
覇
権
衰
退

の
帰
結
で
あ
る
、
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
米
国
は
、
日
本
を
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
組
み
込
む
こ
と
で
、
自
己
の
覇
権
の
衰

退
を
少
し
で
も
食
い
留
め
よ
う
と
し
た
。
日
本
は
、
米
国
へ
の
協
力
の
継
続
が
長
期
的
に
は
自
ら
の
利
益
に
合
致
す
る

Gilpin,1987:

［

331-334

］。
こ
れ
は
覇
権
論
的
な
視
点
で
あ
る
。

覇
権
論
に
は
異
論
が
あ
る
。
世
界
経
済
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
礎
に
形
成
さ
れ
る
の
で
、
国
際
通
貨
問
題
に
つ
い
て
は
市
場
の
力

に
も
と
づ
く
。
日
米
間
の
関
係
を
覇
権
論
で
考
え
る
か
否
か
は
、「
構
造
的
権
力
」
論
と
「
関
係
的
権
力
」
論
の
相
違
か
ら
説
明
で
き

る
。「
構
造
的
権
力
」
論
は
、
米
国
政
府
が
一
方
的
に
他
国
の
政
府
に
金
融
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
権
力
を
構
造
化
し
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
。「
関
係
的
権
力
」
論
は
、
具
体
的
に
述
べ
れ
ば
、
米
国
と
日
本
と
の
権
力
関
係
で
の
相
互
の
影
響
力
を
重
視
し
て
い
る
。
米

国
が
権
力
を
日
本
に
一
方
的
に
行
使
す
る
場
合
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
し
て
そ
の
行
使
に
日
本
が
常
に
無
条
件
に
受
容
す
る
と
は
か
ぎ
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ら
な
い
。
米
国
も
日
本
の
立
場
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
関
係

は
逆
転
す
る
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
影
響
力
の
相
互
作
用
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
時
々
の
米
国
と
日
本
の
あ
る
状
況
の
関
係
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
の
で
、
常
に
米
国
か
ら
日
本
へ
の
権
力
の
行
使
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
［
ス
ト
レ
ン
ジ
、
一
九
八
八
：
九
三
］。

金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
国
家
（
政
治
）
と
市
場
（
経
済
）
の
均
衡
を

崩
し
、
民
間
企
業
や
個
人
は
自
由
に
富
を
海
外
に
移
転
で
き
る
よ
う
に
な
る

か
ら
、
国
家
の
力
を
弱
め
る
効
果
を
も
つ
。
日
本
は
安
全
保
障
面
と
経
済
面

で
自
立
し
に
く
い
立
場
に
あ
る
、
と
み
な
さ
れ
る
。
日
本
は
、
輸
出
を
米
国

市
場
に
依
存
し
、
安
全
保
障
を
米
国
の
「
核
の
傘
」
の
下
に
あ
る
。
日
本
は

米
国
に
対
抗
し
て
独
自
路
線
の
選
択
は
あ
り
え
た
が
、
自
由
主
義
市
場
経
済

か
ら
の
恩
恵
を
受
け
る
以
上
、
あ
る
程
度
負
担
を
担
い
、
国
際
協
調
路
線
に

あ
っ
て
、
自
己
の
あ
る
べ
き
場
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
日

本
は
、
米
国
の
パ
ワ
ー
に
対
応
し
て
、
負
担
を
合
理
的
な
範
囲
に
抑
制
し
つ

つ
協
調
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る

cf.Calder,1988a:ch.11

［

］。

こ
れ
は
「
反
応
国
家
（reactive

state

）」
論
か
ら
の
説
明
で
あ
る
。
そ

の
根
拠
は
、
日
本
が
経
済
力
を
も
ち
な
が
ら
、
米
国
の
圧
力
に
受
動
的
に
反

応
す
る
経
済
外
交
と
安
保
政
策
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
日
本
は
、
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適応的国家モデル戦略的国家モデル反応的国家モデル

多元主義エリート主義的な「日
本株式会社」

パターン化された多元
主義

政治システム

断片的：漸進主義不透明だが効率的断片的、停滞しがち：
外圧に依存

政策形成

抑制された自由主義テクノナショナリズム
か防衛的なナショナリ
ズム

狭い国益：反軍国主義国益概念

不完全な自由主義戦略的貿易：「雁行型」
の攻撃的な重商主義

保護主義的な重商主義貿易と対外経済政策

変化する制約のもとで
の国際貢献

「フリーライダー」：軍
事力の内密の構築

制限的な国家能力：同
盟中心

防衛と安全保障

表８：三つの対外日本モデルの比較

出典、Berger,2007:268



安
全
保
障
や
資
源
で
の
脆
弱
性
、
米
国
と
の
同
盟
に
防
衛
を
依
存
す
る
た
め
に
、
国
家
能
力
の
自
己
抑
制
、
保
護
主
義
的
な
重
商
主
義
、

米
国
市
場
へ
の
依
存
な
ど
の
ほ
か
、
既
得
権
益
を
死
守
す
る
国
内
諸
集
団
の
利
害
を
国
際
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
調
整
（
つ
ま
り
反
応
）

す
る
。
そ
こ
に
は
政
治
的
指
導
力
の
欠
如
な
ど
が
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
る

Calder,1988b:517-541

［

］。
こ
れ
は
、「
構
造
的
権
力
」

論
の
立
場
か
ら
の
説
明
で
あ
る
。

国
家
の
あ
り
方
を
考
え
る
場
合
（
表
８
参
照
）、
三
つ
の
モ
デ
ル
の
う
ち
ひ
と
つ
が
、
日
本
に
は
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

Berger,

［

2007:267-268

］。「
反
応
国
家
」
モ
デ
ル
は
、
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
が
断
片
化
し
、
停
滞
気
味
で
あ
り
、
大
企
業
・
官
僚
連
合
に
よ
る

限
定
的
な
国
益
を
追
求
す
る
保
護
主
義
的
な
重
商
主
義
を
基
調
と
す
る
。「
戦
略
的
国
家
（strategic

state

）」
モ
デ
ル
は
、
政
治
シ
ス

テ
ム
を
エ
リ
ー
ト
主
義
的
、
政
策
形
成
で
は
不
透
明
だ
が
効
率
的
で
、
攻
撃
的
な
重
商
主
義
に
よ
る
「
雁
行
型
」
パ
タ
ー
ン
を
採
用
し
、

軍
事
的
に
は
「
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
従
来
ま
で
の
日
本
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
（「
日
本
株
式
会
社
（Japan

Inc.

）」、

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
日
本
経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
国
家
モ
デ
ル
に
対
し
て
、「
適
用
国
家
（adaptive

state

）」
モ
デ
ル
は
、
断
片
的
だ
が
、
漸
進
主
義
的
で
あ
り
、
政
策
形

成
で
は
流
動
性
（
言
い
換
え
れ
ば
柔
軟
性
）
が
存
在
す
る
の
で
、
徐
々
の
改
革
を
制
度
化
で
き
る
。
貿
易
と
対
外
経
済
に
つ
い
て
は
、

不
完
全
だ
が
、
抑
制
さ
れ
た
自
由
主
義
的
特
徴
を
示
し
て
お
り
、
安
全
保
障
に
つ
い
て
は
、
制
約
内
で
国
際
状
況
に
貢
献
す
る
。
こ
れ

が
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
か
ら
の
日
本
の
モ
デ
ル
を
示
す
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
定
で
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
わ
ば
、

「
関
係
的
権
力
」
論
に
近
い
説
明
で
あ
る
。

「
覇
権
的
権
力
」
論
と
「
関
係
的
権
力
」
論
か
ら
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
国
家
モ
デ
ル
を
考
え
れ
ば
、「
反
応
国
家
」
や

「
戦
略
的
国
家
」
か
ら
「
適
応
国
家
」
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
状
態
に
あ
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
対
外
政
策
は
、

一
方
で
世
界
市
場
と
世
界
貿
易
シ
ス
テ
ム
と
い
う
両
圧
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
他
方
で
管
理
貿
易
と
国
家
主
導
の
経
済
成
長
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の
た
め
の
日
本
独
自
の
、
重
商
主
義
的
な
選
好
を
求
め
て
き
た

Berger,2007:262-282

［

］。

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
の
国
際
協
調
行
動
が
バ
ブ
ル
と
そ
の
崩
壊
、
そ
の
後
の
長
期
の
停
滞
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
こ
の
構
造
的

弱
点
を
解
消
し
な
い
ま
ま
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
圧
力
へ
の
場
当
た
り
的
で
受
動
的
な
国
際
化
で
対
応
し
て
き
た
た
め
で
あ
る
、
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
一
面
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
さ
き
に
日
米
間
の
S
D
I
関
係
で
考
え
た
よ
う

に
（
本
論
第
八
章
二
参
照
）、
日
本
と
米
国
の
関
係
に
は
「
関
係
的
権
力
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
互
関
係
で
は
お
互
い
に
依
存
が
必
要
に
な
る
。
米
国
は
、
自
己
の
覇
権
が
独
自
に
実
行
で
き
る
と
理
解
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
経
済

力
な
ど
に
よ
る
相
互
作
用
を
不
可
欠
な
要
素
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
は
、「
反
応
的
国
家
」
モ
デ
ル
を
想
定
さ
れ
が
ち

だ
が
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、「
適
応
的
国
家
」
モ
デ
ル
に
移
行
し
た
面
も
考
慮
す
べ
き
で

あ
る
。

レ
ジ
ー
ム
論
者
は
、
米
国
の
衰
退
が
「
プ
ラ
ザ
合
意
」、「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
を
目
指
さ
せ
た
根
拠
と
は
な
ら
な
い
、
と
主
張
す
る
だ

ろ
う
。
利
害
関
係
を
共
有
す
る
諸
国
は
、
国
際
経
済
レ
ジ
ー
ム
を
進
展
さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
［
コ
ウ
ヘ
ン
、
一
九
九
八
：
二
五
三－

二
五

五
］。「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
至
る
過
程
も
、
国
際
金
融
秩
序
の
動
揺
を
、
政
策
協
調
に
よ
っ
て
食
い
止
め
よ
う

と
す
る
努
力
の
跡
が
あ
り
、
国
際
協
調
は
、「
交
渉
や
政
策
調
整
に
関
す
る
過
程
」
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
は
参
加
国
が
対
等
な
立
場

で
形
成
さ
れ
る
の
か
、
米
国
が
覇
権
国
で
あ
っ
た
時
代
の
遺
産
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
米
国
が
新
た
な
秩
序
形
成
能
力
を
獲
得
し
始
め

た
の
か
ど
う
か
を
精
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
二
二
四
］。

日
本
へ
の
市
場
開
放
を
要
求
す
る
「
戦
略
的
貿
易
」
論
は
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
か
ら
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
結
果
志
向
重
視
の
通
商
政
策

の
根
拠
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
米
国
は
次
々
と
要
求
し
、
日
本
は
受
け
身
で
対
応
し
た
。
内
需
拡
大
、
積
極
財
政
、
規
制
改

革
、
市
場
開
放
な
ど
が
進
ま
な
い
と
、「
円
高
カ
ー
ド
」
を
使
い
日
本
を
追
い
詰
め
た
。
日
本
は
、
国
際
調
整
を
避
け
る
た
め
に
、
あ
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る
程
度
、
円
高
を
受
け
入
れ
て
、
米
国
を
「
慰
撫
」
し
な
が
ら
、
自
ら
の
意
図
を
実
行
す
る
［
加
野
、
二
〇
〇
六
：
三
〇
五
］。
こ
の
見
解

は
、
一
見
す
る
と
、「
構
造
的
権
力
」、
あ
る
い
は
「
覇
権
的
権
力
」
の
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
か
ら
の
対
処
が
日
米
を
中
心
と
す
る
レ

ジ
ー
ム
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
「
関
係
的
権
力
」
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
い
っ
た
関
係
が
永
遠
に
続
く
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
国
際
政
治
経
済
や
、
そ
れ
に
技
術
革
新
な
ど
の
様
々
な
事
態
の
変
動
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
国
家
に
よ
る
経
済
政
策
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、

資
本
主
義
国
家
群
の
中
で
、
米
国
の
経
済
的
覇
権
を
承
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て
国
境
内
で
財
政
と
金
融
の
政
策
を
各
国
家
が
認
め
あ
う

こ
と
に
依
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
先
進
資
本
主
義
国
は
、
直
面
す
る
経
済
問
題
が
根
本
的
な
変
動
の
セ
ッ
ト

に
根
ざ
す
こ
と
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
生
産
商
品
と
金
融
の
市
場
の
国
策
化
、
第
二
次
産
業
生
産
の
低
下
と
第
三
次
産

業
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
上
昇
、「
柔
軟
性
あ
る
専
門
化
（flexible

specialization

）」
の
半
熟
練
化
生
産
ラ
イ
ン
、
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム

か
ら
の
離
反
、
そ
し
て
差
別
化
さ
れ
た
生
産
（differentiated

production

）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
劇
的
な
変
動
効
果
は
、
先
進

資
本
主
義
国
家
に
と
っ
て
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
終
了
と
一
九
七
〇
年
代
の
二
回
の
石
油
危
機
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
め
ら
れ
た
。

一
九
八
〇
年
代
前
半
ま
で
に
、
経
済
政
策
の
基
礎
を
な
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
変
質
し
て
し
ま
っ
た
。
一
国
内
で
の
金
融
と
財
政
の
マ

ク
ロ
政
策
の
手
段
は
、
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
、
自
立
的
な
方
策
を
と
れ
な
く
な
る
。
生
産
資
源
を
機
能
さ
せ
る
公

定
歩
合
の
削
減
や
政
府
支
出
増
は
、
か
え
っ
て
逆
効
果
と
な
り
、
資
本
の
流
出
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
は
通
貨
を
固
定
的

に
安
定
さ
せ
よ
う
と
は
す
る
が
、
一
国
の
施
策
は
国
際
的
圧
力
に
直
面
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
法
外
な
費
用
を
要
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る

K
itschelt,Lnange,M

ards,and
Steph

［

ens,1999:3,5
］。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
米
国
経
済
の
復
活
は
、
伝
統
的
な
製
造
業
か
ら
金
融
・
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
知
識
集
約
型
の
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー

が
牽
引
役
と
な
っ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
』
の
実
践
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、『
モ
ー
ガ
ン
・
レ
ポ
ー
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ト
』
に
も
と
づ
く
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
る
実
行
し
た
結
果
が
短
期
的
な
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
よ
る
成
果
（
？
）
と
な
っ
た
。
米
国
の
二

本
立
て
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
戦
略
が
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日
米
間
で
見
ら
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

日
本
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
後
遺
症
で
苦
闘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
く
停
滞
す
る
「
失
わ
れ
た
時
代
」
を
迎
え
る
の
で
あ
っ
た
［
加
野
、

二
〇
〇
六
：
三
〇
六
］。

多
く
の
レ
ジ
ー
ム
で
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
法
的
権
威
は
、
特
に
標
準
的
と
仮
定
す
る
背
景
に
お
い
て
、
国
家
と
超
国
家
の
統
治
組
織

間
で
共
有
さ
れ
る
。
国
家
は
、
超
国
家
的
な
レ
ジ
ー
ム
が
創
り
出
す
規
制
が
登
場
し
発
展
す
る
「
影
響
力
の
網
状
組
織
（w

eb
of

influence

）」
内
で
の
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
特
徴
は
、
レ
ジ
ー
ム
が
採
用
し
た
方
法
性
を
決
定
す
る
の
で
、
個
々

の
国
家
の
能
力
に
は
依
存
し
な
く
な
る
よ
う
に
な
る
。
む
し
ろ
、
各
国
政
府
に
は
、
ほ
ぼ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
力
（force

）
に
依

拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
戦
略
の
範
囲
は
制
限
さ
れ
て
く
る

Scot,2003:644

［

］。

「
絶
対
利
得
（absolute

gain

）」
と
い
う
用
語
は
、
米
国
が
基
軸
通
貨
国
と
し
て
堅
持
す
る
政
治
経
済
原
理
で
あ
る
。
米
国
は
、
基

軸
通
貨
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
つ
つ
、
世
界
の
繁
栄
を
追
求
す
る
。
そ
こ
に
は
国
際
通
貨
制
度
上
の
共
存
を
理
念
と
す
る
。
だ
が
、
そ

れ
は
米
国
経
済
の
悪
化
で
は
実
現
で
き
そ
う
に
な
い
。
こ
れ
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
米
国
経
済
の
衰
退
ご
と
に

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
実
際
に
は
、
米
国
は
、
劣
悪
さ
の
よ
り
軽
い
方
向
の
「
悲
観
的
利
得
（negative

gain

）」
を
目
指
し
つ
づ
け

て
き
た
。「
ド
ル
は
自
国
通
貨
だ
が
、
ド
ル
安
問
題
は
あ
な
た
た
ち
の
問
題
だ
」、
と
コ
ナ
リ
ー
財
務
長
官
（
当
時
）
は
、
ニ
ク
ソ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
、
欧
州
諸
国
や
日
本
に
向
け
て
言
い
放
っ
た
こ
と
が
あ
る
［
及
川
、
二
〇
一
〇
年
：
一
三
〇－

一
三
一
］。
こ
の
歴
史
的
名
文

句
は
、
現
在
で
も
。
あ
る
意
味
で
は
、「
真
実
」
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
に
お
け
る
「
円
高
・
ド
ル
安
」
や
不
均
衡
是
正
な

ど
の
解
決
に
は
、
各
国
政
府
は
、
政
治
経
済
的
枠
組
み
作
り
に
真
剣
に
議
論
を
仕
切
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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＊
筆
者
は
、
か
つ
て
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
に
関
す
る
政
治
経
済
過
程
を
論
評
し
た
こ
と
が
あ
る
［
古
田
、
二
〇
一
四
］。
そ
の
論
文
は
あ
く
ま
で
も
一
九
八

〇
年
代
半
ば
の
日
米
通
貨
交
渉
を
取
り
扱
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
前
後
の
日
米
関
係
を
取
り
巻
く
環
境
の
事
情
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
本
論
に
お

い
て
、
当
時
の
日
米
の
為
替
レ
ー
ト
の
政
治
交
渉
が
現
在
ま
で
の
日
米
政
治
経
済
レ
ジ
ー
ム
の
発
展
に
影
響
し
て
き
た
こ
と
を
再
考
察
し
た
い
。

注（
1
）
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
に
つ
い
て
は
、
古
田
、
二
〇
一
五
：
五
八－

六
七
を
参
照
。

（
2
）
一
九
八
三
年
、
リ
ー
ガ
ン
財
務
長
官
は
、
東
京
で
の
講
演
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
話
し
た
。『
円
が
ド
ル
に
対
し
て
弱
い
の
は
、
お
そ
ら
く

円
が
国
際
通
貨
で
は
な
い
か
ら
だ
、
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。
円
の
需
要
が
も
っ
と
あ
れ
ば
、
円
は
ド
ル
に
対
し
て
も
っ
と
強
く
な
っ
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
ド
ル
安
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
ド
ル
の
水
準
ま
で
円
を
引
き
上
げ
た
い
。
も
し
、
も
っ
と
円
の
需
要
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
達
成
で
き
る
と
思
う
』、
と
述
べ
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
円
安
を
円
高
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
ド
ル
安
を
求
め
て
い
な
か
っ

た
。
も
っ
と
も
、
円
・
ド
ル
間
の
レ
ー
ト
の
均
衡
回
復
は
、
主
要
国
の
通
貨
政
策
決
定
者
が
協
調
し
、
そ
し
て
米
国
政
府
が
積
極
的
に
為
替
市

場
に
介
入
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
為
替
介
入
は
レ
ー
ト
の
変
動
の
幅
や
速
度
を
効
果
的
に
変
更
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
［
フ
ラ
ン
ケ
ル
、
バ
ー

グ
ス
テ
ン
、
一
九
八
五
：
一
五
一
］。

（
3
）
ベ
ー
カ
ー
は
辛
辣
な
政
治
的
手
腕
で
知
ら
れ
る
弁
護
士
で
あ
っ
た
。
第
二
次
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
財
務
長
官
と
し
て
財
務
省
幹
部
を
一
新
し
た
。

彼
の
政
策
転
換
の
障
害
と
な
る
、
前
任
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
と
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ダ
ー
に
替
え
て
、
ダ
ー
マ
ン
を
実
践
部
隊
の
長
に
据
え
て
、
チ
ー

ム
を
組
み
替
え
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
議
会
の
保
護
主
義
的
な
動
き
を
牽
制
し
つ
つ
、
国
際
通
貨
外
交
で
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［
加
野
、

二
〇
〇
六
：
一
六
五
、
一
六
八
］。

（
4
）
円
・
ド
ル
交
渉
は
大
蔵
省
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
大
蔵
省
は
、
ゆ
っ
く
り
と
金
融
自
由
化
を
進
め
る
意
図
が
あ
っ
て
も
、
米
国
の

外
圧
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
中
曽
根
の
「
日
米
関
係
重
視
」
と
「
官
僚
主
導
政
治
の
打
破
」
を
目
指
す
姿
勢
は
、
あ
る
意
味
で
、
米

国
を
助
力
し
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き
る
［
中
西
、
二
〇
〇
二
：
三
一
七－

三
二
二；

田
所
、
一
九
八
八
：
二
二
二－

二
五
五
］。

（
5
）
一
九
八
六
年
九
月
二
六
日
、
安
倍
外
相
は
、
シ
ュ
ル
ツ
国
務
長
官
と
の
外
相
会
談
に
お
い
て
、
①
日
本
の
対
米
黒
字
削
減
、
そ
し
て
②
米
国

内
の
保
護
主
義
の
抑
制
で
合
意
し
た
。
こ
れ
は
日
米
の
外
交
ル
ー
ト
で
も
貿
易
不
均
衡
に
努
力
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。

（
6
）
J
・
Ａ
・
ア
ミ
ッ
ク
ス
は
、
日
本
の
議
員
は
為
替
レ
ー
ト
や
国
際
金
融
危
機
管
理
に
関
心
が
低
く
、
そ
の
た
め
か
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
に
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相
当
程
度
、
政
策
権
限
を
任
せ
て
い
る
［A

m
yx,2004:100

］、
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
を
め
ぐ
る
政
治
交
渉
に
関
し
て

は
、
一
部
の
有
力
政
治
家
の
政
治
決
断
が
大
き
な
影
響
を
果
た
し
た
。

（
7
）
中
曽
根
は
、
行
革
、
民
営
化
な
ど
一
九
八
〇
年
代
を
彩
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
路
線
を
突
き
進
ん
だ
が
、
彼
自
身
は
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る

と
は
言
え
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
中
曽
根
は
、
そ
の
変
節
す
る
言
説
の
背
後
に
、
確
固
た
る
思
想
的
な
核
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

れ
よ
り
も
、
時
代
の
潮
流
に
う
ま
く
順
応
す
る
政
治
家
で
あ
っ
て
、
そ
の
政
治
姿
勢
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
［
大
嶽
、
一
九
九
四
：
二
五

七
、
二
五
九
、
二
六
三
］。

（
8
）
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
は
、
別
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
日
本
の
ア
ジ
ア
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
の
指
導
権
を
保
障
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
つ
ま

り
、
日
本
の
製
造
業
は
円
高
の
た
め
低
賃
金
（low
w
age

）
を
求
め
て
ア
ジ
ア
諸
国
に
生
産
拠
点
を
移
す
よ
う
に
な
っ
た
［Pyle,2007:258-

259;K
ohno,2007:35

;

凃
、
一
九
八
八
：
四
二
］。
ま
た
、
日
本
企
業
は
、「
プ
ラ
ザ
合
意
」
後
、
当
時
日
本
版
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
部
を
次
々

と
実
行
し
た
。
そ
の
う
ち
、
不
動
産
投
資
は
電
機
・
自
動
車
の
利
益
よ
り
も
多
く
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
に
「
ル
ー
ブ
ル
協
定
」
後
、
ア
ジ
ア
新

興
産
業
国
（N

IEs

）
の
通
貨
価
値
も
上
昇
し
た
［H

ook,Gilson,H
ughes,D

obson,2012:117,217

］。

（
9
）
近
藤
健
彦
（
元
大
蔵
省
副
財
務
官
）
は
、
プ
ラ
ザ
戦
略
を
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
［
近
藤
、
一
九
九
九
：
一
五
九－

一
六
〇
］。
①
米
国
国
務

省
の
周
到
な
準
備
が
あ
り
、
日
本
は
そ
れ
を
支
持
、
②
意
外
性
の
効
果
を
発
揮
し
、
協
調
介
入
は
短
期
的
に
成
果
を
果
た
し
た
が
、
過
度
の
ド

ル
下
落
は
有
効
な
協
調
策
を
形
成
で
き
ず
、
③
政
策
当
局
者
は
状
況
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
り
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
政
策

協
調
の
ニ
ー
ズ
は
失
わ
れ
ず
、
⑤
国
際
通
貨
体
制
の
再
構
築
を
方
向
づ
け
ら
れ
ず
、
⑥
ア
ジ
ア
経
済
を
発
展
す
る
長
期
効
果
を
も
た
ら
し
、
⑦

バ
ブ
ル
経
済
の
元
凶
と
な
り
、
日
本
経
済
の
空
洞
化
を
招
い
た
。

（
10
）
も
ち
ろ
ん
、
日
銀
が
資
産
イ
ン
フ
レ
段
階
で
演
じ
た
役
割
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
。

（
11
）
現
在
で
も
、
こ
の
よ
う
な
発
言
が
米
国
内
で
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
現
在
の
中
国
の
人
民
元
の
為
替
レ
ー
ト
が
安
す
ぎ
る
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
12
）
一
九
九
〇
年
六
月
、
日
米
構
造
協
議
は
最
終
報
告
を
提
出
し
た
。
①
公
共
投
資
を
一
〇
年
間
で
四
三
〇
兆
円
支
出
、
②
低
・
未
使
用
土
地
の

有
効
利
用
、
③
大
型
店
舗
法
の
改
正
着
手
、
④
違
法
カ
ル
テ
ル
の
監
視
と
罰
則
強
化
、
⑤
系
列
取
引
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
、
⑥
内
外

価
格
差
是
正
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
⑦
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
合
、
⑧
米
国
は
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
を
発
動
せ
ず
。
こ
の
報
告
は
、
の
ち
の
日
米

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
米
国
政
府
の
年
次
改
革
要
望
書
に
結
び
つ
く
。
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（
13
）
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
一
九
九
三
年
か
ら
大
胆
な
改
善
策
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
年
間
で
一
四
〇
〇
億
ド
ル
の
財
政
赤
字
を

削
減
す
る
緊
縮
財
政
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
経
済
活
性
化
の
た
め
、
一
九
九
三
年
一
一
月
に
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
N
A
F

T
A
）
を
批
准
し
た
。
同
政
権
は
米
国
経
済
再
建
（
＝
雇
用
促
進
）
の
た
め
の
大
幅
な
改
革
を
実
行
し
た
。

（
14
）
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
か
ら
「
ル
ー
ブ
ル
合
意
」
に
か
け
て
直
接
的
に
は
金
融
交
渉
に
は
影
響
し
な
か
っ
た
が
、
米
国
世
論
が
対
日
批
判
に
な
る
事

件
が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
東
芝
機
械
コ
コ
ム
違
反
事
件
で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
二
月
か
ら
、
東
芝
機
械
が
、
コ
コ
ム
違
反
の
品
目
で
あ
る
工

作
機
四
台
を
ソ
連
に
輸
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ソ
連
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
企
業
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
、
潜
水
艦
の
ス
ク
リ
ュ
ー

音
を
低
下
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
。
コ
コ
ム
違
反
事
件
が
発
覚
し
、
全
米
か
ら
東
芝
へ
の
制
裁
の
声
が
上
が
っ
た
。
J
・
ガ
ー
ン
上
院
議
員

（
共
和
党
）
は
、
議
会
に
東
芝
制
裁
条
項
を
提
案
し
た
。
彼
は
、
銀
行
・
金
融
分
野
の
ボ
ス
的
保
守
派
議
員
で
あ
っ
た
。

一
九
八
六
年
四
月
三
〇
日
、
軍
事
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
D
・
ハ
ン
タ
ー
下
院
議
員
（
共
和
党
）
が
東
芝
製
品
の
輸
入
禁
止
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
制
裁
法
案
を
上
程
し
た
。
同
年
五
月
一
五
日
に
上
院
側
で
は
、
ガ
ー
ン
の
所
属
す
る
銀
行
委
員
会
は
、
コ
コ
ム
違
反
会
社
に
対
し
て
、
米
国

政
府
調
達
市
場
か
ら
排
除
す
る
制
裁
法
案
を
可
決
さ
せ
た
。
C
h
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
下
院
議
員
（
民
主
党
）
が
東
芝
製
品
の
五
年
間
輸
入
禁
止
と

す
る
法
案
を
議
会
に
上
程
し
た
［
小
尾
、
一
九
九
一
：
一
九
九－

二
〇
〇
］。

（
15
）
前
川
レ
ポ
ー
ト
（『
経
済
構
造
調
整
研
究
会
の
報
告
書
』）
は
、
①
市
場
原
理
を
基
調
と
し
た
施
策
と
し
て
の
規
制
緩
和
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
に
立
っ
た
施
策
と
し
て
、
日
本
の
経
済
構
造
の
是
正
、
各
国
と
の
政
策
協
調
、
③
中
長
期
的
な
努
力
の
継
続
、
を
骨
子
と
し
た
。
短
期
的

な
内
需
拡
大
に
よ
る
経
常
黒
字
の
縮
小
と
、
長
期
的
な
構
造
改
革
の
必
要
と
が
併
存
す
る
。
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
国
は
、
日
本
の
内
需

主
導
型
成
長
を
求
め
た
が
、
そ
れ
は
構
造
改
革
を
前
提
と
し
た
［
中
西
、
二
〇
〇
二
：
三
二
七
、
三
二
九
］。

（
16
）
米
国
の
対
外
経
済
政
策
は
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
（W

ashington
Consensus

）」
の
形
で
作
用
す
る
［Pieterse,2003:67-94

］。

ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
一
九
八
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
米
国
の
伝
統
的
な
例
外
主
義
（A

m
erican

Exceptionalism

）

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
例
外
主
義
は
、
自
由
市
場
と
民
主
主
義
を
並
存
さ
せ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
信
条
（tenet

）
は
、
マ
ネ

タ
リ
ズ
ム
、
政
府
支
出
と
規
制
の
削
減
、
民
営
化
、
貿
易
と
金
融
市
場
の
自
由
化
、
そ
れ
に
輸
出
志
向
の
成
長
の
増
進
で
あ
っ
た
、
と
み
な
せ

る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
国
内
政
策
か
ら
国
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
新
た
に
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
足
跡
（footprint

）
は
ま
た
、
国
際
金
融
制
度
の
政
策
で
も
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
冷
戦
終
了
が
I
M
F
や
米
国
の
膨
張
す
る
政
治
化

（politicization

）
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
。
米
国
政
府
は
、「
友
に
報
い
、
敵
を
罰
す
る
（
論
功
行
賞
）」
こ
と
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
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ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
I
M
F
の
安
定
化
の
貸
付
（stabilization

lending

）
や
世
界
銀
行
の
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
（structural

adjustm
entprogram

）
を
通
じ
て
実
行
さ
れ
て
き
た
。「
I
M
F
と
世
界
銀
行
は
、
米
国
財
務
省
の
成
果
と
し
て
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
で

合
意
さ
れ
た
。
米
国
財
務
省
は
国
際
的
な
威
信
を
も
つ
と
し
て
、
他
国
を
指
導
、
指
図
で
き
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
‐
財
務
省－

I
M
F
に
よ
る
複
合
体
（com

plex

）
の
視
点
と
利
益
を
代
表
す

る
英
米
流
の
資
本
主
義
を
具
現
化
す
る
。
だ
か
ら
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
金
融
不
安
定
と
そ
の
危
機
管
理
（financialinstability

and
crisis

m
anagem

ent

）
へ
の
対
処
に
当
た
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
自
由
貿
易
と
輸
出
志
向
の
成
長
を
宣
言
す
る
が
、
自
由

貿
易
の
も
と
、
現
実
の
政
策
は
よ
り
複
雑
と
な
り
、
そ
し
て
外
交
政
策
の
手
段
（
例
、
最
恵
国
待
遇
と
高
関
税
措
置
）
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、

世
界
貿
易
機
構
（
W
T
O
）
を
介
し
て
世
界
貿
易
ル
ー
ル
に
法
治
主
義
を
導
入
す
る
こ
と
や
、
他
国
の
為
替
レ
ー
ト
に
影
響
す
る
こ
と
ま
で
に

及
ん
で
い
る
（
例
、
一
九
八
五
年
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
と
円
高
）。
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出
版

N
H
K
取
材
班
（
一
九
九
六
ｂ
）『
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
米
の
衝
突
―
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
構
造
協
議
』
日
本
放
送
協
会

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
、
R.R.
A.
、
吉
田
利
子
訳
（
二
〇
〇
一
）
『
円
の
支
配
者

誰
が
日
本
経
済
を
崩
壊
さ
せ
た
の
か
』
草
思
社

内
野
達
郎
（
一
九
七
三
）『
戦
後
日
本
経
済
史
』
講
談
社

浦
野
起
央
（
一
九
九
七
）『
国
際
関
係
理
論
史
』
勁
草
書
房

及
川

攻
（
二
〇
一
〇
・
一
一
・
六
）「
円
高
、
不
均
衡
是
正
に
政
治
は
真
剣
な
議
論
を
」『
週
刊
東
洋
経
済
』

大
嶽
秀
夫
（
一
九
九
四
）『
自
由
主
義
的
改
革
の
時
代

1
9
8
0
年
代
前
期
の
日
本
政
治
』
中
央
公
論
社

大
場
智
満
（
一
九
九
五
）『
二
つ
の
空
洞
化
を
超
え
て

円
高
克
服
の
処
方
箋
を
探
る
』
N
H
K
出
版

小
尾
俊
夫
（
一
九
九
一
）『
ロ
ビ
イ
ス
ト

ア
メ
リ
カ
政
治
を
動
か
す
も
の
』
講
談
社

岡
部
直
明
（
一
九
八
七
）『
応
酬
―
円
・
ド
ル
の
政
治
力
学
』
日
本
経
済
新
聞
社

岡
本

勉
（
二
〇
一
八
）『
1
9
8
5
年
の
無
条
件
降
伏

プ
ラ
ザ
合
意
と
バ
ブ
ル
』
光
文
社

翁

邦
雄
（
二
〇
一
三
）『
日
本
銀
行
』
筑
摩
書
房

第30巻――120



落
合
浩
太
郎
（
一
九
九
四
）『
改
訂

日
米
経
済
摩
擦
―
全
体
像
を
求
め
て
―
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

加
野

忠
（
二
〇
〇
六
）『
ド
ル
円
相
場
の
政
治
経
済
学

為
替
変
動
に
み
る
日
米
関
係
』
日
本
経
済
評
論
社

川
北
隆
雄
（
一
九
八
九
）『
大
蔵
省

官
僚
機
構
の
頂
点
』
講
談
社

川
北
隆
雄
（
一
九
九
一
）『
通
産
省

経
済
参
謀
本
部
か
ら
の
転
換
』
講
談
社

川
北
隆
雄
（
一
九
九
五
）『
日
本
銀
行
―
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
―
』
岩
波
書
店

行
天
豊
雄
（
二
〇
一
二
）『
円
の
興
亡
「
通
貨
マ
フ
ィ
ア
」
の
独
白
』
朝
日
新
聞
出
版

ク
レ
イ
グ
、
G.G.
A./
ジ
ョ
ー
ジ
、

G.
A.

A.

G.
A.

A.
L.
、
木
村
修
三
ほ
か
訳
（
一
九
九
七
）『
軍
事
力
と
現
代
外
交

歴
史
と
理
論
で
学
ぶ
平
和
の
条
件
』
有
斐
閣

久
保
田
勇
夫
（
二
〇
〇
八
）『
証
言
・
宮
澤
第
一
次
［
1
9
8
6
～
1
9
8
8
］
通
貨
外
交
』
西
日
本
新
聞
社

久
保
田
勇
夫
（
二
〇
一
三
）『
日
米
金
融
交
渉
の
真
実

激
烈
な
経
済
戦
争
は
か
く
戦
わ
れ
た
』
日
経
Ｂ
Ｐ
社

草
野

厚
（
一
九
八
四
）『
日
米
・
摩
擦
の
構
造
』
P
H
P
研
究
所

倉
都
康
行
（
二
〇
一
四
）『
12
大
事
件
で
よ
む
現
代
金
融
入
門
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

h

倉
都
康
行
（
二
〇
一
四
）「
プ
ラ
ザ
合
意
の
副
産
物
と
し
て
ド
ル
安
が
生
ん
だ
日
本
の
バ
ブ
ル
の
萌
芽
」ttp://diam

ond.jp/articles/-/60815?page=4

黒
田
晁
生
（
二
〇
〇
八
）「
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
（
1
9
8
4
年
～
1
9
8
9
年
）
―
プ
ラ
ザ
合
意
と
『
バ
ブ
ル
』
の
生
成
―
」『
明
治
大
学
社
会
科

学
研
究
所
紀
要
』
第
47
巻
第
１
号

古
城
佳
子
（
二
〇
〇
二
）「
バ
ブ
ル
形
成
・
崩
壊
の
背
景
と
し
て
の
日
米
経
済
関
係

プ
ラ
ザ
合
意
以
降
の
国
際
収
支
黒
字
是
正
問
題
と
円
高
回
避
論
」

/

村
松
奥
野
編

五
味
廣
文
（
二
〇
一
二
）『
金
融
動
乱

金
融
庁
超
過
の
独
白
』
日
本
経
済
新
聞
社

近
藤
健
彦
（
二
〇
〇
九
）『
小
説
・
プ
ラ
ザ
合
意

グ
ロ
ー
バ
ル
な
危
機
へ
の
対
処
法
』
彩
流
社

坂
井
昭
夫
（
一
九
八
八
）『
日
本
の
軍
拡
経
済
』
青
木
書
店

坂
井
昭
夫
（
一
九
九
一
）『
日
米
経
済
摩
擦
と
政
策
協
調
』
有
斐
閣

酒
井
吉
廣
（
二
〇
〇
三
）『
逆
プ
ラ
ザ
合
意

日
本
の
経
済
問
題
の
深
層
を
理
解
し
解
決
に
向
か
う
た
め
の
道
筋
』
オ
ー
エ
ス
出
版
社

坂
本
正
弘
（
二
〇
〇
一
）『
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
と
日
本
』
中
央
大
学
出
版
部

佐
々
木

毅
（
一
九
九
三
）『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
保
守
主
義
』
岩
波
書
店
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佐
々
木
隆
雄
（
一
九
九
七
）『
ア
メ
リ
カ
の
通
商
政
策
』
岩
波
書
店

佐
々
木

融
（
二
〇
一
一
）『
弱
い
日
本
の
強
い
円
』
日
本
経
済
新
聞
社

佐
藤
英
夫
（
一
九
八
九
）『
対
外
政
策
』
東
京
大
学
出
版
会

塩
田

潮
（
一
九
九
四
）『
大
蔵
省
vs.
ア
メ
リ
カ

仕
組
ま
れ
た
円
ド
ル
戦
争
』
講
談
社

柴
山
桂
太
（
二
〇
一
二
）『
静
か
な
る
大
恐
慌
』
集
英
社

ス
ト
レ
ン
ジ
、
S.
、
櫻
井
公
人
・
櫻
井
純
理
・
高
嶋
正
晴
訳
（
一
九
九
九
）『
マ
ッ
ド
・
マ
ネ
ー

世
紀
末
の
カ
ジ
ノ
資
本
主
義
』
岩
波
書
店

ス
ト
レ
ン
ジ
、
S.
、
西
川
潤
・
佐
藤
元
彦
訳
（
一
九
九
四
）『
国
際
経
済
学
入
門
―
国
家
と
市
場
』
東
洋
経
済
新
報
社

関
岡
英
之
（
二
〇
〇
四
）『
拒
否
で
き
な
い
日
本

ア
メ
リ
カ
の
日
本
改
造
が
進
ん
で
い
る
』
文
芸
春
秋
社

関
下

稔
（
一
九
九
六
）『
競
争
力
強
化
と
対
日
通
商
戦
略

世
紀
末
ア
メ
リ
カ
の
苦
悩
と
再
生
』
青
木
書
店

染
谷
芳
秀
（
二
〇
〇
五
）『
日
本
の
『
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
』
外
交
―
戦
後
日
本
の
選
択
と
構
想
』
筑
摩
書
房

タ
イ
ソ
ン
、
L.L.
D.
、
竹
中
平
蔵
監
・
阿
部
司
訳
（
一
九
九
三
）『
誰
が
誰
を
叩
い
て
い
る
の
か

戦
略
的
管
理
貿
易
は
、
ア
メ
リ
カ
の
正
し
い
選
択
？
』

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

対
日
貿
易
戦
略
基
礎
理
論
編
集
委
員
会
編
、
テ
レ
コ
ム
パ
ワ
ー
研
究
所
訳
（
1
9
8
7
）『
公
式
日
本
人
論
「
菊
と
刀
」
貿
易
戦
争
編
』
弘
文
堂

高
橋
文
利
（
一
九
九
五
）『
円
と
ド
ル

逆
説
の
攻
防

国
際
通
貨
の
政
治
経
済
学
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社

滝
田
洋
一
著
・
鹿
島
平
和
研
究
所
編
（
二
〇
〇
六
）『
日
米
通
貨
交
渉

20
年
目
の
真
実
』
日
本
経
済
新
聞
社

竹
森
俊
平
（
二
〇
一
〇
）『
中
央
銀
行
は
闘
う

資
本
主
義
を
救
え
る
の
か
』
日
本
経
済
新
聞
社

田
所
昌
幸
（
一
九
八
八
）「
あ
る
外
圧
の
事
例
研
究
―
日
米
円
・
ド
ル
交
流
の
政
治
学
的
考
察
」『
姫
路
法
学
』
第
１
号

田
所
昌
幸
（
二
〇
〇
一
）『「
ア
メ
リ
カ
」
を
超
え
た
ド
ル

金
融
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
通
貨
外
交
』
中
央
公
論
新
社

田
中
明
彦
、
田
所
昌
幸
（
二
〇
〇
三
）「
新
自
由
主
義
の
時
代
」、
五
百
旗
頭
真
編
『
日
米
関
係
史
』
有
斐
閣

田
村
秀
男
（
二
〇
〇
四
）『
人
民
元
・
ド
ル
・
円
』
岩
波
書
店

田
村
秀
男
（
二
〇
〇
九
）『
世
界
は
い
つ
ま
で
ド
ル
を
支
え
続
け
る
か

金
融
危
機
と
国
際
通
貨
戦
争
の
行
方
』
扶
桑
社

凃

照
彦
（
一
九
八
八
）『
N
I
C
S

工
業
化
ア
ジ
ア
を
読
む
』
講
談
社

中
本

悟
（
一
九
九
九
）『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
通
商
政
策

戦
後
に
お
け
る
通
商
法
の
変
遷
と
多
国
籍
企
業
』
有
斐
閣
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中
北

徹
（
二
〇
一
二
）『
通
貨
を
考
え
る
』
筑
摩
書
房

中
北

徹
（
二
〇
一
三
）『
や
っ
ぱ
り
ド
ル
は
強
い
』
朝
日
新
聞
出
版

中
西

寛
（
二
〇
〇
二
）「
国
際
シ
ス
テ
ム
の
変
容
と
日
本
の
バ
ブ
ル

政
策
協
調
の
挫
折
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
村
松
／
奥
野
編

西
村
吉
正
（
一
九
九
九
）『
金
融
行
政
の
敗
因
』
文
芸
春
秋
社

=

日
本
経
済
新
聞
社
編
（
二
〇
〇
一
）『
検
証
バ
ブ
ル

犯
意
な
き
過
ち
』
日
本
経
済
新
聞
社

野
口

均
（
一
九
九
五
）『
日
米
通
貨
交
渉
2
0
0
0
日

大
蔵
財
務
官
た
ち
の
闘
い
』
日
本
経
済
新
聞
社

服
部
龍
二
（
二
〇
一
五
）『
中
曽
根
康
弘
「
大
統
領
的
首
相
」
の
軌
跡
』
中
央
公
論
新
社

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
S.S.
P.
、
鈴
木
主
税
訳
（
一
九
九
八
）『
文
明
の
衝
突
』
集
英
社

船
橋
洋
一
（
一
九
八
七
）『
日
米
経
済
摩
擦
―
そ
の
舞
台
裏
―
』
岩
波
書
店

船
橋
洋
一
（
一
九
九
二
）『
通
貨
烈
々
』
朝
日
新
聞
社

バ
ー
グ
ス
テ
ン
、
C.C.
F.
、
ク
ラ
イ
ン
、

C.
F.

W.

C.
F.

W.
R.
、
奥
村
洋
彦
監
訳
（
一
九
八
六
）『
日
米
経
済
摩
擦

為
替
レ
ー
ト
と
政
策
協
調
』
東
洋
経
済
新
報
社

フ
ク
シ
マ
、
G.G.
S.
、
渡
辺
敏
訳
（
一
九
九
二
）『
日
米
経
済
摩
擦
の
政
治
学
』
朝
日
新
聞
社

フ
ラ
ン
ケ
ル
、
J.J.
A.
、
バ
ー
グ
ス
テ
ン
、

J.
A.

C.

J.
A.

C.
F.
、
高
橋
由
人
訳
（
一
九
八
四
）『
円
・
ド
ル
合
意
後
の
金
融
市
場

金
融
市
場
開
放
の
シ
ナ
リ
オ
』
東

洋
経
済
新
報
社

古
田
雅
雄
（
二
〇
一
三
ａ
）「
戦
後
史
に
お
け
る
日
本
の
安
全
保
障
の
変
遷
を
め
ぐ
る
議
論
の
整
理
―
日
米
安
保
体
制
の
定
着
、
変
容
、
拡
大
に
つ
い
て
」

『
奈
良
産
業
大
学
紀
要
』
第
29
集

古
田
雅
雄
（
二
〇
一
三
ｂ
）「
日
米
半
導
体
交
渉
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
過
程
の
研
究
―
戦
後
日
米
通
商
交
渉
の
転
換
点
に
関
す
る
経
済
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
の
一
考
察
―
」『
奈
良
法
学
会
雑
誌
』
第
25
巻

古
田
雅
雄
（
二
〇
一
四
）「
日
米
為
替
レ
ジ
ー
ム
に
お
け
る
政
治
過
程
―
円
高
・
ド
ル
安
の
政
治
経
済
学
の
事
例
研
究
―
」『
社
会
科
学
雑
誌
』
第
11
巻

古
田
雅
雄
（
二
〇
一
五
）『
現
代
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
序
説
―
現
代
政
治
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
―
』
晃
洋
書
房

フ
ァ
ロ
ー
ズ
、
J.
、
大
前
正
臣
訳
（
一
九
八
九
）『
日
本
封
じ
込
め
―
強
い
日
本

J.

vs.
巻
き
返
す
ア
メ
リ
カ
』
阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ボ
ル
カ
ー
、
P.
、
行
天
豊
雄
（
一
九
九
二
）『
富
の
興
亡

円
と
ド
ル
の
歴
史
』
東
洋
経
済
新
報
社

マ
コ
ー
マ
ッ
ク
、
G.
、
新
田
準
訳
（
二
〇
〇
八
）『
属
国

米
国
の
抱
擁
と
ア
ジ
ア
の
孤
立
』
凱
風
社
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御
厨

貴
（
二
〇
一
六
）『
宮
澤
喜
一
と
竹
下
登

戦
後
保
守
の
栄
光
と
挫
折
』
筑
摩
書
房

村
松
岐
夫
／
奥
野
正
寛
編
（
二
〇
〇
二
）『
平
成
バ
ブ
ル
の
研
究

崩
壊
後
の
不
況
と
不
良
債
権
処
理
〈
下
〉
崩
壊
編
』
東
洋
経
済
新
報
社

山
本

満
（
一
九
八
三
）「
対
外
経
済
政
策
の
展
開
」
有
賀
貞
・
宮
里
政
玄
編
『
概
説
ア
メ
リ
カ
外
交
史
』
有
斐
閣

山
本
吉
宣
（
一
九
八
九
）『
国
際
相
互
依
存
』
東
京
大
学
出
版
会
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